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　ときは平へい誠せい二十某ぼう年ねん。
　大日本国はいまだ徳とく川がわ幕府の支配下にあった。
　江え戸どじ城よう本丸、大天主。ふだん、宝物蔵として使用されているこの大建造物の地下には、徳川将軍とその「剣姫マスターサムライ」しか入れない極ごく秘ひの空間が隠かくされていた。
　西の丸御ご殿てん・謁えつ見けんの間にも匹ひつ敵てきする広さを持つそこはいま、光源も見えない薄うすぼんやりとした暗がりの中に沈しずんでいる。
　上座には御み簾すが掛かけられ、その奥おくをうかがい知ることはできない。
　御簾の前、黒い影かげが四つある。いずれも漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうをまとった人ひと影かげだった。ふたりずつ並んで向かい合わせに、床しよ机うぎに腰こしを下ろしている。
　兜かぶとの中、面具までが黒く、そのせいで四人の顔はまったく見えない。
　ただ、それぞれ異なる兜の立たて物ものだけがそそり立ち、尖とがりを強めて、異様な光景を作り出していた。
　大天衝脇わき立だて、鹿しか角つの大脇立と大獅し子し噛がみ前立、三さん鈷こ剣けん前立、繰くり半はん月げつ前立と大沢おも瀉だか後あと立だて……。
　四人から下ること数間。上座に向かって平へい伏ふくしている影があった。こちらは対たい照しよ的うてきに、白い法ほう衣えをまとっている。
　空気が、動いた。
「……面を上げられよ、僧そう正じよう」
　御簾の向こうに気配があった。
　が、直接声をかけるなどありえない。四つの甲冑の誰だれかが代わりに発したのか。それもまた面頬のせいで表情が見えず、わからなかった。
　僧正、と呼ばれた者が顔を上げる。錦にしきの九条袈け裟さが、暗がりの中で鮮あざやかな光を放った。同じ金の観かん音のん帽もう子すが烏え帽ぼ子しのような形を見せる。その下、露あらわになったのは、意外にもすっきりとした少女の顔だった。
「御お上かみにあらせられましてはご機き嫌げん麗うるわしく、恐きよ悦うえ至つし極ごくに……」
「そのようなことはよい」
　法衣の少女の言葉をさえぎって発せられる低い声。続けて、
「……柳やぎ生ゆう、であるとな」
「はい。柳生宗むね朗あきら。柳生宗そう家けの嫡ちや男くなんではありますが、現在、柳生は御お沙さ汰た預かりでございますれば」
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「宗むね慶よしの、ことか」
「さようでございます。幕府が任じた柳生家の現在の当主は宗慶。しかるに宗慶は二年まえ突とつ然ぜん逐ちく電でんして行方ゆくえ知れず。ゆえに宗朗の家か督とく相続もまた預かりとなっているのでございます」
「宗慶……あの者のことはよい。だが、宗慶の息子むすこに『将』の器量を受うけ継つぐ者が現われるとはな。やはり柳生の……」
　そこまで言うと、あわてたように少女がかぶせた。
「い、いえ！　まだそのような。早計には判断できかねます。……しかしいま、肝かん心じんなのは、柳生宗朗を『将』として多くの『剣姫マスターサムライ』が集まっていること。柳生十じゆ兵うべ衛え、真さな田だ幸ゆき村むら、徳川千せん、後ご藤とう又また兵べ衛え、服はつ部とり半はん蔵ぞう、直なお江え兼かね続つぐ、猿さる飛とび佐さ助すけ……そして新たに、柳生義ぎ仙せんが加わり、その数は八人」
「八人……！」
　驚おどろいた声こわ色いろが、正直な心根を現わしていた。甲冑姿の影が、わずかに動いた。
「かつての徳川将軍でもそれほどの数の『剣姫マスターサムライ』を従えていた例はごく少ない」
「柳生十兵衛……あの十兵衛であるのか」
「真田、後藤とは、あきらかに豊とよ臣とみ方。そのうえお上のご息女までが。宗朗とやら、なぜそこまで……」
　それまで誰ともわからなかった声が、それぞれの甲冑武者の言葉となって漏もれ出す。が、その先は言葉を呑のみ込んだように途と切ぎれた。しばらく暗がりがその場の心情を現わすように沈み、かすかな灯あかりがゆらめいた。
「いずれにせよ……」
　改めて口が開かれたときには、その声はどこかしら決意を含ふくんでいた。その先を引き取るように、法衣の少女が言う。
「あの天あま草くさ……いえ、鬼おにの者との戦いを制した『将』と『剣姫マスターサムライ』たちでございます。しかも豊臣方の者も混じっておりますれば、いつ幕府に弓引かぬとも限りませぬ。いえ、本来ならばそれほどの力、直ちに大おお江え戸どにはせ参じ、幕府のしかるべき筋に届け出いでて進退を伺うかがうのが筋。しかるに」
「鬼との戦いは慶よし彦ひこからの報も入っていたこと。いざとなれば力で押おしつぶすのは造作もなかった」
「もちろん、でございます。ただ、大江戸の被ひ害がいを最小限に抑おさえたこと、鬼なる者の正体にまで迫せまりその魂こん魄ぱくを浄じよ化うかせしめた手並みは、端たん倪げいすべからざるものであり……い、いえ、決してかの者たちを恐おそれるわけでは！　しかしそれほどの力、ことここに至っては捨て置くこともできませぬ」
　法衣の少女の視線が、甲冑武者の間に流れる。わずかに甲冑、具足が揺ゆれ、笑うように小さく音を立てた。
「そのために、そのほうをこうして呼び寄せている」
「承知してございます。あの者たち、とくに柳生宗朗の真意をつかみ、それが幕府に対して二心なきものならばよし、しかしそうでないならば」
「うむ。従わせるか、あるいは……。いずれ、ひと当てしてみるがよい。そやつらの力も図はかり知れるというもの。そのために、ふだんよりおまえを学園に潜せん入にゆうさせている」
　そこまで言うと、四人の甲冑武者がいっせいに床机から立ち上がった。
　まるで天を衝つくような大きさ、と見えたのは、なにもその兜の巨きよ大だいな立物のせいばかりではない。
「御ぎよ意い……にございます。そのために我わが配下に甲こう賀が忍しのびを賜たまわってございますれば、柳生道場の面々、ひとひねりでいかようにも。臣従せぬとあらば、押しつぶすまで。四天王のお手をわずらわすこともございますまい、と」
　少女が言うときには、すでに甲冑武者たちは背を向け、それぞれ闇やみに溶とけて行くところだった。
「その言葉、忘れるでないぞ。……天てん海かい！」
　このときだけは、御簾の向こうからはっきりと声が聞こえた。
「は、は……！」
　あわてて平伏する法衣の少女、いや、天海。いつのまにかじっとりと、汗あせが肌はだを湿しめらせていた。
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「いただきまぁす！」
　柳やぎ生ゆう道場の稽けい古こ場ばに明るい声が響ひびく。
　向かい合わせに並んだ膳ぜんには、端はしから兼かね続つぐ、十じゆ兵うべ衛え、宗むね朗あきら。対面に佐さ助すけ、又また兵べ衛え、幸ゆき村むらが。そして宗朗と幸村に相対するよう、上座についているのは、
「んん！　なんで千せんがこんな、有う象ぞう無む象ぞうといっしょにご飯を食べないといけないのかしら、まったく！」
　ぷっ、と尖らせた口もとに箸はしを運ぶ、言うまでもなく千せん姫ひめだ。
「おぬしが自分から言い出したことではないか。ふた間続きの客間を占せん領りようしおって。食事も献こん立だても、ふたりだけ別にとっておればよかったものを」
　すかさず幸村が反論する。パクッ、魚の煮に付つけをひと口、こちらも口に入れる。
「あら、おチビちゃんたちだって離はなれを自分たちだけで使ってるじゃない。ふだん、お菓か子しで間食ばかりしてるから、育つところも育たないのよ」
「ふん！　言わせておけば……おぬしのように無む駄だなところばかり育ったところで『剣姫マスターサムライ』の力にどんな足しがあるのじゃ。せいぜいその乳や尻しりが、薙なぎ刀なたのじゃまにならぬよう気をつけるのじゃな」
「なんですってぇ！　そうね、おチビちゃんは栄養がぜーんぶ頭に行ってるようだし、いいかもしれないわね。最近ますますおデコが育って来たんじゃない」
「なんじゃと！」
　膳を挟はさんで身を乗り出すふたり。額ひたいと額がぶつかり、まるで額で押し合あいをしているようだ。
「ま、まあまあ、千姫さまも幸村も……。ごはん食べようよ、おいしいよ！」
　あわてて仲ちゆ裁うさいに入る宗朗。しかしものすごく説得力が、ない。そして、
「御お姫ひいさま、落ち着かれますよう。ここでみなさんとお食事するようになったのはそもそも……」
　困り顔で口ごもるのは半はん蔵ぞうだ。膳はなく、千姫の側に侍はべって給きゆ仕うじをしている。自身の食事はというと、
「わたしは、御姫さまの残りをいただければじゅうぶん、いえ、むしろそのほうが……」
　という謙けん虚きよさ、もとい千姫が口を付けた残りもののほうがおいしくいただける性しよ分うぶんのようだ。
　半蔵に代わって言うのはまたも幸村。
「おおかた、いままでの贅ぜい沢たくがたたったのじゃろう。生徒会の歳さい費ひも自由に使えなくなったいま、半蔵のやりくりだけでは食費もままならぬと、そういうことじゃな」
「な、なによ……ぅ」
　図星を衝かれたのか、千姫の勢いが弱る。
「と、とにかく、みんな仲良く……」
「そうだよぉー。みーんなでご飯食べるの、とーってもおいしいの！　ね、お兄ちゃん！」
　宗朗の隣となりに座すわっていた十兵衛が声を上げた。さらに、
「ね！　ぐつぐつぐっちゃんも！」
　反対隣りの兼続にいきなり振ふる。
「な、なんですの、『ぐつぐつ』と『ぐっちゃん』をいっしょにしないでくださいですわ！　それでなくともふだんから、『ぐっさん』とか『ぐっちょり』とか、『ぐっちょんぱ』とか呼ばれていますのよ！」
　またも名前ネタからのスタートに、思い切り抵てい抗こうする兼続。
「そっか。ごめんなの。えーっと……かねつぐ、さん？」
「かねつぐではありませんわ！　ぐつぐつ！　……はっ！」
　言ってしまってから気づき、渋じゆ面うめんを作る。そこへまたも幸村が、
「兼続、おぬし、この柳生道場の敷しき居いは跨またがぬと、庭に犬小屋を勝手に造って住んでおったのではないのか」
「そ、それは……まあ、どうしても、と十兵衛が言うからご相しよ伴うばんにあずからないこともない、ということですわ。それに、犬小屋ではありませんわ！　コテージ！　マイ、コテージ、ですわ！」
　つっこみ、言葉に詰つまる兼続。なんとか切り返す。
「そうだよぉ。ぐっちゃんにはいつも十兵衛が残り物をあげてたの！　だけどたまにはいっしょにご飯もいいよね！　って」
　が、十兵衛の心ないひと言。本人はフォローのつもりだ。
「ちょ！　な、なんですの、わたくしは残り物など食べていませんわ！　マイコテージの前にいつも、こう、お皿の上にご飯やおかずの余りや、野菜の切きれっ端ぱしなどが……」
「それが残り物、というのじゃ！　犬のエサと同じじゃぞ」
「ち、違ちがいますわぁ！　わたくしは断じて犬のエサなんて……！」
「ああ、うるさい！　そうよ、いつもはいないトンカチに、猿さるまでいっしょの食しよ卓くたくってどういうこと？　間ま違ちがってる、絶対間違ってる！」
　再び千姫がかんしゃくを起こすと、
「ウキュ？　ウキィー！」
　末席の佐助が驚いて顔を上げ、その場で何度も飛とび跳はねた。歯を剥むき出だし、あきらかに怒おこっている。
　佐助は人型ではなく、いつもの小さな猿の姿だ。膳の上には黄色いバナナが房ふさごと載のせられていた。
「御姫さま、佐助さんやぐちょぐちょさんのことは……」
「だーれが！　ぐちょぐちょだっぺよ！　ぁ……」
「そーだよね！　ぐっちゃんのあだ名はぐちゅぐちゅだもん！」
「だから！　あだ名にあだ名を付けてどうするんですの！　わけがわかりませんわ、もうなにがなんだか、ですわぁぁあああ！」
　いったん収しゆう拾しゆうするかと見えたものを、空気の読めない十兵衛がまた広げてしまう。
「まったく。あいかわらずいじられ役じゃな。ときにおぬし、さっきからいら立っておる理由は……」
　そんな兼続を横目に見ながら、幸村が千姫に話を振る。とそのとき、部屋の空気がかすかにゆらめいた。
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　一いつ般ぱん人じんならば決して気づかないごくわずかな気配。鍛きたえられた兵ひよう法ほう者、「剣姫マスターサムライ」だからこそ、かろうじてその違いに気づく。そして向けた視線の先には、
「お代わりはいかがですか、宗朗さま」
　いつのまに現われたのか、宗朗の側にぴったり寄より添そうように義ぎ仙せんの姿が。
「ぁ、義仙、どこから……って、ぇええ!?」
　当の宗朗も不意を衝かれて驚く。が、声を上げたのには別の理由があった。
「驚かれるのも無理はありません。それに、義仙にここまで接近を許した、ということで己おのれの隙すきを恥はじることもないんです。なぜなら義仙は裏柳生として闇仕事をなりわいとしてきた関係から、気配を消して対象に近づくことはもっとも得意とするところ。しかるにふつうならば、どれほどに気配を消してもその殺気はわずかに漏れ出してしまうものですが、この場合、義仙に宗朗さまを害することなど寸すん毫ごうもないことから、つまりは絶対の安全。義仙がここまで近づくのを許したとしても、士道不覚かく悟ごのそしりを受ける理由はまったくないんです」
　長いセリフだがようするに、宗朗に触ふれるほど近づく口実。
「あんたねえ、そういうことじゃないわよ！　殺気がないから近づいていいとか、そもそも……あ、ちょ、っと！　それ……！」
　言いかけた千姫の顔が見る見る赤く染まる。幸村も気づいた。
「な、なんじゃ、そのかっこうは！」
　こっちも頬が赤くなるのは、怒いかりからではない。
　裸はだかエプロン。
　義仙は胸まであるフリル付きの白いエプロンをぴっちりまとっているのだが、素す肌はだに身につけているのはそれ一枚。
　後ろ姿を向けると、エプロンで覆おおわれていない義仙の背中からヒップまでが千姫たちに丸見えなのだ。
「ぎ、義仙！　それはダメだと思うんだ……うぁあ」
　うろたえる宗朗。
「な、なんて破は廉れん恥ちな。いけません、いますぐなにか着てください！」
　半蔵が訴うつたえ、
「わーい！　ぎったんのお尻！　お尻なの！　楽しそぉ！　十兵衛も……」
「お、おやめなさい、ですわぁ！」
　自分も、と制服を脱ぬぎ出そうとする十兵衛を、必死で止める兼続。
　当の義仙はといえば。
「いけないでしょうか。裸エプロンは古来より、男性に劣れつ情じようを催もよおさせる典型的コスチュームなんです。この場合、食をイメージさせるエプロンにより食欲を喚かん起きし、しかもエプロンの下が全ぜん裸らであることから性欲をも喚起する、男性の二大欲求を一度に充じゆ足うそくする画期的なコスチュームである、と義仙は考えるんです。もちろん、食欲より性欲が勝って、いますぐ義仙を押し倒たおしたい、ということであれば、より好ましい方向に効果が現われた、と義仙は考えるんです」
　またも長セリフに、いっしゅんポカン、と声を失う「剣姫マスターサムライ」の面々。しかしすぐに、
「な、なに言ってんのよ！　自分のそのヘンタイ趣しゆ味みを理り屈くつでごまかしてるだけじゃない！」
「そうじゃ、ようは宗朗を誘ゆう惑わくしておるだけではないか！」
　千姫と幸村が憤いきどおって反論する。
　ところが義仙はまったく動じず、
「誘惑。義仙が宗朗さまを？　……そのとおりですが、なにか」
　むしろ胸を張る始末。千姫も幸村も、すぐには二の句も告げない。
「な、なんなのかしら！　公然とわいせつなかっこうで宗朗を誘惑!?　それでいいわけ？　もっと、『剣姫マスターサムライ』としての慎つつしみや恥じらいはどうしたのよ！　だいたいおまえ、どこから出てきたのよ！　この道場の近くに潜ひそんでいるようだけど……」
「そうじゃ！　天あま草くさとの戦いのことは礼を言うが、それとこれとは別！　のべつまくなしでそのようなかっこうで宗朗に迫るのは、品位も礼節も欠いておるぞ！」
　さっきまで角突つき合わせていたのがなかったことのように、急に共きよ闘うとうして迫る千姫と幸村。しかしどこまでも義仙は涼すずしい顔。
「お言葉ですが、同じ目的を持ってこの道場に住まうみなさんの言葉とは思えないんです。もはや天草一党の脅きよ威ういが去ったいま、みなさんがここ柳生道場に居続ける理由はなんでしょう」
「千がこの道場にいる……」
「理由……じゃと」
　逆に義仙に一いち瞥べつされ、すぐには答えられないのは千姫、幸村、それに兼続などだ。
「ゥキュ？」
「はーい！　お兄ちゃんとぉ、ずーっといっしょにいたいから！　それにゆっきーや千姫さんやべーたさんや！　ぞうさんにさっちんに、ぐっちゃりに……」
「誰だれがぐっちゃりですの！」
「それにぎったんも！　みーんなみーんな、いっしょにいたいんだもん！　ね！　うーんと楽しいの！」
　十兵衛の言葉にゆらぎはない。それが心の底からの本心なのだ。
「わらわとて、天草との戦いを制し、全員無事で戻もどったいまがいちばん心休まるときであるとは思っておるのじゃ。じゃが……！」
「そうよ、十兵衛の言うとおりよ。なのに、千たちがここにいる目的って、まるで千にやましい気持ちがあるみたいじゃない！」
　幸村と千姫も、再び義仙へ反はん撃げきする。
　だが義仙は少しも動じず、ふたりだけでなく「剣姫マスターサムライ」の全員を見み据すえると、
「いいでしょう。いいかげん、申し上げたいと思うんです。義仙を含め、みなさんがこの道場にいる理由。それは……『剣妃サムライブライド』になる、そのためです」
　言い放った。稽古場が、ムズムズした空気に包まれる。
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　一いつ瞬しゆんの後、
「ぎ、義仙。それはいくらなんでも。別にみんながそのためだけにここにいるわけじゃないだろう」
　宗朗が取りなすように言った。
「そうですね。お猿さんなどは、それが直接の目的というのは当たらないかもしれないんです。それにトンカチの方などは、ほかに行く場所がありませんし」
「なんですのぉ！　いきなり人を、ホームレス扱あつかいですの！」
「半蔵さんと鑓やり使いさんは、どこまでも主人の命に従う、と見ました。十兵衛さんの純じゆん粋すいさは、義仙もわかっているんです。しかし……」
「しか、し？」
「誰もが同じ『剣姫マスターサムライ』の資格を持ち、いつなんどきにも『剣妃サムライブライド』となることのできるライバル、という意味では同じ。であれば、どれほどの積極的な策を用いようとも、その競争に打ち勝たねばなりません。あまつさえ、これまで千姫さまや幸村さまがある程度のことをしても動じなかった宗朗さまです。正直、鈍どん感かんにもほどがあると思うんです。あるいはやせ我が慢まんもほどほどになさいませ、と」
　急に矛ほこ先さきが向いてきて、たじろぐ宗朗。
「いや、そんなこと言われても。これまでは生徒会や天草との戦いに気が抜ぬけなかったし、そんなことしているヒマは……い、いや！　ヒマになったらなにか、こう、するとかそういうことじゃなくて！」
　言いながら、罠わなにはまったように言いよどんでしまう。宗朗だけでなく、聞いていた千姫や幸村も顔を赤くして視線を逸そらした。
　義仙はさらに、
「そんなことだろうと思ったんです。こたびの天草との戦いでも、宗朗さまは比類なき『将』としてのお力をお示しになった。義仙たちがこうして元気でいられるのもすべて宗朗さまのおかげです。けれど、宗朗さまはおやさし過ぎるうえ、やさしさをはき違えておいでになるんです」
　とうとうと、言いつのる。
「やさしさを」
「はき違えている？」
　これには改めて千姫と幸村が反応した。
「はき、違えている、ぼくが？」
「はい。誰にでも平等にやさしいことはときに残ざん酷こくでもあるんです。また、たいせつに扱うのとやさしさは違います。ときには荒あら々あらしく奪うばわれたいのも女心なんです」
「あ、荒々しく……！」
「奪われたい、じゃと……た、たしかに」
「ええ？　千姫さま？　幸村？」
　ますます赤く染まった頬ほおで、お互たがいに顔を見合わせる千姫と幸村。宗朗があわてて手を「違う違う」というふうに振るが、どうやら視界に入っていない。
「ふへぇ。ぎったんって頭いいの。ゆっきーが言い合いで黙だまっちゃうなんて、初めて見たよぉ」
「むむ。この場合、オデコチビが言い負かされたというより、あの色気過かじ剰よう眼帯女の自信たっぷりな恋れん愛あい、肉欲術にとうていかなわなかった、ということですわ。経験の差、というより、オデコチビにはこれまでの恋愛経験なんてあるわけございませんものね！」
　十兵衛が感心し、兼続までがなぜか便乗して、勝った、との得意顔だ。
「え、じゃあぐっちょんは恋愛経験？　あるんだ。すごーいの！」
「そ、それはもちろん！　初等部のフォークダンスで、わたくしの肩かたを抱だくように男子生徒が……ムギュ！」
　幸村が投げたおひつの蓋ふたが直ちよ撃くげきし、昏こん倒とうする兼続。
「やかましいわ！　黙っておれ」
「うはぁ、だいじょうぶ、ぐっちゃん？」
　気き遣づかう十兵衛をよそに、幸村は再び義仙に向き直る。
「おぬし、そこまで言うとは、なにかわれらの知らぬことをつかんでおるのじゃろうな。でなければ、その偉えらそうな口のききっぷりもおのれの破廉恥な行状をごまかすためのただの強弁にしか聞こえぬぞ！」
「そうよ。たしかに、ちょっと一理あるかもって、感心しちゃったけれど、それだっておまえが宗朗に迫せまっていいっていうことには、ならないんだから、ね！」
　と、またも千姫。
　だが義仙はことここに至っても余よ裕ゆうの笑えみを崩くずさなかった。小さくペロ、と唇くちびるを舌でなめると、
「いいでしょう。そのまえにみなさんにお聞きしますが、どうすれば『剣妃サムライブライド』になれるのか。ご存じなんでしょうか。宗朗さまの『剣妃サムライブライド』となるには、なにをする、あるいはされるべきなのか」
「なん、じゃと……」
「知ってるっていうの、おまえがそれを」
　いきなりの核かく心しんに、驚おどろく幸村と千姫。
　ふたりだけでなく、
「ぼくの、『剣妃サムライブライド』に、だって？」
　宗朗までが。
「あの水すい晶しようの中のことを、憶おぼえておいででしょうか。あのとき、ここにいる全員が水晶柱に閉じこめられ、意識を封ふう印いんされていたなか、義仙だけがかすかに自分の意識を操あやつり、みなさんの意識の中、心の中までも触れることができました」
「確かに。そのおかげでわれらは目覚めるきっかけをつかんだ。……む、ということは」
「宗朗の意識の中を探さぐった、っていうわけ!?」
「ええ。宗朗さまが自分でも意識していない、つまり無意識の層のなか、けれどいちばん重要なことが隠かくされている、その深層……」
「そ、そんなところまで、義仙、きみは!?」
　こんどこそうろたえる宗朗。
「申し訳ありません。あのときは、殻からに閉じこもるように自閉する宗朗さまを目覚めさせるために、義仙も必死であれこれと意識の中を探り回ったものですから。けれど、おかげで見つけたんです。宗朗さまとの関係を深める、そのための特別な……」
　義仙がそう言って小さく微ほほ笑えんだ。
　ゴクッ、誰かわからない、喉のどが思わず鳴る音がした。
「は、早く言うのじゃ！　それはほんとうに」
「宗朗の『剣妃サムライブライド』になる方法っていうことなのよね!?」
　思い当たることがあるのか、自分の中に浮うかんだイメージのせいなのか、振り払はらうように赤い顔を振る千姫。
「ぎ、義仙、待って！　それは最初にぼくにだけ教えてくれないか。だって、ぼくの頭の中を探ってわかったってことだろう？　だったらぼくが……！」
「いいえ！　宗朗は黙ってて！」
「そうじゃ、早う！」
「むしろ宗朗さまには席を外していただきたいんです。ここは女子だけで。なぜなら、その方法をお教えしても宗朗さまが積極的になさらないと予想できる以上、むしろお教えすることで自分から回かい避ひする、ということが考えられるから、なんです」
「えええ！　ぼくのことなのにぼくが知らなくてどうするんだよ。不公平じゃないか。すごくぼくが不利で……」
「うむ。たしかにこの件に関しては義仙の言うとおりかもしれぬ。かたくなに拒こばまれては進むものも進まぬからの」
「もうどっちでもいいから、早く教えなさいよ！　宗朗は外へ出ていって！」
「千姫さままで!?」
「野やじ獣ゆう宗朗と『剣妃サムライブライド』の契ちぎりなんて興味もないですけれど、ええ、ここまで聞いたら続きが気になりますですわ！」
「なんだろうー。お兄ちゃんのことだから、きっとすごーく、気持ちいいこと、だよね！」
「兄きよ妹うだいでキス以上のことまでするつもりなの？　いい加減にしなさいよね！」
「ああ、御お姫ひいさま、そのように興奮なされては」
「そうだよ、みんな落ち着いて……」
　鎮しずめようとする宗朗に、全員がいっせいに顔を向けた。
「宗朗さまは」
「とにかくじゃ」
「ひとまず、ですが」
「出て行って!!」
「ですわ！」
「ウキッ！」


　そして、そんな騒さわぎが漏もれ聞こえて来る道場の裏庭で、気き後おくれしたようにたたずむ三人。
「表おもて玄げん関かんで尋たずねても誰も出てこないので、裏へ回らせてもらったけど」
「なんだかすごい声がしたのだ。怖こわいのだ」
「せっかく店の売り上げを持ってきたのである、が」
　豊とよ臣とみ三人衆。毛もう利り勝かつ永なが、長ちよ宗うそ我か部べ盛もり親ちか、明あか石し全たけ登のりだった。
　全員がメイドドレスに身を包つつんでいる。
　いまは武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくの学生街に店を構えるメイド喫きつ茶さ、「トゥルーシャドー」のほぼ専属ウェイトレスとしてはたらいていた。
　店長をまかされているのは兼続なので、こうして売り上げを持って報告に来るのが日課となっている。
「……出直した方がよさそう、みたい」
「盛親もそう思うのだ」
「である」
　顔を見合わせてうなずくと、きびすを返して道場の裏門から出て行く三人。
　メイド姿ながら、得物の大鎌がま、二本の長鑓、それに小こ太だ刀ちをそれぞれ手にしている。
　盛親の長鑓の穂ほ先さきにつけた、「トゥルーシャドー」のロゴの入った布が、青空にはためいた。
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「みなさんの身体には、『剣姫マスターサムライ』の徴しるしの痣あざがあると思うんです」
　宗朗が追い出された稽けい古こ場ばで、義仙が言った。聞き入るのは、彼かの女じよを除いて七人……六人と一匹ぴきの「剣姫マスターサムライ」たちだ。
「ウキ？」
「桜の花びらみたいな徴のことよね」
「……たしかに、ありますけれど」
　各人、身体にある徴の位置は異なっている。自分の徴を確かめるように、もぞもぞ、身をよじる。
[image: 画像]
「十兵衛はねぇ、ここ、胸にあるの！」
　制服の襟えりを広げて胸むなもとをはだける十兵衛。たっぷりと盛り上がったふたつの膨ふくらみの谷間、左側の素肌に、ほんのりと桜色の痣が浮かび上あがっていた。
「これみよがしに胸を見せるでないわ！　しまっておけというに！」
　と、なぜか赤い顔でスク水ふうスーツのお尻しりのあたりをなでている幸村。
「あれ、ゆっきーの痣はどこ？」
「ど、どこでもよいわ。あ、こら……きゃっ！」
　が、素す早ばやく幸村の背後に回り込んだ十兵衛が、上うわ掛がけごとスク水ふうスーツのお尻をペロッ、めくった。
「あったぁ！　ゆっきーの、おしりの痣、かわいいの！」
「こ、こら！　勝手に見るでない……さわるでないわ！　やめろと……ひゃぁあん！」
「ゆっきーのお尻、ツルツルだよぉ～」
　小さなヒップをなでられて、不覚にも変な声を出してしまう幸村。
「やめろといっておろうが！」
　しまいには、大鉄扇のこじりで十兵衛の頭を一いつ喝かつする。
「ぁ痛ぁーい」
「ちょっと、なに遊んでるのよ、そこ！」
　とは千姫。こちらは腿もものあたりを気にしながら、やはり落ち着かないようすだ。
「御姫さまの痣は、腿の内側、脚あしの付け根のあたり、なのですね」
　そう言う半蔵の痣は、左ひだ腕りうでの外側にあった。ふだんは袖そででギリギリ見えない位置。千姫も、超ちようミニのスカートで隠れるあたりだ。
「……」
　脚にはもうひとり。やはり腿だが外側に痣のあるのは又兵衛。こちらはふだんから剥むき出だしだが、本人はまったく気にしていないようだ。
「で、なんなんですの？」
　兼続は、たったいま自分で確かめた痣を隠すように上着の裾すそを下ろした。お腹なかの下、ちょうど盲もう腸ちようのあたりにあるのが兼続の痣だ。
「ウキュゥゥ？」
　こちらもお尻に痣のある佐助。ただし位置は幸村と違ちがってお尻の下側で外側だ。
　全員を確かめるように見てから、義仙が再び口を開いた。
「それが宗朗さまと契った証あかしの痣。みなさんの肌はだに確かに同じ痣が刻まれていました」
「ぎったんのは、どこにあるの？」
　十兵衛が無む邪じや気きに聞く。義仙は微笑むと、
「義仙の痣、というか徴は、みなさんと違って素肌にはないんです。それが残念でもあるのですが……」
　そう言うと、右目の眼帯を持ち上げて見せた。その右目を開く。
「ぇ……ぁ、あったの！」
　さっそく覗のぞき込む十兵衛が声を上げた。義仙と鼻の頭どうしがくっつくほどに顔を近づけている。
　義仙の右目。碧あおの左目とはまったく異なる紅色に燃えている。
　その光こう彩さいにはかつて、慶よし彦ひこの「剣姫マスターサムライ」たる五ご芒ぼう星せいの徴があった。いまは、桜の花びらがゆらめいている。
「あまり見つめてはいけないんです。義仙の魔ま眼がんに捕とらわれてしまいますよ。いま義仙が十兵衛さんに術を掛かけたら、十兵衛さんは義仙の言いなりなんです」
「え、ほんとう!?　じゃあなにか、掛けてみて！　十兵衛に！」
　十兵衛が逆に目を輝かがやかせる。
「やめい、愚おろか者もの！」
　幸村が割って入った。さらに、
「うかつじゃぞ！　冗じよ談うだんめかして、こやつは本当にやりかねん」
「でもぉ、ぎったんはもう十兵衛たちの仲間で、友だちなんだよ」
　言うのを、十兵衛が擁よう護ごする。
「いいんです、十兵衛さん。義仙は、慣れていますから」
　もとどおり、眼帯を付け直した義仙が笑った。少しさびしそうな笑顔に、
「ぎったん……だいじょうぶだよ！　十兵衛が友だちだからねっ！　うんとうんと、仲良くしようね！」
　十兵衛が、ギュッ、と義仙に抱きついた。
「ぁ……」
　これには義仙も驚き、小さな声を上げる。だがすぐに、目を閉じて微笑んだ。
「そう。そうですね。義仙もうれしく思うんです。友だち……初めての響ひびきなんです。部下、敵、『将』たる慶彦さま。命令を下されるか下すか、命を取るか取られるか、そういう関係しか義仙にはなかったんです。初めての友だち、それが十兵衛さんなんです」
「わーい！　ぎったんと十兵衛はぁ、友だちなのぉ！　いっしょにお風ふ呂ろに入ったり、ふたりで寝ねたりしようね！　ね、ぎったん！」
「はい。うれしい、んです」
　義仙までが頬を染め、しかも見えているほうの左目を潤うるませている。これには千姫までが戸と惑まどい、
「な、なにやってる、のよ」
「そうじゃ、いいかげんに肝かん心じんなことを話さんか！」
　幸村が焦じれたように言った。
「はい。……いまみなさんに確かめていただいた身体の徴。そこにもう一度、宗朗さまからキスをしていただくんです。それが『剣妃サムライブライド』となる重要なステップ、と心得ます」
　あっさりと、さらっと言ってのける義仙。その言葉は、その場の「剣姫マスターサムライ」の耳に届き、吸い込まれて、しばらく沈ちん黙もくが流れた。
　いっしゅんの後。
「な、な、なんじゃ、と！」
「それ、ほんとうなの？　ほんとうに……どう、しよう……」
「徴の痣に直接、ですの？　わたくしの徴は……だ、だ、ダメぇぇえ！　ですわぁあ！」
「……」
「わたしは腕うでのここですから。でも宗朗くんがここに……」
「ウキュ、ウキューッ！」
　とりあえずよくわかっていないが、周りの興奮に釣つられて声を上げる佐助。
　そして十兵衛。
「え、え、ほんとう？　やったぁああ！　なの、お兄ちゃんがここに……こんどは十兵衛の胸にチュウしてくれるんだよね！　ええ、いつかなあ、いますぐ、してほしいよ」
「十兵衛おぬしは！　兄妹でこれ以上淫いん行こうを重ねるつもりか！」
　あわてて幸村が言えば、
「あら、おチビちゃんだってじゅうぶん淫行確定な歳としじゃないの」
　千姫もまた牽けん制せいする。
「お、おぬしもまだ、わらわより三つ年上なだけの未成年で……ええい、そうではない！　いや、そうじゃが……義仙！　なにより本当なのか。その、『剣姫マスターサムライ』の徴の痣に宗朗が、き、キスするというのは！」
　もはや真っ赤を通とおり越こして、顔から湯気までが出そうな幸村。こんどは義仙に向かう。
「はい。義仙があのとき、宗朗さまの意識……宗朗さま自身も知らない無意識の領域で得た、真実」
「じゃあ、ここに、き、キスすれば、宗朗が……ここにキス」
　太ふと腿もも、というより、超ミニの裾を握にぎったその奥おくをギュッと押おさえるようにして、千姫が赤い顔をうつむける。
「おぬしはまだよいではないか。わらわなど、お尻……で」
　幸村のほうはスク水ふうスーツのヒップをつかんでやはり困り顔。とうとう千姫が叫さけんだ。
「聞いてるのよ！　ここ……その、痣に宗朗がキスすれば、『剣妃サムライブライド』になれるわけ？　じゃあ、誰が先にキスされるかで……」
「いえ、そうとは言っていないんです」
　ここに来て否定する義仙。
「でもいま、徴にキスすれば、と言ったのではございませんの？　わ、わたくしなんてもっと……こんなところ、絶対絶対、イヤですわぁ！　お嫁よめに行けなくなってしまいますわぁあ！」
　と、徴がヘソより下のお腹にある兼続も声を上げる。
「そうじゃ！　たったいま、徴にキスすることが『剣妃サムライブライド』の条件、と言ったではないか！」
　幸村も言う。義仙は平然として、
「徴は、『将』と契ったサムライの証。その『将』のものである、との一生消えない固有の徴が、肌に刻まれるのです」
　続ける。
「その『将』の……もの」
「千は、宗朗のもの、だなんて」
「固有の徴が肌に……そ、そんなことはわかっておるが」
　改めて言われると、なんとも恥はずかしく、身体の奥にキュンキュン響いてくる。肌までが火ほ照てってくるようで、
「ぁ……」
　誰だれともなく声を漏らした。又兵衛や半蔵までが、頬を染め、徴の肌を押さえている。
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「どうですか、徴が色いろ濃こく、熱くなっているのでは。これまでも戦いの最中など、『剣姫マスターサムライ』の力を発揮するときには、徴が色濃く浮き出していたはずなんです。それこそが、契った『将』と『士』の結びつき、繋つながりを現わしているんです」
「じゃ、じゃが！　……このように切ない気持ちにはならなんだぞ」
「そうよ、戦っている間になんて」
「気がつきませんわ！」
　やはり徴のある下腹を押さえながら、兼続も言う。
「はい。それはそのとおりなんです。なぜなら、戦いの最中には『剣姫マスターサムライ』の力が『将』を守る、そのことに集中するんです。そしてまた『将』も『剣姫マスターサムライ』を守る。すると『将』の力が『剣姫マスターサムライ』に流れ込んで、サムライの力を何倍にも高める……」
　義仙の言葉にうなずく一同。
「うん！　お兄ちゃんとくっついてると、すごーく元気がもらえるの！　勇気も、だよ！」
「それは違う……とも言い切れませんね。気持ちはすごく大切なものですから」
　半蔵が言い、かたわらでコクコク、とうなずくのは又兵衛だ。
「戦いの最中はもちろん、『将』を想おもうときにも、徴は反応するんです。いま、このときのみなさんのように。なぜなら、『将』を想う気持ちが強いほど徴が疼うずき、徴の、ひいては身体の疼きがまた、『将』へ向かう想いを加速させるからなんです」
　平然と言ってのけるが、義仙の話の内容は少々、かなり刺し激げき的てき。
「な、るほど……理に適かなっておる、のかどうか、わからぬが……じゃが！　確かにそのようなことは、あったと、思う……」
「そうね。千も……わかる、わ」
　ふたりがそろって顔を赤くするのは理由がある。
「剣妃サムライブライド」の存在が浮かび上がってきたころ、宗朗の寝しん所じよへ忍しのんで行こうとしたふたりが偶ぐう然ぜん風ふ呂ろ場ばで鉢はち合あわせし、これもまた偶ぐう然ぜん、水を浴びに来た宗朗の姿を盗ぬすみ見ることになったこと。
　そのとき、身体の徴が異様な熱をもって浮かび上がり、同時に言い知れようのない切なさが身体の奥から湧わき出し、あるいはもっとも深いところがキュンキュン疼く、そんな感かん触しよくに身をよじった。
　けっきょく、十兵衛が飛び込んでくるハプニングで、そのときはうやむやになってしまった、そんな記き憶おく。
「……たしかにあのときは、腑はらわたをかきむしられるような、そんな感触に戸惑った、のじゃが」
「やさしくされたい……それでいて、思い切り乱暴に扱あつかわれたいような、不思議な気持ち、だったのよね」
　反はん芻すうするだけでよけい、いま感じている疼きが高まってしまう。そんなふたりに義仙は、
「それこそが、もうひとつの『将』と『士』の結びつき。『剣姫マスターサムライ』が己おのれの『将』へ向かおうとする気持ちは、すなわち『剣妃サムライブライド』への道筋でもあるんです」
　言う。と、
「そんな！　わ、わたしの想いは、御姫さまただおひとり、一いち途ずです！　決して宗朗くんには……！」
　半蔵が勢い込んで声を上げ、またもかたわらの又兵衛がコクコク、とうなずく。が、すぐに、
「いまそこじゃないでしょ！　半蔵は黙だまってて！」
　千姫にピシャ、と盛大に釘くぎを刺さされて下を向いてしまう。
「じゃが、これでようやく話が繋がったが、なぜその……徴の部位へのキスが『剣妃サムライブライド』の条件じゃと」
　気を取り直して幸村。
「はい。義仙があのとき、潜もぐることのできた宗朗さまの意識……無意識はそこまで。徴へのキスは、いわば『剣妃サムライブライド』の必要条件ではあっても、十分条件ではない、ということなんです。それ以上の行こう為いが、『剣妃サムライブライド』になるには必要。しかし、そうなるためにも、徴へのキスは欠かせない、んです」
　どうやら義仙の長い説明はこれで終わったようだった。考え込む幸村。
「なんと。たしかに、キスで契る宗朗なら、『剣妃サムライブライド』の前提条件にもそのような……徴へのキスを必要とするという話もありうる。じゃが……」
「徴の場所って、ここにキスって……いったいどうすれば」
「ありえません！　ありえません、わぁ！」
「ウキュ？　キュー！」
「十兵衛、すぐお兄ちゃんにチューしてもらうの！　お兄ちゃんに、ここに……！」
「じゃから、そうやって乳をすぐ出すでないわ！」
　またも、胸もとをはだけて見せる十兵衛に、幸村の一喝。
「いかがでしょう。義仙は考えるんです。このこと、こんなふうにみなさんにお話ししたのは、みなさんの全員が、『剣妃サムライブライド』へのステップを平等に践ふんでいく、ということを提案したいから、なんです」
「ふむ。おぬしひとりで独どく占せんしておけばそれだけ有利になるものを、こうしてわれらに伝えるのはどのような理由からか、と思うたが」
「教えてくれたのはうれしいけど、でも、千たち全員が、平等に……？」
「はい。むしろ、全員がこのステップを経へなければ、最終的にただひとりが『剣妃サムライブライド』になることもできない、と義仙は考えるんです」
「全員が……徴にキスしてもらわないと」
「誰かひとりが『剣妃サムライブライド』になることもできない、じゃと？」
「わーい！　みんないっしょなんだ！　そうだよね、お兄ちゃんはみんな、誰かひとりを仲間外れになんてしないもん。みんないっしょだもん！」
「みんないっしょ……宗朗の、底なしのやさしさや誠実さの裏返し、というわけか」
「全員いっしょじゃないとダメだなんて」
「それではわたしも宗朗くんと」
「……」
「ウキキ！」
　うれしいような恥ずかしいような、でもやはりうれしいような、複雑な想いが「剣姫マスターサムライ」たちの間に交こう錯さくする。
「加えて、『剣妃サムライブライド』に近づくことで、個々の能力のアップもまた、成るのではないか、と思うんです」
「おお……！」
　こんどは、どよめきにも近い声が誰からともなく上がる。
「そこで、義仙は提案するんです。みなさんが全員、『剣妃サムライブライド』となるための次のステップに進めるように、お互たがいにサポートしあってはいかが、かと」
「サポート……助け合う、ということじゃな」
「確かに……誰かひとりだけが抜ぬけ駆がけしても意味がないのなら、そう、よね」
　そうして幸村と千姫が合が点てんしてしまえば、話は意外に早い。
「そういうこと、なら」
「わかりました。恥ずかしいですけれど、御姫さまをバックアップすることになるなら、わたし、がんばります」
　又兵衛と半蔵も同意し、
「わ、わたくしはあくまで、全員の『和』を乱さないために、いたしかたない、と思っただけですわ！　いざというときのために、戦力アップも欠かせませんもの……わぁ！」
「ぐっちゃんもいっしょなの！　みーんな、いっしょだよぉ！」
　ぶつかるように抱だきついてきた十兵衛に、揉もみくちゃにされる兼続。
「ちょ、ちょっと……わかりましたわ！　ですからそんなに乳を、押しつけないで、ですわぁ！」
「ウキュゥ」
　そして裏庭では。
「……話が長いなぁ。みんななに、話してるんだ」
　追い出されてしかたなく始めた薪まき割わりに、すっかり精が出ている宗朗。
　高く積まれた薪まきの横で、額の汗あせを拭ぬぐって母おも屋やのほうを眺ながめていた。
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　その全体が城じよう郭かく構造をしているために武ぶ應おう学がく園えん城とも呼ばれるここ、武應学園塾富ふ士じ校舎。その中ちゆ枢うすう、生徒会棟本ほん丸まるのさらに中心。
　かつての親しん藩ぱん、譜ふ代だい大名の子息で固めた旗本生徒会を擁ようする、ひいては学園全体を支配する全権生徒会長、徳とく川がわ慶彦の居所がある。
　本来は迎げい賓ひん館かんとして、幕府の要職や徳川将軍その人が下向する際の宿しゆく泊はく所として作られた、もっとも豪ごう壮そう華か麗れいな建物だが、慶彦専用のスペースとして、彼かれが中等部入学のころから使われていた。
　すべてが和風、純日本風で統一されるなか、そこだけは洋風、ギリシャ風、ロココ風の内装と調度類で満たされている。
　いま、寝しん室しつと続き部屋のソファーに、ルーズに腰こし掛かけた慶彦がいる。手にしたグラスからかすかに立ち上る芳かぐわしい液体の香かおりを楽しむように、唇くちびるをほころばせた。
[image: 画像]
「……ふぅん。大おお江え戸どのほうはなかなかかまびすしいようだねぇ。とうとう幕府も、ほおっておくわけにはいかなくなった、か」
　慶彦の言葉は、対面のシングルソファーに座すわった人物に向けられていた。
　しかしこの人物、緋ひ色いろのマントですっぽりと身体を覆おおっただけでなく、顔までも白いマスクで隠かくされていて、その顔をうかがい知ることができない。
　額から口までを覆ったマスクは硬かたい能面のようなもので、飾かざりなどはいっさいなく、ただ目の部分に開けられた穴だけが、表情ともつかないものをそのマスクに与あたえていた。
　長い髪かみが背中にまで垂れ落ちている。
　言葉を待たずに、慶彦が続けた。
「まぁそういうことなら、ぼくのほうは傍ぼう観かんさせてもらうよ。ちょうどいま、いろいろ忙いそがしくてね。この学園に来てから始めた計画が、そろそろ実になるころだ。それに、見ているには楽しそうじゃないか。その、幕府の犬ども……」
　そこまで言うと、グラスをわずかに傾かたむける。たゆん、と波打つ液体が、さっきよりも強い香りを放った。
「ぼくのほうに向かってくるならそれもいい。が、どうやら連中の目的はまたも、柳生道場のほうみたいだしね。ククク。宗朗、あいつはどうしたって、いろんなものを呼び寄せる。とにかく退たい屈くつしないヤツだよ。だから好きなんだけど、ねぇ」
　慶彦が水を向けると、仮面がわずかに動いた。が、肯こう定ていとも否定とも、そもそも返事をしたのかすら判然としない。
「どうだろうね。ぼくの『剣姫マスターサムライ』になるっていうのは、さ。キミも」
　突とつ然ぜん、慶彦が話題を変えた。
　まるで、お茶のお代わりはどう？　というような、なんの重みも気負いもない言い方は、聞く者に、聞きき間ま違ちがいだったのでは、と思わせる。
　が、仮面の人物は聞き直しはしなかった。
「……お戯たわむれを」
　とひと言だけ。落ち着いた、女性の声だ。
「そうかなぁ。キミはもともとサムライだ。それも、『将』と契けい約やくすることなく、あれだけの力を見せている」
　慶彦が続ける。仮面は動かない。
「キミはもう『将』と契約していると思っていたんだよねぇ。というより、キミがそう思わせていた、というべきかな。『豊臣方』を名乗っていたときの『淀よど君ぎみ』、正体を現わした『天草四し郎ろう』。そして天草の意識を乗っ取っていた、阿あ弖て流る爲い。キミが秘術によってこの世に召しよ喚うかんした、そうなんだよねぇ？　由ゆ比い、正しよ雪うせつ……」
　その名を呼ばれたとき、仮面がわずかに揺ゆれ動うごいた。仮面に開けられた穴の向こうの瞳ひとみが、小さな光を帯びる。
「わたしなどを囲おうとするなど、慶彦さまもずいぶんお困りのようす。そう思ってもよいのですか」
　疑問形のような自問のような、そんな言葉が仮面の奥から漏もれる。
　由比正雪。かつての慶彦の腹心。生徒会書記長、松まつだ平いら尊たか保もりだった者。
　天草と呼ばれていた阿弖流爲との最終決戦の場で行方ゆくえ不明となった。少なくとも、幕府への報告書にはそう記されていた。
　しかし富士、宝ほう永えい山ざん火口地下の天草の神しん殿でんが崩くずれ落おちる際、隠し通路の横穴からかろうじて脱だつ出しゆつする。
　それを見ていながら、見み逃のがしたのもまた慶彦だった。
　御ご前ぜん試合での襲しゆ撃うげきで慶彦の命を狙ねらったこともある正雪が、再びこうして慶彦に接せつ触しよくする。慶彦もまたそれを許し、護衛もいない自室へ通す。
　そんな、虚きよ々きよ実じつ々じつの関係が、ふたりの間に横たわっていた。
「ぼくが困ってる？　まぁ、そう思ってもらってもかまわないさ。それに、悪くないと思うんだよねぇ。キミはいまいっそうの力を手に入れられる。なに、ぼくはキミにあれこれ命令することなんてない。最小限の強制力は受け入れてもらうけどね。キミにしても、いまさらぼくを殺したって、どうなるものでもないはずだ。その段階はとうに終わった。だろ？」
　いつのまにか慶彦がソファーから立ち上がっていた。
　グラスを手に、正雪の椅い子すへと歩み寄る。背もたれに手をかけると、正雪の仮面にグッと顔を近づけた。
「逆もまた……」
「うん？」
「逆もまた、そうなのでは。いまさらわたしなどを『剣姫マスターサムライ』として契約しても、慶彦さまにどれほどの益えきがあるのかと」
　仮面の顔をうつむかせたまま、慶彦を見返す正雪。慶彦の顔と、間は十センチもない。目の穴を通して、瞳と瞳が見つめ合う。
　慶彦の「将」としての契けい約やく儀ぎ式しき。相手の瞳からその中枢神経に侵しん入にゆうし、強制力という鍵かぎをかける。
　その儀ぎ式しきを行うのにもっとも適した形、となっていた。
「尊保だったころのキミが女なのには途とち中ゆうから気づいていたよ。どんなに表面を変えても、匂においが違ちがうからねぇ。だけど男だとか女だとか、そんなことはぼくにはあまり意味がないんだ。美しければいいじゃないか。男でも、女でも。そんなことになんの意味がある？　あるとすれば……ぼくに忠実であるか、そうでないか。そして平へい凡ぼんか、非ひ凡ぼんか。忠実であって平凡である者、それはもっとも愚かな者だ。世の中の大半はそうだがね。忠実で非凡ならば、もっとも警けい戒かいを要する。なぜなら人の心は変わりやすい。忠実でなく、しかも平凡ならば。それはもっともやっかいだ。たいてい平凡な自分に気づいていないからね。忠実でなく非凡であれば……」
　慶彦は言葉を切ると、仮面の顎あごの先に触ふれて、その顔をわずかに仰あお向むかせた。これでふたりの顔はまっすぐに向き合い、瞳と瞳はこんどこそ真正面から見つめ合う。
「忠実でなく、非凡であれば……？」
「もっとも刺激的じゃないか。そういう者がいなくてはね、ぼくが退屈する。宗朗、ニア、それにキミだ。宗朗は、あんなに危なっかしいのに天草を倒たおすまでになった。ぼくが手を下すまでもなかった。おもしろい。おもしろ過ぎる展開だよ。宗朗はほんとうにぼくを楽しませてくれるのさ。ニアはぼくから逃にげたがっている。しかし逃げられない、籠かごの鳥だ。だから美しい。ぼくを楽しませる。もうひとりの籠の鳥、義仙はぼくから逃げることであれだけのことをしてくれた。天草から宗朗を守るのは、義仙でなければできなかった。非凡なる者はぼくに忠実であろうとなかろうと、ちゃあんとはたらいてくれるのさ。キミは、正雪、どうなるかな……」
　慶彦の顔がさらに近づく。もはや、仮面の額と、額が触れんばかりだ。
「……お戯れが過ぎるようで」
　正雪がつぶやいた。そのマントの正面。胸の下が、硬く突つき出だしていた。慶彦の胸、心臓にぴったりと突きつけられている。
「その銃じゆうを撃うつのと、ぼくがキミの意識をつかみあげて鍵を掛けるのと、どっちが早いかな。まるで西部劇の決けつ闘とうみたいなものさ。いや、この近さなら、刀の抜き付けのほうが早いかな」
「お試ためしに、なりますか……でも、そのまえに」
　正雪がマントの合わせから腕を出した。拳けん銃じゆうはそのままに、もう一方の手で自らの仮面に触れる。
　仮面を、外した。
「……」
　剥むき出しの正雪の顔を、慶彦が注視する。その顔から笑いが消えていた。
　逆に笑いを浮うかべるのは正雪の唇だった。
「慶彦さまは美しいものがお好きでおられる。側に置く者も等しく美しい。ならば、いまのこのわたしをご覧になって、美しいとお思いならばどうぞ、慶彦さまの『剣姫マスターサムライ』としてお加えになられるのも、もはやわたしは拒こばみません」
　正雪がそう言うと、拳銃を下ろした。慶彦の胸に密着していた筒つつ先さきが、再びマントの中で形をなくす。
「油断させるつもりかい。キミの銃じゆ弾うだんは引金を指で引かなくても発射できるし、近きん距きよ離りなら弾だん道どうを曲げて方向を変えることだってできる。そうだよねえ」
　仮面ではない、正雪の顔に直接触れながら、慶彦の瞳が別の色を帯びる。
「わたしが慶彦さまを殺すのと、慶彦さまがわたしを『剣姫マスターサムライ』とすることと、どちらがお互いにとって益のあること、でしょう」
　正雪もまた瞳を逸そらさず、受け止め返すかのようだ。
「賭かけみたいなものかい。賭けは必ずしも勝つだけが価値じゃない。負けた側のほうが、勝った側より多くのものを得ることもあるのさ」
「あいかわらず、お上手です」
　正雪が身体の力を抜いたのか、マントの強こわばりが消えてドレープがやさしい曲線に流れていく。
「キミにはもっと……」
　慶彦がさらに言おうとしたとき、だった。
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「慶彦、いないのか……？」
　執しつ務む室しつのドアが開いて、入ってきた人ひと影かげ。
　流れる金色の髪に羽根飾りの帽ぼう子し。なす紺こんの装そう甲こうドレスに、物々しい二本のクレイモア。シャルル・ド・ダルタニアンだ。
　その瞬しゆ間んかん、激しく揺さぶられるように部屋の空気が動いた。
「ニア、か。入ってくるならノックを……ぅん？」
　慶彦は、たったいままで目の前にいた正雪の姿が、幻まぼろしのようにかき消えているのに気づいた。
　まるで記憶を操作されたかのようだ。だが正雪が座っていたソファーには、まだ温ぬくもりが残っている。
「なるほど、ね」
「いま、誰かいたのか？　その椅子にいま誰かが……」
　ダルタニアンも訝いぶかしむ。やはり、部屋の中に慶彦以外の者の気配を感じ取ったのだ。それが瞬しゆ時んじに消えたことも。
「いや。誰もいないさ。ぼくだけだ。それよりニア」
　慶彦は椅子の背もたれから手を離はなすと、身を起こした。ダルタニアンに向き直る。
「わ、我は何度もノックしたのだぞ。返事がないから、ドアを開けたのだ。決して、じゃまなどするつもりでは」
　逆に怒おこったように言うダルタニアンに、
「いいんだ。わかっているよ。それよりなにか用かい、ニア」
　慶彦がうながすと、一転、ダルタニアンはわずかに目を逸らす。
「じつは……モンジェネラルとはいちど話をしたいと思っていたのだ。その……『将』と『剣姫マスターサムライ』の契約についてなのだが。我との契約は、もしかすると……」
　そこまで言うと、ダルタニアンの言葉が途と切ぎれた。慶彦は聞きながら、それまで正雪が座っていた椅子に腰こしを下ろす。
「ニアが言いたいことはわかっているつもりだ。義仙が宗朗の『剣姫マスターサムライ』になったこと、そのことだろう？」
「わ、我はなにも、あの女と同じになりたいなどと言っているのではないのだぞ！　ただ、『将』と『士』の契約は一いつし生よう涯がい続くもの。ひとたび『剣姫マスターサムライ』となったからには、契ちぎった『将』に身も心も捧ささげ……つ、つまり、だ！　原則はそのようなものではないのか。それとも間違いなのか。我はそれが知りたくて……」
　いつのまにか、ダルタニアンの頬ほおがほんのりと色づいている。自分でもそれがわかるのか、渋じゆ面うめんを作ってプッと口を尖とがらせた。
　聞いていた慶彦が、
「フフ、ニアは素す直なおだな。いいだろう。『将』と『士』の契約は一生涯だよ。変わることはない。どちらか、あるいは両方が滅めつするまでは、ね」
「ならば」
「ああ。宗朗だけが例外なのかもしれない。あいつはいろいろと規格外だ。徳川一門以外に『将』が現われること自体、江え戸ど幕府開かい闢びやく以来初めてのこと、だしね」
「それでは……！」
「まあ、落ち着くんだ、ニア。確かに宗朗は、一度契約した『剣姫マスターサムライ』でも、自分のものとして再契約できるのかもしれない。宗朗の契約方法、唇にキス、だっけ？」
　そこでわざと言葉を切り、ダルタニアンを見上げる慶彦。ダルタニアンの顔が見る見る真っ赤に染まっていった。
「そ、そんなことは知らぬ！　い、いや知っているが、別にキスを求めているとか、そういうことではない！　……我は、『剣姫マスターサムライ』として『将』に命の限り尽つくす所存だ。そのような『将』にすべてを捧げたいと望んでいて……し、しかるにモンジェネラル！　そなたはふだんから何を考えているのかもわからず、我に打ち明けることもしない。かといって、あの義仙のように、物を使うようにただ使い続け、捨てられるというのでもない。我は……どうしたらよいのか、わからぬ。そなたは触れようともせぬし、我は……我は、ならば、真まっ直すぐな『将』のもと、『剣姫マスターサムライ』の力を試してみたい。死地に飛び込めと命じられれば、死力を尽くして戦い、挑いどむ。もし果てるとしても、そのような『将』と『剣姫マスターサムライ』であったなら、我は本ほん望もうで……ぁ」
　つい夢中になって話していたダルタニアンは、不意に触れてくるその感触に戸と惑まどい、声を上げていた。
　一いつ瞬しゆん、振ふりほどこうとして留とどまった。
「ニア……」
　ダルタニアンの腰を抱いて、慶彦が密着していた。
　慶彦は椅子に掛かけたまま、身を乗り出すようにダルタニアンに触れ、彼女を抱いている。ダルタニアンのバストの下、ちょうどお腹なかに慶彦が顔を埋うずめている。
「な、な！　なにをしている！　いったいなに、を……ぁぁ、あ！」
　声は戸惑いの声だった。
　これまで、こんなことは一度もなかった。
　口では何とでも言うものの、慶彦が触れたのは、ダルタニアンがまだ交こう換かん留学生だった数年まえ。そう、慶彦が自らの「剣姫マスターサムライ」として儀式を行ったときのみ。それも、手に触れ、握にぎったそれだけだ。
「そ、そなたは女に触れるなど、嫌きらいなのではなかったのか。肌はだに触れる、そのように顔を我に……！」
　慶彦の初めての行為に、顔を真っ赤にしてうろたえるダルタニアン。しかし拒むこともできない。
　振り払はらうなど雑作もないことなのに、それができない。
　慶彦は力ずくで抱きついているわけではない。強制力も使っていない。なのに、身体が震ふるえて、拒めない。
「甘あまい、芳しい匂いだね。ニアの匂いだ。こんなふうに間近で感じるなんて、なかったよ。もっと早くこうしていればよかったのかな、ね、ニア」
　お腹に埋めたままの慶彦の顔は見えない。
　慶彦が口を開くたびに声が直接身体に響ひびいて、体たい腔こうから伝わってくるようで、ダルタニアンはますます身を熱くした。
「は、離せ。離して……ほんとうは興味などない、くせに。我をからかって、このような。ぅ……」
「自分の『剣姫マスターサムライ』に興味のない『将』がいるものかい？　そうだね、ニアの言うとおり、少しぼくは無関心過ぎた。賢かしこいニアは、ぼくが命じるなんてことなしに、いつも適切に動いてくれていたから、それに慢まん心しんし過ぎていたのかも知れない」
　慶彦の声が身体の奥おくから響いてくる。吐と息いきの熱さがさらに加わって、ダルタニアンの白磁の肌が、内側から朱しゆに染まっていく。
「いまさら、なぜ……我は、あわれみなど……く、ぅ！」
「ニア……ニアも行ってしまうのかい。ぼくを置いて、宗朗のもとへ。ぼくを、ひとりにするんだね。ニア、ぼくは……」
　胎たい内ないから響いて、こみ上げてくる慶彦の声にダルタニアンは身じろぎする。
「我は……宗朗の」
「『剣姫マスターサムライ』になりたいんだろう、ニア。キスの儀式で、宗朗の……あいつのものになりたいんだね」
　慶彦の言葉に、ダルタニアンは目を閉じて、イヤイヤをするようにかぶりを振った。慶彦は逆に、ダルタニアンのお腹に顔を埋めながら、目を開ける。
「ときに、ニア。義仙が宗朗の『剣姫マスターサムライ』になったときのことを聞いているかい」
「義仙が……いや」
　ダルタニアンも、ふと気づいて顔を上げた。
「確かめるといい。ニア、キミの耳で。そのために……たのまれてほしいことがある」
　慶彦が立ち上がる。こんどはダルタニアンの手をしっかりと握っていた。
「モン、ジェネラル……」
「慶彦、と呼んでくれていい。そのほうがいいんだ、ニア」
「ニア、と……我を……」
　一時は、ニアと呼ばれることさえ拒んでいたダルタニアンが、いまは受け入れている。伏ふせていた目を上げて、慶彦を間近に見つめた。
「よし、ひこ……」
「そう。それでいいよ。それがいい」
「慶彦……我は」
　ダルタニアンがかすかに微ほほ笑えんで、握られた手に自らの手を重ねようとした。と、
「たのみというのは……柳生道場へ、宗朗のもとへこれを届けてほしい」
　急に事務的に言うと、慶彦はダルタニアンから離れる。壁かべ際ぎわのチェストへ歩くと、引き出しから封ふう書しよを取りだした。
「これ、は」
　差し出された封書は、蝋ろうでしっかり封ふうがされている。ダルタニアンは受け取りながらもう一度慶彦を見る。
「これを宗朗に……。我を、試そうというのか。我はそのように軽々しく言ったのではない！　我は……」
「わかっているさ。ニアは頭のいい、信しん頼らいのおける子だ。だからぼくのそばにいてほしいし、頼たのんでいる」
　慶彦が言うと、ダルタニアンはわずかに表情をゆるめた。
「そ、それで！　……なんなのだ。この、書状は。とくに言いたくなければそれでもよいのだが」
「果し状さ」
「果し状か……なに？」
　ダルタニアンは驚おどろいて手にした書状を見る。
「モンジェネラル、そなたまさか……我と宗朗、あるいは柳生道場の誰だれかと戦わせる、そのつもりなのか」
　慶彦を見る目が険しさを含ふくんだ。だが慶彦はあいかわらず動じず、
「いや、違う。ニアが戦うわけじゃないさ。もちろんぼくでもない」
「では、どういうことだ。果し状とは決闘を申し込む、その作法のはず」
「ああ、そのとおりだ。頼まれたのさ。ぼくにこんなことを頼むなんて、なかなかいるもんじゃない。それでわかる、かな」
「モンジェネラルに……」
「ほら、ジェネラルじゃない、だろ？」
　慶彦が言うと、ダルタニアンはわずかに頬を染めて、
「わ、わかっている。……慶彦、にそんなことをできる、のは」
「うん。ひとつしか、ないだろう？　幕府さ。幕府の者が、来る。いや、もう来ている。とっくにね、この学園に。その者たちが、いよいよ宗朗たちに興味を持ち始めた。その答えがこの、果し状なのさ」


　ダルタニアンが部屋を出て行ったあと、慶彦はもう一度ソファーに深く腰掛けた。目の前に自分の手をかざす。
「『剣姫マスターサムライ』とはいえ、やはり女か。義仙もそうだった。女、女……まったく」
　深いため息をつく。上着のポケットからハンカチを取りだして、手を拭った。
「ニアも気づくだろう。『剣姫マスターサムライ』が『将』を替かえるなどと……。まあいい、幕府も出てきたことだ。ぼくの計画が早まるかもしれない。宗朗には、もう少し役に立ってもらう。そのために……」
　つぶやく口もとから言葉が消えると、歪いびつな微びし笑ようの形に凍こおり付ついた。
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「委員長からぼくに用なんてめずらしいよね。しかもお昼をいっしょに食べながら、とかさ」
　昼休み。高等部の中庭を歩くのは宗朗と半蔵だ。それぞれハンカチで包つつんだ弁当箱を手にしていた。
　すでに天草一党との戦いもなく、生徒会との対立も小康状態を保っているいま、宗朗もふつうどおり毎日学園に登校している。
　道場の面々も基本はそうで、
「高等部の授業など、大学院まで飛び級の資格を持つわらわには児じ戯ぎに等しいわ。ここで研究をしていたほうが時間の足しというものじゃ」
　という幸村が、道場の離れであいかわらず電脳に向かったまま、というのを除けば、お伴ともの又兵衛すら、週の半分は学園に通っていた。
「学生の本分は、勉強にあり、だからね」
　そう言う宗朗の考えによるもので、生徒会副会長時代は出たり出なかったりだった千姫も、最後まで授業を受けている。
「あのベンチが空いてる。あそこに掛けようか、委員長」
　宗朗が言ってうながす。すると、
「あ、あの、誤解しないでください。わたしは、宗朗くんのことは、なんとも思っていませんから！　そ、それは、戦いの最中、宗朗くんの勇気や、身を捨ててもみんなを守ろうとする強い力を感じて、わたしたちや、なにより御お姫ひいさまのご無事はその賜たま物ものですし、天草一党を退け、阿弖流爲を浄じよ化うかさせた『将』としての力はますます……ぁぁあ！　そんなこと言いたいんじゃないんです！　わたし、わたし……！」
　真っ赤な顔で一方的にまくしたてる半蔵。
「え、あの……委員長？　どうしたの。まあ、とにかく座ろうよ。ここ」
　ひとまずはベンチに腰を下ろそうとする宗朗に、
「ダメぇ！　宗朗くんはこっちに！　わたしの左ひだり隣どなりに座ってください！」
　宗朗の腕うでを取ると、自分の左側へ無理やり引っ張る半蔵。
「うぁ！　ちょ……と、委員長、急に危ないよ。別に、こっち側がいいなら座るからさ」
　宗朗は驚きながらも、そうされたとおりにベンチに腰を下ろす。
　ベンチに宗朗と半蔵が並んで腰こし掛かけることになった。といってもふたりの距きよ離りは、ちょうど間にもうひとりが座れるくらいに離れている。
「……」
「……え、と」
　しかし座ってしまうと、とたんに口が重くなる半蔵。空気が硬かたく凍り付いた。
　じつは昨日、柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちの間で、ひとつのことが決まった。
　義仙がもたらした「剣妃サムライブライド」へのアプローチ法。各人の徴しるしの痣あざに宗朗がキスすること。それも全員がそれを果たさなくてはならない。
『痣にキスしてくれるよう宗朗に頼めればいいのだけれど』
『頼んでおいそれとするような者ではなかろう。それでなくともいまは、ひとまず平へい穏おんなとき。宗朗が逃げるのは目に見えておる』
『じゃあ、どうするの、ゆっきー』
　十兵衛が問う。幸村が大鉄扇の先で、自分の額をコツコツ、と叩たたいた。ニヤリと笑う。
『さすれば、デート大作戦あるのみ、じゃ！』
　こんなふうにして、宗朗と各人がそれぞれデートする、という作戦が決められた。
　なにしろ宗朗が全員の痣にキスしなければならないので、デートは基本、一対一。場合によっては、他の「剣姫マスターサムライ」たちがサポートする。
　そしてその一番手に選ばれたのが、
『半蔵、おまえが行きなさい。痣の位置が腕なら、キスしてもらうのだって簡単でしょ。千だってほんとうはイヤだけれど、一番を譲ゆずってあげるんだから、ね！』
　と千姫の鶴つるのひと声で、半蔵がまず矢やお面もてに立たされることになったのである。
「……御姫さまのご命令とあれば、この半蔵、一命を賭としてでも遂すい行こうしなくてはなりません。たとえそれが」
「どうしたんだい委員長。そうそう、話って？」
「きゃぁあ！　イヤぁあ！」
「げふ！」
　千姫の命令を思い出し、ぶつぶつつぶやきながらせっぱ詰つまっていた半蔵。
　気づいたら宗朗の顔が間近にあって、驚いた半蔵は思わず宗朗を突き飛とばしてしまう。こんなとき「剣姫マスターサムライ」の鋭するどい反射神経が仇あだになった。
「ご、ごめんなさい！　宗朗くん、宗朗くん！　だいじょうぶ、ですか!?」
　ベンチから転げ落ちた宗朗のもとへ駆かけ寄よる半蔵。
「つ！　い、いや、だいじょうぶだよ。つい油断したみたいだ。委員長のいい張り手、効いたよ」
　苦にが笑わらいしながら、宗朗は身を起こす。
「そんな……と、とにかく座すわってください。いまのはナシで、お願いします。お弁当を……」
　なんとかもう一度ベンチに座り直なおして、仕切り直し。
　こんどはふたりの間の距離は少し縮まった。
「そうだね。昼休みの時間がなくなる。とにかく食べながら話そうか」
　宗朗も同意して、弁当を包んでいるハンカチを開いた。
　柳生道場の食事は、いまでは全員分を母おも屋やのお勝かつ手てで作っている。
　以前は、客間で生活する千姫と半蔵の分だけは、仕出しで取り寄せたり、簡単なものは半蔵が母屋のお勝手を借りていたが、千姫の生徒会副会長失職と、全学生に支給される「お小こ遣づかい」チケットが停止されたため、不可能になった。
　現在では、幸村が株式市場などから調達する資金と、兼続が経営を任されているメイド喫きつ茶さからの収入が、柳生道場の生活費に充あてられている。
　それと同じように、昼の弁当もまた、全員分が一いつ括かつして作られていた。作っているのはおもに又兵衛で、半蔵や十兵衛が手伝っている。
　だから弁当の中身も基本、同じなのだった。
「いただきます！」
　膝ひざの上にハンカチを広げ、弁当箱をまえに手を合わせる宗朗。半蔵もまた、小声で同じように唱えた。
　それからしばらく、無言で弁当を食べるふたり。
　そんなふたりを、ベンチの背後にある木立の陰かげから覗いている者がいた。
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「……もう！　なにをやっているのよ半蔵！　お弁当なんて呑気に食べてる場合じゃないんだから！」
「まったくじゃ。いったいいつ行動を起こすつもりなのじゃ」
　言うまでもなく、千姫、それに幸村と、
「ふはぁ。ぞうさん、どうやってお兄ちゃんにキスしてもらうのかなぁ」
　十兵衛だった。
　デート作戦の先せん陣じんを切る半蔵の首しゆ尾びを見届ける、という名目で三人して忍しのんでいるのだ。
「ウキ！」
　佐助も含めると、三人＋一匹ぴきである。
　幸村はデート作戦を唱えた本人だし、千姫は半蔵の主筋で、真っ先に送り出した責任がある……のだがようするに成り行きが気になって追いかけてきたのだった。もっと言えば単なるのぞき見。
「ほんとうなら千が一番に行くところなのよ。でも、痣の場所が場所だけに、まだちょっと……だから半蔵を先に行かせたのに」
「ようは嫉しつ妬と半分、興味半分というところじゃろう。たしかにわらわも興味がある。実際に、宗朗が痣にキスしたらどうなってしまうのか。それによって今後の対策も変わってくるしのう」
「わぁ、ぞうさん、実験台なんだね。かわいそう。でも、おもしろそう！　十兵衛でもよかったのにな」
「十兵衛は、いろいろ特とく殊しゆだから判断に困るのよね」
「そうじゃな。ぅん？　動くぞ」
「ウキ？」
　三人が身を潜ひそめ、ベンチの宗朗と半蔵に視線を集中した。
　その半蔵。
「……どうしよう、どうしたらいいの？　腕と言ったって、宗朗くんにキスしてもらうなんて、どうしたら」
　じつは千姫に命じられた昨夜からさんざん考え、一いつ睡すいもできないほどだったのだが、けっきょく妙みよ案うあんは浮かんでいない。
「ん、食べないの、委員長。それに、さっきからなにを小声で言ってるんだい？　話っていうのもそろそろ聞かせてもらわないと、昼休みが終わっちゃうよ」
　女子用よりひとまわり大きな弁当を、快調に平らげていく宗朗。
「わ、わかっています。あの……そ、そう。今日はなんだか、暑いですね」
　焦あせった半蔵が切り出したのは、まず天気の話題だった。話しながら、左ひだ腕りうでの袖そでを捲まくり上あげる。
　半蔵の変型メイド制服は本来半はん袖そでなのだが、それをさらに、肩かた先さきまで見えるほど大きく捲った。
　これで、袖に隠かくされていた徴の痣が露ろし出ゆつした。
「そうかな。そんなに暑いっていうほど、でも」
　半蔵の言葉を真っ向から否定するわけではないが、さほど暑さも感じていない宗朗はほぼスルー。そして弁当も、食べ終わってしまう。
「ごちそうさまでした！　委員長、ほんとに昼休み、終わっちゃうよ」
　食前と同じように、手を合わせて一いつし瞬ゆん瞑めい目もくしたあと、弁当箱を閉じる宗朗。ハンカチでまた包んでいく。
「いけない。午後の授業が始まってしまう……あ、あの！　お弁当、美お味いしかった、ですか」
「うん。委員長も手伝ってるんだよね、お弁当作り。ありがとう。とても美味しかったよ」
「は、はい。又兵衛さんに言われたとおりに、しているだけですけれど」
　宗朗に笑ってそう言われるとうれしい。半蔵はなんだかドキドキしている自分に気づいた。
　さっきまでの、緊きん張ちようと焦りのドキドキではない。胸の奥がキュゥンと疼うずくような……。
「わ、わたしは……あくまで御姫さまのご命令で、それにわたしの操は生しよう涯がい御姫さまに……！」
「うん？」
　またぶつぶつひとりで言い出した半蔵に、宗朗が目を向ける。そのやさしい視線に、またも、
「（ドキ！）　ち、違ちがいます、違い……そ、そんなことより！　宗朗くん、お弁当……そ、そう、イチゴ、美味しかったですか？」
　デザートとしてラップにくるまれて入っていたイチゴ。一粒つぶが半分に切られていた。そのあたり、柳生道場の財政事情がうかがい知れるようだ。
「うん。まあ」
　半蔵に問われて、あいまいに答える宗朗。まずいわけはないが、なぜ急にイチゴの味を？　と思い、半蔵に顔を向ける。と、
「え!?　い、委員長……？」
　真っ赤にした顔で、目も口も硬く閉じて身を硬くしている半蔵がいた。
　しかもその腕。肩かたに近い二にの腕に、イチゴが張り付いている。
「ど、どうぞ」
「ええ!?」
　もちろん、イチゴがくっついているのは徴の痣の位置だ。半分に切られたイチゴの切断面が、肌にうまく密着していた。
「……な、なにしてるのよ、半蔵！」
　と、こちらは隠れギャラリーの面々。千姫だ。
「いや、よいかもしれぬ。食べ物作戦は有効じゃぞ！」
　とは幸村。
「お兄ちゃん、イチゴ食べるの、かな……」
　さすがに十兵衛もやや退いている。
「有効って……まぁ、たしかに口を付ける理由にはなる、わよね」
「うむ。なるのぉ」
　こっちもみるみる真っ赤になっていく千姫と幸村。ふたりとも、自分の痣の位置に食べ物を張り付けた姿を頭の中で想像してしまう。
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『ほ、ほら、宗朗、早く、食べなさい、よね……！』
　しどけなく横たわった千姫が、制服のスカートの裾すそをたっぷりと持ち上げている。下着のショーツは手で隠しているものの、太ふと腿ももは限りなく付け根まで丸見え。
　千姫の痣は内うち股もものかなり上のほうにあるから、そのうえたっぷりと脚あしを開かなくてはよく見えない。
　そうしてようやく露あらわになった痣の上に、イチゴと生クリームがたっぷりと盛りつけられている。
　ほとんど、千姫の太腿がストロベリーショートケーキを乗せたようだ。
「これならきっと、宗朗だって食べてくれるわよ、ね」
「ええい、なにを妄もう想そうしておるのじゃ！」
　と、隣となりから千姫の妄想イメージを蹴け散ちらす幸村。
「わらわならば……」
『宗朗、大変じゃ。クリームがこぼれてしもうた。おぬしの舌でぬぐってほしいのじゃ』
　こちらも想像の中。
　上着の裾をからげた幸村が、四よつん這ばいでお尻しりを突つき出だしていた。
　スク水ふうスーツのヒップ部分を自分の手で引っ張ると、小さなお尻が片方、ツルン、と露わになる。
　そうしてようやく見えた痣の上、クリームチューブから搾しぼった生クリームがこぼれ落ちるようにかかっていて……、
「やっぱりイチゴものせたほうがいいかのう……」
　と赤い顔で思案。
「わ！　千姫さまもゆっきーも、きっとすごいこと考えてる！　十兵衛も……！」
　負けずに十兵衛が想像しようとすると、
「十兵衛はいいの！　考えなくて！」
「そうじゃ！　バナナを挟はさむとか、反則じゃぞ！」
　同時に左右からツッコミが入った。幸村の大鉄扇までがポカリ、と一いち撃げき。
「ぁ痛～い。なんでバナナってわかったのかな」
　頭を押おさえながら涙なみだ目で言う十兵衛に。
「おぬしの考えそうなことくらいわかっておるということじゃ……む、それより」
「そうよ、半蔵を見届けないと」
　ようやく脱だつ線せんから回復。ふたたび半蔵を注視する三人と、
「ゥキュゥ」
　一匹だった。
　そして三み度たび、半蔵。
「……宗朗くん、どうぞ」
「え、いや、どうぞって言われても……あ、うん。じゃあ」
　半蔵の二の腕にのせられたイチゴを、指でつまみとろうとする宗朗。
「ダメぇ！　手でとっては、ダメです。直接、その……」
「直接？　く、口で……？　どうして」
「どうしてって、聞かないでください！　とにかく宗朗くんはわたしの言うとおりに……口だけでイチゴを直接食べてください！」
「え、ぇ、そんな」
　もはや驚きを通とおり越こして混乱する宗朗。ＭＡＸに達した恥はずかしさで逆に勢いをつけ、迫せまる半蔵。
　それでも宗朗が、
「でも、なんでそうしたいのか、説明してくれないと」
　問いただし、半蔵が赤い顔のままうつむいた。
「理由は言えません。でも……！　そうしてもらわないとわたし、御姫さまに叱しかられてしまいます。叱られて、きっときつい折せつ檻かんを……ぁあ、御姫さまに折檻されて、わたし……」
　違う意味で頬を染める半蔵。
「委員長……」
　しかしことここにいたって、
「……わかったよ。いや、よくわからないけど、委員長がそうしてほしい、っていうなら、うん」
　ようやく覚かく悟ごを決める宗朗。
「ほんとうですか？　ほんとうに……！」
「よく考えたら、断る理由もないしね。……する理由もないけど。と、とにかく委員長がそんなに困って、せっぱ詰まってる顔を見たら、ほうっておけないよ」
「ありがとう、宗朗くん、ありがとうございます！　これで御姫さまから折檻されずに済みます。折檻……され、ないんですね」
　なぜかがっかりした表情が浮うかぶ半蔵。
　そしてとうとう。
「じゃ、じゃあ、やるよ、委員長」
「やる、だなんて。……いつでもいい、ですから」
　頬を染めたまま、もう一度目を閉じる半蔵。ベンチに腰掛けたまま両手を揃そろえ、スカートの布地を握にぎる。
「えっとじゃあ……遠えん慮りよ、なく」
「は、はい」
　顔を近づける宗朗も、半蔵から伝わったように頬が赤い。
　だが半蔵のほうはただの緊張と羞しゆ恥うちから、だけではない熱と衝しよ動うどうに襲おそわれていた。
「……か、身体が、熱い」
　さっきまでとは別次元の、身体の芯しんからこみ上げてくる熱。秘ひめられた内ない奥おうがキュンキュン苛さいなまれる。
　もっと顕けん著ちよなのは徴の痣で、はっきりと熱を持ち、ズキズキ発振するように疼いて止やまない。
　握ったスカートの布地をさらに強く、拳こぶしが白くなるほど握りしめる。
　メイド制服のロングスカートの中では、モジモジと切なげに腿ももがこすり合わされ、それを押し止とどめるように拳が股こ間かんに強く押しつけられていた。
「ぁぁぁ、こんな……！　わたし、どうなって……御姫さまぁ……！」
　ついに、
「ん……」
　宗朗の顔が、半蔵の腕に触ふれようとする。もう鼻先が触れ、息さえも肌で感じる近さ。唇くちびるが、触れて……、
「！」
　ビクッ！　思わず反応した半蔵の身体が大きく震ふるえた。と、
「あ」
　腕に付いていたイチゴが、震えのせいか、それとも肌の熱のせいか、ポロッと剥がれ落ちた。腕からスカートの上へと落下する。
「イチゴが……！」
　思わずイチゴを追いかけてしまう宗朗。それはすなわち、イチゴの落ちた先、半蔵のスカートに顔を突っ伏ぷすに等しい。
　それもスカートの裾ではなく、ちょうどお腹なかの下あたり、それまで半蔵が拳で押さえていた股間の部分に、狙ねらったようにイチゴが落ちていた。
「きゃぁああああ！　い、イヤぁあ！　ダメぇええ、ですぅうう！」
　けたたましく迸ほとばしる半蔵の悲鳴。
「い、委員ちょ……!?」
　もちろん宗朗も、すぐにハプニングに気づいた。
　イチゴを追うあまり、スカートの上からとはいえ、半蔵の股間に顔を埋うずめている。が、いち早く顔を上げようとするのを、混乱した半蔵が逆に上から、宗朗の頭を押さえつけてしまう。
　結果。
「ぅぐぐ……むぐ！」
「きゃぁ！　きゃぁ！　きゃぁああああ！」
　半蔵としてはスカートを押さえているつもりが、宗朗の顔を思い切り自身の股間に押しつけてしまっている。
　宗朗はといえば、柔やわらかなスカートの布地と、汗あせばむほどの熱さに顔を塞ふさがれ、包まれ、悶もだえるしかない。
「な、な……！　なにをやっているのよ、半蔵！」
「愚おろか者ものが！　これでは……いかん！　て、撤てつ収しゆうじゃ！」
　にわかにベンチの後ろから姿を現わす千姫、幸村。
「お、御姫さま！」
「行くわよ、半蔵。とりあえず……」
「うむ。許せ、宗朗！」
　ゴン！　幸村の大鉄扇が宗朗の脳天を一撃する。
「もが！　……ぅぅ」
　昏こん倒とうする宗朗。その身体をベンチに残して、半蔵は立ち上がると、
「申し訳ありません、御姫さま……！」
「いいからとにかく、あとで、折檻なんだから、ね！」
「は、はい……！」
　取る物もとりあえず、その場から逃のがれる。
「わぁ！　お兄ちゃん、ごめん、ね！」
　ベンチの上で伸のびた宗朗に、あやまりながらつい手を合わせる十兵衛。
「こら、まだ死んではおらぬわ！　早く……行くのじゃ！」
　幸村にうながされ、やはり中庭を後にする。
「ウキュゥゥゥ！」
　全員が去ったのち、宗朗が目覚めるのにはさらに三十分ほどを要した。
「……ぅぅ、あ？　もう午後の授業、始まっちゃってる!?」
弐◆「剣妃サムライブライド」の条件
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「申し訳ございません、御お姫ひいさま……」
　その日の晩。
　畳たたみの上。半はん蔵ぞうがしょんぼり顔であやまっている。千せん姫ひめが居所にしている柳やぎ生ゆう道場の客間だ。
「途とち中ゆうまでうまく行ってたのに。ほんとう、なにやってるのよおまえは」
「まあ済んでしまったことはしかたなかろうが、いったいどうしたのか、申してみい」
　千姫についで幸ゆき村むらが言う。もちろん、徴へのキスが失敗に終わった半蔵から事情を聞くために来ているのだ。
「ぞうさん、お兄ちゃんにキスしてもらえなかったの。でもちょっと安心しちゃった」
「ウキュ」
　十じゆ兵うべ衛えと佐さ助すけもいる。
　うなだれていた半蔵だったが、千姫にうながされて話し始めた。といってもことの経けい緯い自体は、すぐ背後で見ていた千姫たちにもわかっている。
　わからないのは、半蔵の身体の変化だ。
「あの……。宗むね朗あきらくんが近づいてきただけで、身体が熱くて、その……奥が、芯が燃えるような」
「奥が？」
「芯が、燃える、じゃと」
　復唱するように繰くり返かえしながら、半蔵の顔を見つめる千姫と幸村。その顔もまた、早くも朱しゆに染まり始めている。
「そ、それでどうなの、続きは」
「はい。宗朗くんの顔というか唇が、わたしの腕に触れそうになって……わたし、目を閉じていたのですけれど、息がかかるくらい近くになって、そうしたらもう、心臓の鼓こ動どうが強すぎて、身体の中から、ドクン、ドクンって、その音しか聞こえなくって……」
「鼓動が」
「強すぎるのじゃな」
「ほへえ」
　最後の気の抜けたような相づちは十兵衛だ。
「それで……気がついたら宗朗くんの顔がわたしの、お腹の、下のところにあって、わたし、驚いてしまって。逃にげ出すか、宗朗くんを突き飛ばすとか、すればいいはずなのに、わけもわからず、気がついたら……」
　逆に宗朗の顔を自分からスカートの股間部分に押しつけていた、らしい。
「……そう、だったの」
「なかなかに、大変、じゃったな」
　自分のことのように頬ほおを染めた千姫と幸村が顔を見合わせる。半蔵は、
「せっかく御姫さまが見守ってくださっていたのに、このていたらく。申し訳次し第だいもありません。このうえは、どんなお仕置きでもこの半蔵、甘あまんじて受ける覚悟にございますれば……」
　と、こっちも赤い顔で千姫をうかがう半蔵。反省を口にしながら、同時になにかを期待しているようにも見えて、
「平気なの、ぞうさん！　いっしょうけんめいぞうさんががんばってるの、ゆっきーも千姫さんも見てたよ。十兵衛も！　だから、きっと許してくれるの！」
　ところが勢いよく半蔵の手を取ると、ぐいぐい励はげます十兵衛。
「ぁ、は、はい」
　これにはうなずくしかない半蔵だった。
「でも、けっきょく失敗なのよね」
「イチゴが剥はがれて落ちたのが痛かったのぉ」
「で、では、やっぱりお仕置きを」
「いいえ、失敗ではない、と思うんです」
　不意に混じる、新たな声。
　客間にいた四人と一匹が、その声の出どころを捜さがして顔を巡めぐらす、よりも早く、末席に降り立った白い影は、
「ウキュッ!?」
「ぎったん！　どこにいたのぉ！」
　佐助が驚おどろいて飛び退のき、十兵衛は歓かん声せいを上げる。
「驚かせてしまって申し訳ないんです。もうひとつ、申し訳ありませんが、みなさんのお話は、聞かせていただいたんです」
　顔を上げたのは、片かた膝ひざをついた義ぎ仙せんだった。
「お、おまえね、どこから出てきたのよ。千たちの話を聞いていた、って」
「あそこか。天てん井じよ裏ううらに潜んでおったのじゃな！」
　幸村が大鉄扇で天てん井じようを指す。はめ込まれた天井板の一部が外れて、暗くら闇やみが覗いていた。
「それより、失敗じゃないって、どういうこと」
　千姫はまず、そのことを聞きたがった。
「では、失礼させていただきます」
　義仙はそう言うと、半蔵のもとに歩み寄る。その左腕を素す早ばやく取ると、
「ぁ、なに、を」
　袖を捲り上げた。徴の痣あざが露出する。
「ご覧いただきたいんです。痣が以前よりも鮮あざやかになっているはず」
　義仙が指でなぞってみせる半蔵の痣は、花びらの桜色も鮮やかに、くっきりと浮き出して見えていた。
「ほんとう、まえより色が、濃こくなってる」
「どういうことじゃ。キスは失敗したのではなかったのか」
　千姫と幸村が覗き込む。
「十兵衛の、どうだったかな」
　自身の胸むなもとをくつろげて、痣を確かめようとする十兵衛。義仙が、
「十兵衛さん、そのまま、よろしいですか」
　こんどは十兵衛を素早く引き寄せ、半蔵と並べる。胸の谷間の痣がより見やすいように、十兵衛の胸もとに手を入れる義仙。
「ひゃぁん！　く、くすぐったいよぉ、ぎったん！」
「申し訳ないんです。しばらくご辛しん抱ぼうを。……おわかりに、なりましたですか」
　そうしてつき合わせられたふたりの痣は、色の濃さ、鮮やかさ、くっきり感ともに、対たい照しよ的うてきな姿を見せていた。
「半蔵の痣のほうが十兵衛よりはっきり見えてるなんて」
「さわって見てください。熱も持っているんです」
　義仙に言われるまま、こんどは幸村が痣に手で触れる。
「確かに、じゃな。では、キスは成功じゃったのか？」
「どうなの、半蔵。宗朗のくち……唇が痣にキスしたの？」
　問とい詰められて、
「わ、わかりません。あのときは、身体もそうでしたし、心の中も、混乱して……でも、もしかしたら、宗朗くんの顔、唇が、わたしの腕うでに触れたのかもしれない、です」
　おろおろしながら答える半蔵。
「それじゃあ……」
「一いつ瞬しゆんではありましたけれど、宗朗さまの唇が半蔵さんの痣に触れた、ということなんです」
　義仙がつけ加えた。
「剣姫マスターサムライ」たちの痣は、ふだんはうっすらと見える程度で、それが戦いの最中にはっきりと顕けん現げんする。
　いまの、半蔵の痣のように。
　戦い以外にも、宗朗に対する感情の高まりなどで発現し、痣だけでなくその身を熱く疼かせることがある。
　そして十兵衛の場合は、キスで「剣姫マスターサムライ」モードに変わるときには、つねに胸の痣がよりはっきりと、燃えるような朱を帯びるのがわかっていた。
「では、わたしは……宗朗くんに」
　改めて、頬を染める半蔵。その熱さを隠すように、両手で自分の頬に触れる。
「ほんとうに成功だなんて、半蔵！　おまえにしては上出来よ！」
「やったね！　ぞうさん！」
　千姫が言い、十兵衛が抱だきついて祝福する。
「あ、ありがとう、ございます。では、あの、お仕置きは……」
　うれしさの中にもなぜか残念そうな半蔵。
「ふむ。これがいわば、『再契けい約やく』の徴しるしなわけじゃな。それで、どうなのじゃ。なにか変化は」
　幸村が尋たずねる。
「はい。……とくに、これといって大きな違いはないようです、けれど……その、もしかしたら、宗朗くんのことを考えるのが、まえよりも多くなったような……あ！　違うんです。わたしの心は全部御お姫ひいさまに捧ささげて……で、ですから宗朗くんのことは、まえよりも、という比ひ較かくの次元で……」
「わかったわよ。それより、宗朗のことを、まえより気になっている、好きに、なってる、ということなの、半蔵」
　むしろここが肝かん心じん、と問いただす千姫。
「わかり、ません。そのような、気もするのですが。……それに、宗朗くんのことを思うと、胸が苦しくなったり、身体が熱くなったり……」
「恋こい、じゃな」
「えええ！　そんなことは、誓ちかってありません。わたしは御姫さまの……！」
　またも繰り返しになるところ、義仙が割って入った。
「少しも、驚くことはないんです。今回の徴へのキスは、いわば『剣妃サムライブライド』となる前段階。『剣妃サムライブライド』として『将』を迎むかえ入いれるよう、『剣姫マスターサムライ』の身体が変化していく準備のようなもの、なんです」
「へぇー、そうなんだぁ。ぎったん、なんでも知ってるの」
「そうじゃ。なぜおぬしがそれほどのことを知っておる。そのうえ、どうなるのじゃ。我らの身は、宗朗との契約は、『剣妃サムライブライド』とは、なにゆえの……」
　思わず、焦あせりを強めてしまう幸村。一度に多くのことを聞き出そうと、自分でも混乱してしまう。
「フフ……。義仙の言ったとおり、だったはずなんです。多くは申し上げられませんが、これからも義仙の意見をお聞きになって、よく吟ぎん味みなさるのがいいかと、思うんです」
「じゃから、その情報はどこから……！」
　思いあまった幸村が詰つめ寄よる。大鉄扇を突きつけようとする、と、
「……！」
　義仙の姿が一いつし瞬ゆん分ぶん裂れつしたように見えた。と、気づいたときにはもう、かき消えている。
「あ、ぎったん！」
　見上げる十兵衛。天井に空いた隙すき間まが、すでに閉じられていた。
「逃がした、か。魔ま眼がんといい、どうにもあやつは好かんのお」
　幸村がぼやいた。
「でも、『剣妃サムライブライド』への第一歩を踏ふみ出した、というのは大きいわね。ずっと宗朗任せにしていたら、なにも進まないんだもの。千たちが強ごう引いんにでも進めるほか、ないんだから」
　こっちはむしろ、嬉き々きとしたふうにも見える千姫。
「御姫さま……」
「まあ、そうじゃが……。やはりあの義仙、もとは慶よし彦ひこの『剣姫マスターサムライ』だっただけあって、わらわがまだ知らぬ情報を持っておるようじゃ。悔くやしいが、ここはひとまず、やつの口上に乗っておくのも策、じゃな。ん、んん！　そのためにも、徴へのキス……デート計画は進めねばならぬ、というわけじゃ！」
「そうだよね！　ね、ゆっきー！　わーい、デートデート！　お兄ちゃんとデートだよぉ！」
「だから、おぬしはまだ……」
「なにがデート、だ」
　またも新たな声の出現に、いっせいに振ふり返る「剣姫マスターサムライ」たち。
　そこに立っていた、金きん髪ぱつ碧へき眼がん、羽根飾かざりの帽ぼう子しとシックななす紺の装そう甲こうドレスはもとより、目を惹ひく二本の凶きよ暴うぼうなクレイモア、といえば、
「おぬし」
「わ！　ニアさんだよ！　ニアさん、いらっしゃいなの！」
　ダルタニアンだった。
「驚かせたならすまぬ。表で尋ねたら、義仙とやらにここを案内されたのでな」
　ダルタニアンが言う。
「義仙に、じゃと。あやつ、勝手なことを」
「いいじゃない。ニアさんも徴の痣にキスしてもらったの？」
　無む邪じや気きに言う十兵衛の言葉に、ダルタニアンの表情が変わる。
「徴に、キス、だと」
「こ、こら！　まだ申してはいかん……！」
　こんどはこっちがあわてる幸村。
「デート、とも関係があるようだな。その話、詳くわしく聞かせてもらおう」
　座すわり込むダルタニアン。
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「ところでおぬし、なんの用で来たのじゃ」
「そうだな。忘れていた。これを、渡わたしに来た。……『果し状』だ」
「果し、状……!?」
　すわ、ダルタニアンがいまにも斬きりかかってくるもの、と身構える幸村。薙なぎ刀なたに手を伸ばす千姫。忍にん者じや刀をすでに抜ぬいている半蔵など。
　一見、漫まん然ぜんと雑談をしているように見えても、そこは名だたる兵ひよう法ほう者の習いだ。
「ま、待て！　違う！　我の『果し状』ではない！」
　ダルタニアンがあわてて叫さけんだ。
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「『天下を騒そう乱らんする柳生宗朗とその「剣姫マスターサムライ」については、これを誅戮すべく我わが八はつ哥かし衆ゆうがお相手いたすものなり。ついては場所、時間はいついかなるときもこれありと心得られたし。どうどうと一対一の勝負を挑いどむものなり』……なんじゃ、これは」
　ダルタニアンが持ってきた書状……「果し状」を一読して、幸村が言う。
「なんですの、八哥衆？」
　いつのまにか兼かね続つぐや又また兵べ衛えなども集まってきていた。
「おそらく名めい称しように意味はあるまい。本来の素すじ性ようを隠すためじゃろうからな。じゃが、八、というのは……」
「八人、かしらね」
「うむ。ちょうど我らと符ふ合ごうする数字でもあるからの」
「えーっと、十兵衛でしょお、ゆっきー、千姫さん、べーたさん、ぞうさん、ぐっちょるの……」
「誰だれですの、ぐっちょるのって！　急にイタリア語ふうになりましたわ！」
「それにぃ、ぎったんとぉ」
「ウキッ！　キュゥゥ！」
　急に頭の上に飛び乗ってきた佐助に、髪かみの毛けを引っ張られる十兵衛。
「痛ぁ！　ごめーん、さっちん！　あと、さっちんだったの。これで、八人？」
　十兵衛の言葉に、
「八人……もうそれほどに、宗朗のもとには……」
　ダルタニアンはどこか感かん慨がい深ぶかげにつぶやいた。
「どうどうと一対一の勝負を、なんて言ってるけど、どうやって仕し掛かけてくるつもりなのかしら」
「まあ、どんな手を使ってきても、このわたくしと直なお江え流戦せん鎚つい術が返り討うちにしてくれますわ。問題ありませんわぁ！」
　兼続があまり大きくない胸を張れば、
「根こん拠きよのない自信はそれくらいにせい。あの又また右衛え門もんにあっさり負けたくせにのぉ」
「あれは……あの『剣鬼ダークサムライ』の首から下が全部作りものだったなんて、わからなかったからですわ。ふつうはわたくしの勝ちですの！」
「それが油断と言うのじゃ。戦いに『ふつう』などはないのじゃからな」
「んまぁ！　オデコ軍師が偉えらそうに、ですわ。けっきょくは、あの眼帯女に助けられたからよかったものの、わたくしたちみーんな全ぜん滅めつしてるところでしたわ！」
「なにを申す、この……」
「はいはい。オデコおチビちゃんとトンカチおチビちゃんは黙だまってて。話が進まないでしょ」
　間を分ける千姫。
　幸村から受け取った果し状をしばらく見ていたが、急に声を上げる。
「これ、封ふう筒とうの裏に何か……ちょっと待って」
　鉛えん筆ぴつを手にすると、芯で封筒の裏の一部分を薄うすくこする。すると凹くぼんだ跡あとが浮き出でてきた。
「名前……ですか」
「すごーい！　千姫さん」
　他の「剣姫マスターサムライ」たちが見守る中、浮かび上あがった文字を千姫が目を凝こらして読みあげた。
「『天あま海み笙しよ子うこ』……天海、笙子ぉ？」
「なんじゃ、知っておる名か？」
「知ってるっていうか、あの女がぁ？」
　幸村に問われた千姫が、微びみ妙ような表情になる。
「御姫さま。笙子さんといえば」
「そうよ。千といちおう同級で、向こうはサークル評議会っていう、部活の自治会みたいなものをやってるの。生徒会のサークル予算折せつ衝しようで、よくやりあったわよ」
「その天海って人が敵ですの？　なら話は早いのじゃありませんの」
「ほんとうにあの笙子が敵なのかしら。あんな……」
「どんな人物じゃ。サムライなのか」
「サムライだなんて思ったことなかったけれど……とにかく生き真ま面じ目めで、心が狭せまくて、余裕がないっていうか、仕事はきっちりするし成績もいいけれど、なんだか小物臭がするのよねえ。中間管理職にありがちなせこさっていうのかな」
「さんざんじゃな」
「でも笙子さん、男子にも人気ですし、いまに生徒会の役員になるんじゃないかって評判もあります」
　半蔵がフォローする。半蔵もまた、千姫と同級なので笙子とは顔見知りなのだ。
「笙子が？　まさか。お兄さまが生徒会長の間は、ありえないわよ。せいぜいサークル関係で生徒会にうるさがられる程度じゃないの。……それより、ほんとうに笙子が敵なのか、ってことよ。この封筒も、わざと仕掛けをしたっていうのじゃなくて、別の書類かなにかに署名するときにうっかり下に敷しいて、筆圧で写ってしまった、って感じじゃない。その辺がきっちりキリキリしてるくせに、詰めの甘い笙子っぽいのよね。だいたい、この『果し状』の差出人が仮に笙子だとしても、黒幕はきっと別にいるはず。それが何なのか、のほうが重要よ」
「でも、いったいなんなのでしょう。笙子さんにはあとで当たってみるとして……新たな敵、と考えていいのでしょうか」
　こちらは不安げな半蔵だ。
「ふん。黒幕の正体ならもう見当が付いておるわ」
　幸村が言う。
「なんですの、その、敵の正体って」
「考えてもみよ。もはや天あま草くさと称しようしていた阿あ弖て流る爲いとその一党はこの世にない。宗朗の鬼おに切きりの太た刀ちによって魂たましいが昇しよ華うかしていった、とみてよい」
　幸村の言葉に、うなずく一同。
「そこでじゃ。我らの力に懸け念ねんを持つ者、勢力といえばなにか、じゃ」
「わたしたちの力に、ですか」
「お兄さまの生徒会とは、休戦みたいな小康状態だし」
「そもそも、もうこのわたくしたちに力でかなう勢力なんて、いるんですの？　あの天草の『剣鬼ダークサムライ』たちですら、残らず倒たおしましたのよ」
「……」
「へー、ぐっちゃんすごーい」
「トンカチはなにもしてないじゃない」
「な！　聞き捨てなりませんわぁ！」
「キキー！」
　またも紛ふん糾きゆうしそうなところ、
「真ま面じ目めに考えんか！　それまでは我らのことを知っておっても軽視するか学園の生徒会任せにしてきた、ところが我らの力が想像以上なのを知ると、動き出して来た……」
「……幕府、だっていうのか」
　とは、またも新たな声。
「宗朗！」
「わ！　お兄ちゃん！」
　驚く「剣姫マスターサムライ」たち。開いた襖ふすまの先に、宗朗が立っていた。午後の授業を一部遅ち刻こくしたことで、補習を受けさせられていたのが、いま帰宅したのだ。
「宗朗……」
　ダルタニアンが小さくその名を呼ぶ。が、その顔には気き後おくれがある。
　ここへ来るまえの、慶彦とのことが思い出されて、これまでのように宗朗の顔が見られない。
　やがて、他の「剣姫マスターサムライ」たちの背後に隠れるように後ずさると、ダルタニアンは、そのまま背を向けて部屋から出た。
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　表門に向かう玄げん関かんへとダルタニアンがたどり着くと、
「いいんですか。このままで」
　背後から声がした。
「おまえは」
　振り向むくと、そこにいたのは義仙だ。
「あなたもまた、我が『将』宗朗さまの『剣姫マスターサムライ』となることを望んでいる、そうではないのですか」
　そう言うと義仙が小さく笑う。
「我は、そのようなこと、望んではおらぬ！」
「ほんとうなんですか。ほんとうに少しも望んでいない、と」
「ウソでは……ない」
「ふぅん。意外なんです」
「どういう意味だ」
「あなたは、慶彦さまのことを嫌きらっておられるのでは」
「違ちがう！　嫌っているのではない。個人的な、好すき嫌きらい、などではなく……慶彦の下では、我はどのように動くべきなのかも命じられず、モンジェネラルはなにを考えているのかもわからず、我に触れも……しない、のが……」
　途と切ぎれながらそう言うダルタニアンに、義仙はちょっと意外だ、という表情をした。しかしすぐにもとの、あいまいな笑え顔がおに戻もどる。
「慶彦さまはご自分の『剣姫マスターサムライ』をなんとも思わない御お方かた。義仙とて一度も、指一本も触れられたことはないんです。それでもかまわないと思っていました。まるで物のように扱あつかわれながら、いずれ使い捨てられる、そのことをむしろ、汚きたない裏働きの当然の報むくいのように感じていたんです。でも……」
「でも……？」
「やっぱり義仙も女、なんです。心から思いを寄せる殿との方がたに思い切り抱きしめられたい。触れてほしい。身も心も、捧げて悔くいのない、そんな『将』の下で……死にたい」
「お、おまえは」
　ダルタニアンさえもやや驚き、言葉を失うものがある。が、義仙はあくまで平気で、平然と言う。
「おかしいでしょうか。『剣姫マスターサムライ』とは死ぬことと見つけたり、なんです。それが義仙にとって、『将』に捧げる至上のご奉ほう仕し。究極の犠ぎ牲せい。そしてとうとう見つけたんです。義仙の身が粉々になってもいい。そのときを思うと、この身がよろこびに震ふるえるんです。その御方、『将』宗朗さま……」
　このときだけは、義仙の中の感情が現われて来る。火ほ照てった表情が、恍こう惚こつに輝かがやいていた。
「宗朗、それほどの」
「ええ、ええ。そうなんです。義仙が見つけた生きる意味なんです。死ぬために、そのために、義仙は生きる、生きているんです」
「そんな……それではおまえは」
　言葉を無くすダルタニアンに、義仙がさらに言う。
「ときに、義仙になにか聞きたいことがあったのでは？　かつては同じく慶彦さまの『剣姫マスターサムライ』でありながら、こうして言葉を交かわすことはもちろん、一度も面と向かって会うこともなかったわたしたちですけれど、あなたのお役に立てれば義仙はうれしく、思うんです」
「いや、いいのだ、もう」
　話を切り上げて背を向けるダルタニアン。が、その背中になおも、
「代わりに義仙が言ってもいいんです。あなたは慶彦さまの『剣姫マスターサムライ』であり続けることに迷いがおありになる。そして我が『将』宗朗さまに、惹かれている」
「ば、バカな！　そのようなことは……！」
　追い打ちを掛かける義仙に、ダルタニアンが動どう揺ようする。
「そうでしょうか。義仙を見て、あなたは思ったのでは。一いつ生しよ涯うがいの『将』と『剣姫マスターサムライ』との契ちぎりを覆くつがえす力が、宗朗さまにはおありになる、と。あなたはこうお考えになるんです。とすれば慶彦さまの『剣姫マスターサムライ』から離はなれ、晴れて宗朗さまの『剣姫マスターサムライ』になれる……」
「違う！　断じて……」
　否定するものの、ダルタニアンの心の迷いはますます深くなっていく。自分の心にウソをつく畏おそれにおののく。
「いいんですよ。正直、義仙は宗朗さまに惹かれました。関かかわるほどに、笑い出したくなるその甘さと純じゆ粋んすいさに怒いかりさえ覚えていたんです。なのに……慶彦さまの命で、宗朗さまを虜とりこにするために動いているのに、気がついたら、宗朗さまの『剣姫マスターサムライ』たちがうらやましくてしかたがなかったんです。そうしたら、もう、宗朗さまのために能力を使い、とっさに身を投げ出していたんです」
「おまえ、は」
「慶彦さまからお聞きになっていないんです？　御ご前ぜん試合のあと、義仙は、松まつだ平いら尊たか保もりを騙っていた由ゆ比いし正よう雪せつと病院棟とうで対決したんです」
「それは、聞いている。詳しい状じよう況きようではないが、そのようだった、と」
「あのとき……正雪の銃じゆ弾うだんは義仙の胸を貫つらぬいたんです。何発も。何発も」
　夢見るように潤うるんだ義仙の片方だけの瞳ひとみ。紅潮した頬。
「胸を……それではおまえは……」
「ええ。正雪の銃弾が義仙の身体にめり込み、貫いたとき、義仙ははっきりとエクスタシーを味わいました。それが宗朗さまのための死を、義仙にもたらすものと知っていたから、なんです。だから義仙は宗朗さまに最後のお願いをして、キスをいただきました。そして、死んだんです」
「死んだ……まさか」
　ダルタニアンが動揺する。ここに至って、義仙がなにを言わんとしているのかがわかってきたのだ。はっきりと。
「はい。宗朗さまのキスとともに訪おとずれた死は、義仙にとって最大に甘かん美びなもの。ですから、天草の用意した水すい晶しようの中で、義仙は再び『生きる』ことさえ、可能になったんです。……そして水晶から目覚めたときには、義仙の身体は宗朗さまのものになっていました。宗朗さまの『剣姫マスターサムライ』と」
　義仙が小さく、唇くちびるをなめた。
　隠かくされていないほうの目なのに、じっと見つめられると魔眼で射られているような錯さつ覚かくに、ダルタニアンは背筋を凍こおらせた。腰こしのクレイモアに手を伸のばすのも忘れている。
「では……ではおまえは、一度死んで、宗朗の『剣姫マスターサムライ』となった。ジェネラル……慶彦の『剣姫マスターサムライ』から、宗朗の……」
「ええ。そこがいちばん知りたいのでしょう？　『将』と『剣姫マスターサムライ』の契約は一生涯続く絶対のものなんです。どちらかが滅めつするまで、決して違えられることはない。でも逆に言えば、どちらかが死んでしまえば、その契約は解除される。……義仙は一度死んだんです。そして天草の水晶柱が義仙を肉体的に生かし、死の直前の、宗朗さまとの契約、キスが、義仙の意識を甦よみがえらせてくれた……」
　義仙の言葉に、ダルタニアンは今度こそ言葉を失う。義仙はダメ押おしのように、さらに付け加えた。
「いかがでしょう。宗朗さまの『剣姫マスターサムライ』になりたいというあなたのその覚かく悟ご、ほんものならば、義仙がお手伝いさしあげてもいいんです。義仙が、殺してさしあげても、いいんですよ……」
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「……柳生道場のほうは、どうなっているのです」
　薄うす暗ぐらい部屋の中、声が響ひびく。
　二十畳ほどの部屋は純和風の畳たた敷みじきで、飾り気けがないながら端たん正せいな造りに統一されている。
　四方を襖で囲まれた上座には、制服姿の女子生徒がきれいに正座し、長い髪が足元にまで流れて、広がっていた。
　眉まゆの下で切りそろえられた前まえ髪がみとカチューシャ。いまは観音帽子のない素す顔がおが露あらわになっている、その少女……。
「あ、あの、すでに、すでに交代で二十四時間の監かん視しを行っています。すいません、あの、すいません、天てん海かいさま」
　問いかけられた答えに、その名がある。
　江え戸どじ城よう大天主地下の秘密の間で、御み簾すの向こうの人物、そして四人の甲かつち冑ゆう武者と相対していた、その少女。僧そう正じようと呼ばれていた、天海その人だった。
　そして天海の前に居並んで正座した八人の少女。
　たった今、返事を返した少女を含め、四人ずつ二列に並んで天海のほうを向いている。
　その姿も、ひと目見て全ぜん裸らかと錯覚するほどぴっちりと密着した、ごく薄うす手でのコスチュームに全身を包つつんでいた。
　さらに奇きみ妙ようなのは、頭も顔もすっぽりとマスクで覆おおわれているせいで、個々の区別がつかないということだ。髪までもマスクの中に仕し舞まわれている。
　わずかに、露わになった身体の凹おう凸とつや、身長、体格の違いで見分けられる程度で、それすらすぐにはわからない。
　それほど、どの少女も均整の取れた肢し体たいを同じコスチュームとマスクの中に押し込めていた。
　そんなだから、はた目からは、たったいま発言した少女を特定することも難しい。
「それで、動きはあったのですか」
　天海が言った。少女たちの間に緊きん張ちようが走る。
　もうわかるとおり、天海率いる甲こう賀が忍軍のくノ一たちなのだ。
　そして全員が、武ぶ應おう学がく園えんに籍せきを持つ生徒たちでもあった。
「あ、あの、ダルタニアンなる『剣姫マスターサムライ』が、柳生道場を来訪し、書状をわたした、とのことのようです。すいません、すいません」
　こんどはわかる。
　マスクの上からでも、どこかおどおどした挙動のくノ一がひとり。天海のちょうど真ん前に当たっていた。
「ダルタニアン？　彼かの女じよは生徒会長、徳川慶彦の『剣姫マスターサムライ』なのでは。そのように幕府にも登録されていますよ」
　と天海。
「は、はい。その彼女が、『果し状』を道場へ届けたために、いま柳生道場は全員が首っ引きの評定の最中、だとか、すいません」
　さっきからあやまってばかりの少女を、天海は怪け訝げんな顔で見とがめた。
「なぜ生徒会の、しかも慶彦の『剣姫マスターサムライ』がわたしたちの『果し状』を。……柳生道場への『果し状』は届けたんでしょうね、薊あざみ」
　薊と呼ばれた少女が、ビクッ、と震える。肩かたをすぼめて、どんどん小さくなっていく。
「あ、あの！　すいません、柳生道場がよくわからなかったので、生徒会で聞こうと思って……そうしたら、届けてくれるというので、あの、くれぐれも大事な『果し状』だから、確実に頼たのみますというと、わかった、ということだったので……。あ、あの、ダメ、だったで、しょうか」
　薊の話が終わるころには、こんどは天海がワナワナと震えていた。伏ふせられた目に、眉がいらだたしげに尖とがる。
「おまえは、わざわざ生徒会に……というよりも慶彦に、わたしたちのことを教えに行ったようなものではないですか。いったいどういうことなのです！」
「あ！　は、はい！　すいませんすいません……そ、その、生徒会の人ならだいじょうぶかな、って思ったんですけれど、その、慶彦さまにまで知られるとか、思っていなくて……ほ、ほんとう、すいませんすいません」
　平へい伏ふくする薊に、天海はさらに言おうとして、留とどまった。
「そういうことなら、もう仕方ありませんね。いずれは生徒会にも知れること。いえ、ある意味手間が省けた、とも言えるでしょう。あの慶彦の行状も含ふくめて、監視し、幕府にご報告する義務が、わたしたちにはあるのですから」
「で、では」
「だからと言って、おまえの早とちりと失敗が許されるわけではありませんよ！　……でもまぁ、起きてしまったことは仕方のないこと。禍わざわいを転じて福となす。むしろ生徒会にもわたしたちの存在を大きくアピールするよい機会、ととらえることもできるでしょう。生徒会がけっきょく手をこまねいてできなかった、柳生道場を平らげること、柳生宗朗とその『剣姫マスターサムライ』たちを完かん膚ぷ無なきまでに叩たたき、幕府へ忠誠を誓わせること。これができれば、あの慶彦もわたしに一目置くに違いな……」
　そこまで言うと、急に天海は咳せき払ばらいをして話を切った。改めて、居住まいを正す。
「んん！　いいですか、正々堂々、と見せかけて、あらゆる手段で柳生道場の面々を下す、それがわたしたちの使命。わたしたち……武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく、全学サークル評議会の名にかけて、です！」
　天海の言葉に、八人のくノ一たちがいっせいに平伏した。
「はい……全学サークル評議会議長、天海笙子さま……！」
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「で、どうするのよ」
　けっきょく答えの出なかった評定を終えて、千姫が言った。
　帰宅した宗朗を加えて、結果的に千姫の部屋に集まっていたのは、義仙を除いた柳生道場の全員だった。
「あの笙子が幕府の手先、犬だったっていうなら、確かに合が点てんがいくところはあるわね。学園の生徒として潜せん入にゆうして、ふだんからお兄さまの生徒会や、この学園そのものを監視してた、っていうことでしょう？」
「本来、幕府の一部でもある武應学園や、お世よ継つぎの慶彦さまにまで見張りを付けるということなんですね」
　千姫の言葉に、半蔵が暗い顔で相づちを打つ。
「ふむ。身内とて裏切りを警けい戒かいするのは権力の常道とも言えるのじゃからな。で、いかにする」
　幸村の問いに、宗朗が答える。
「これからしばらくは、ひとりで出歩くのはやめて、登下校も必ずふたり以上でしたほうがいい。なにかあったら、すぐに連れん絡らくし合うこと。それには幸村の……」
「うむ。緊きん急きゆうの際はわらわが信号を感知する。他のみなに警告を飛ばすこともできるから、それで対処する、じゃな」
　それは幸村の『剣姫マスターサムライ』の能力だ。宗朗の『剣姫マスターサムライ』であれば、宗朗も含め幸村はその位置を瞬しゆ時んじに把は握あくすることができる。
　その際、警告の念を発信することもできた。いわば簡易な感応力だが、宗朗たちのほうから幸村に念を送ることはできない。
「いつもみんなでいっしょにいればいいんだね！　さびしくないの！」
「ちょ！　っと、くっつかないでいただけます？　だからそんなにくっつかないで、ですわ！」
　十兵衛が兼続をギュッギュと抱だきしめ、閉口した兼続がからくも逃のがれるという、いつものパターンだ。
「ま、ったく、その乳は凶きよ器うきだと何度言ったら……とにかく、集団登下校はいいとして、なにかこちらから手を打てませんの。天草のときもそうでしたけれど、待っているだけでは遅おくれを取るというものですわ」
「ほお。兼続にしてはたまにいいことを言うのお」
「なんですの、オデコ軍師は！　人のことを言うヒマがあったら、少しはまともな策をさずけろ、ですわ」
「なんじゃと、この！」
「はいはいはい。そこまで、兼続も幸村も」
　間に入って止める宗朗。ため息も混じる。
「ほんとうに敵は幕府の手の者なんでしょうか。だとしたら、わたしたちは生徒会だけでなく、本格的に幕府を敵に回す、ということに……」
　半蔵だった。その声には不安がある。
「なに言ってるのよ。千たちはあの天草一党だって倒したのよ。いまさら幕府がなにを干かん渉しようして来ようと、はねつけてやればいいんだから」
　と千姫。
「傲おごるのはまだ早い。幕府の力、侮あなどってはならぬ」
「そうかしら。あのとき、幕府はなにをしたっていうの？　旗本の『剣姫マスターサムライ』たちは役に立たない。あわてて一いつ般ぱんの武士の部隊を送り込んできたけれど、それだって完全に手て遅おくれで、しかも的外れもいいところよ」
　幸村の言葉に、再び反発する千姫。
「そうじゃろうかな。あのとき、幕府はほんとうにあの程度のことしかできなかったのじゃろうか。わらわも最初はそう思った。じゃが、幕府の力、その程度のものではない」
「なにか、わかったんですか」
　尋たずねる半蔵に、またも幸村。
「幕府の『剣姫マスターサムライ』は、あの旗本御ご書しよ院いん番だけではどうやらない、ということじゃ。むしろあやつらは露つゆ払はらいのようなもの。後ろに控ひかえし切り札は、徳川四天王と呼ばれる、将軍の信任も厚い四人の武将じゃという」
「徳川、四天王」
「それなら聞いたことがあるわ。たしか、井い伊い、本ほん多だ……」
「井伊直なお政まさ、本多忠ただ勝かつ、榊さかき原ばら康やす政まさ、酒さか井い忠ただ次つぐ……。この四人は代々、その家に現われるサムライとして将軍家に仕え、『剣姫マスターサムライ』となる運命にある、と聞きます」
　千姫、半蔵が言った。
「徳川の守り神というわけじゃな」
「はい。四人が同じ時代にそろってサムライとして現われるのは、初代神君家いえ康やす公のみぎりより数えて四百数十年ぶりだとか。そしてこの四人が同時に現われるとき、徳川家にとって大事が起こる、とも言われています」
　半蔵の説明に、静まりかえる部屋。
「でも、幸村はどうしてそれを知っていたんだ？　それに、天草との戦いのことと、関係は……」
　宗朗が問うと、
「幕府の電脳に忍しのび込んで得た情報じゃ。それによると、あの日、我らも見た旗本『剣姫マスターサムライ』たち以外に、徳川四天王もあの場にほど近いところまで出しゆ陣つじんして来ていたらしいのじゃ」
「徳川四天王たちが」
「出陣……ですって」
　この事実に、部屋の中の誰もが驚おどろきを隠せない。
「じゃあ、その徳川四天王がいれば、幕府は余よ裕ゆうで阿弖流爲を倒せた、というの？」
　千姫の顔にはどこか焦あせりが漂ただよう。
「余裕、かどうかはともかく、力でねじ伏せる自信はあった、というところじゃろうな。しかしそれでは、いきなり核かく兵へい器きを使うようなもの。よしんば勝ったとしても、富士の噴ふん火かは止められなかったやもしれぬ。あるいは別の大きな被ひ害がいが、のう」
「つまり……」
　宗朗が口を開いた。
「幕府には、徳川四天王という切り札が控えていた。そのうえでぼくたちを戦わせ、それを見ていた、のか」
「あまり愉ゆ快かいなことではないがの」
　幸村も同意した。
「徳川、四天王……その人たち、強いの？」
　場の空気をまったく無視してそんなことを聞く、といえばまたも十兵衛。
「あ、あなたは。いまの流れをお聞きあそばさなかったんですの？　強いどころか、超ちよう強いっていうことで」
「でも、それって、誰か見たことあるのかな。誰か戦ったこと、あるの？」
　十兵衛のさらなる問いに、あ、と気づいたように驚く『剣姫マスターサムライ』たち。
「言われて、みれば……」
「そうじゃな。伝説の『剣姫マスターサムライ』といえど、近年戦った者などおらぬ、はず」
「じゃあ、ほんとうに強いかなんて、わからないじゃない」
　急に、不思議な安あん堵ど感かんが広がっていく。
「変なヤツじゃな、おぬしは」
「みんな自信を失うところだった。すごいよ、十兵衛」
　幸村が言い、宗朗にも言われ、
「えへ。ふみぃ……」
　急にデレ顔になって宗朗にくっつく十兵衛。
「まったく、ボケてるんだか鋭するどいんだか、わかりませんわ」
　兼続もため息をつきながら苦くし笑ようする。
　幸村が話を戻した。
「我らを監視していた幕府じゃが、ある意味、我らを認めた、とも言えるのじゃ。大日本の窮きゆ地うちは、最良とも言える形で回かい避ひされたのじゃからな。同時にその力を畏れるようになっておるのかもしれぬ」
「だからここで『果し状』なんかまで出して、いっきに叩こうっていうのか」
「でもわざわざ一対一なんて、正々堂々と戦いを挑いどんで来るのは」
　宗朗、千姫が言うと、
「必ずしも、ほんとうに一対一かはわからぬがの。そう思わせて油断させ……というのもありえる。じゃが、わらわが思うに、これは必ずしもわれらを潰つぶすだけではなく、ことによっては手て駒ごまとしたい、というのが幕府の本音と見る。どうじゃ」
「なるほど。ただ潰すだけより、戦力が増えたほうがいいですものね」
「いちおう、千たちの力を認めているわけだし」
「でも、幸村はそれでいいのかい。幕府がぼくたちを組み込もうっていうことだろう？」
　宗朗の問いに、幸村は、
「むろん、お断りじゃ！」
　はっきりと答えた。
「わらわはもとより豊とよ臣とみ方随ずい一いちの武将。いまはことさら幕府と武力でことをかまえる気はないが、それとて民たみを思って平和的な改革、権力交代の方策を捜さがしているだけ。幕府の延命に手を貸したり、力となる気はさらに、ない！」
「……」
　又兵衛も横でうなずく。
「なら、決まりじゃないか」
　と宗朗。
「うん？　わらわたちはそうでも、おぬしたちは徳川に近い。千などは生徒会を辞やめたとはいえ徳川の姫ひめじゃ。幕府と戦う理由は……」
「冗じよ談うだん！　じゃないわ。誰が、千たちが命がけで戦っているときに、余裕ぶっこいて見てただけの連中に、手なんか貸すものですか。願い下げなんだから！」
「お、御お姫ひいさま、もう少し穏おん便びんな物言いを……」
「なによ。宗朗はどうなの！」
「ぼくはもちろん。誰を相手にしても、理由なく戦うことはしないよ。でも」
「でも？」
「ぼくたち……ぼくの『剣姫マスターサムライ』たちを危あやうくする相手とは、全力を尽つくして戦う。それがぼくの唯ゆい一いつの答えだ」
　宗朗は言い切った。
「宗朗……」
「ふむ。そういうことじゃな。それでよい」
　千姫がポォッ、と頬ほおを染め、幸村もなぜか赤らんだ顔をわずかに背そむける。
「御姫さま……」
「ま、まあ、たまにはいいことを言いますわね、野やじ獣ゆう宗朗も！」
「……」
「ゥキュゥ？」
　それぞれの反応が出そろったところで、この問題への答えはもう決まっていた。
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「みんなの気持ちはわかった。ぼくも同じだ。なら、もう迷うことはない。降りかかる火の粉は払はらっていく。みんなで、ね」
　宗朗の言葉に、改めてうなずく六人と一匹ぴきの「剣姫マスターサムライ」たち。
「わぁ！　お兄ちゃんとまたいっしょに戦えるんだね！　ね、お兄ちゃん！」
　十兵衛が歓かん声せいを上げて宗朗に抱きつく。
「うぁ、十兵衛、ま、待ちなさい、ぁああ!?」
「そうよ！　それとこれとは関係ないじゃない！」
「まったく、おぬしは大きな子イヌのようじゃの……あっ、そこまでしていいとは、離れよ、こ、こら！」
　宗朗から引ひき離そうと、千姫と幸村が十兵衛を押さえる、つかむ。
「ま、待て、十兵衛、ちょ、っと！」
　抱きつかれた宗朗の顔は、ちょうど十兵衛の胸に押しつけられていた。なんとかそこで留めていたのが、千姫と幸村が強ごう引いんに引っ張り離そうとしたのを、
「ヤぁーん！　お兄ちゃんともっとぉ！」
　十兵衛もまた宗朗に無理やりしがみつこうとしたせいで、ますますきつく抱きつくことになってしまう。
　それはすなわち、
「うぐ、む……っ！」
　宗朗の顔がすっかり十兵衛の胸に埋うずまる、その谷間に沈しずみ込むことを意味していた。
　チュ……。
　瞬しゆ間んかん、十兵衛の胸の谷間が輝いた。
　乳ち房ぶさの奥おくから光が差し、それが胸だけでなく肌はだを透とう過かするように照らしていく。
「え……まさか」
「これか、これが……！」
　もちろん、乳房ではなく、その谷間にある「剣姫マスターサムライ」の徴しるしが発光しているのだ。発熱してもいた。
「ぁぁぁぁぁあああああ～！」
　悲鳴を上げ、大きくのけ反る十兵衛。まるで背骨が折れるほどに反り返る。髪かみ留どめが弾はじけ、長い髪かみが床ゆかまで垂れ落ちて赤く広がった。
「十兵衛！」
　ようやく顔を上げることのできた宗朗が、急いで十兵衛を支える。逆に抱き留とめた。
「ぁ、ぁああ……！」
　十兵衛はなおも、宗朗の腕うでの中で暴れるように悶もだえた。まるで自身の身体の内側から湧わき起おこり、こみ上げる熱と切なさを耐たえきれない、というふうに。
　ともすれば宗朗さえ押し退のけようとする十兵衛に、宗朗は、
「十……くっ！」
　さらにしっかりと抱きしめる。決して離さない、というほどの強さで。それが伝わったのか、
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「ぁぁ……はぁ、ぁ……」
　十兵衛の発ほつ作さはじょじょに治まり、呼吸もおだやかになっていく。表情も静かな、眠ねむるように目を閉じていた。
「十兵衛さん？」
「だいじょうぶですの？」
「ウキュ、ウキ！」
　半蔵や兼続、佐助も心配してその顔を覗のぞき込む。宗朗も、ようやく抱き留めた腕を緩ゆるめよう、とするところ。
「……ん」
　不意に十兵衛の目が、開いた。周りのみんなを、宗朗を、見る。その瞳、眼まな差ざし。
「……あ、あなた、は！」
　宗朗が気づくのと、その腕を払いのけるように十兵衛が起き上がるのが同時だった。
　もう全員がわかっていた。目の前にいるのは「剣姫マスターサムライ」の十兵衛だということを。
「む……。キスで出現する『剣姫マスターサムライ』十兵衛が、徴に宗朗の唇が触ふれることでも姿を現わす、ということじゃったか」
「なんだって。それじゃ」
　幸村がつぶやき、宗朗が驚きを顔に出す。そんな中、十兵衛が口を開いた。
「またわたしの身体になにかしてくれたようだな」
　まるで身長までが高くなったように、宗朗たちを見下ろす十兵衛。だがすぐにその表情が緩むと、かすかに頬を染めて目を伏せる。
「くっ……」
　自分から制服の襟えり元もとに手を掛けると、大きくくつろげた。
「わ！　じゅ、十兵衛さん！」
　胸むなもとが大きくはだけられ、ほとんどまるまる乳房が露ろし出ゆつする。居合わせた全員が顔を赤くする中、
「み、見ちゃダメ、宗朗！」
　千姫が宗朗の目を手で塞ふさぐ。
「はぁ、は、ぁ……」
　十兵衛はまだ大きく肩で息をしていた。肌には汗あせが浮うき出だして、内側からの熱に灼やかれているふうにも見える。
　その証しよ拠うこのように、十兵衛の乳房の徴は、鮮あざやかに浮き出して輝き、呼吸するようにその光を強めては、わずかに暗くなり、を繰くり返かえしていた。
「これか、やはり……やってくれる」
　十兵衛は徴の変化を自分で確かめると、赤い顔、眉をしかめたまま、笑った。
「おぬし、『剣姫マスターサムライ』の十兵衛じゃな。いま起きていることはなんじゃ。やはり『剣妃サムライブライド』への準備を身体が……」
　幸村が問うところ、
「『剣妃サムライブライド』って？　……んぁ、あ!?」
「宗朗は聞いてもダメぇ！」
　今度は宗朗の目だけでなく、耳までも千姫が塞いだ。ひとりでは手が足りないため、
「すいません！　宗朗くん」
　半蔵が片方を担当している。
　十兵衛が幸村を、そして周りの「剣姫マスターサムライ」たちを見た。
「それほどに『剣妃サムライブライド』となりたいか、おまえたち。『剣妃サムライブライド』がどのようなものか、知っているのだろうな。でなければ……」
　十兵衛の笑いは、皮肉めいた凄すごみを帯びていた。その間も、繰り返される体内からの疼うずきに耐えているふうでもある。
「それを知りたいのよ！　『剣妃サムライブライド』は『剣姫マスターサムライ』の中でひとり、『将』と深い契りで結ばれた者じゃないの！」
「『剣姫マスターサムライ』をしのぐ力を持つ者のはず。ゆえにその力はただひとり、『将』とともに一国をも治める力であると……！」
　千姫と幸村が問い、答える中、十兵衛はいよいよ耐えきれない、という表情を必死に引き締しめる。しかし、
「……その程度で『剣妃サムライブライド』となりたいだと。それでおまえたちは……くっ！　うっぅ！　ぁ……！」
　ついに堪たえきれずに、声を上げてしまう。両りよ腕ううでで自分を硬かたく抱くように、乳房を押さえつけた。
「ま、待って！　まだ……、十兵衛さん！」
　千姫と半蔵の目め隠かくし、耳みみ栓せんを払いのけた宗朗も、十兵衛を追いかける、押し止とどめるように手を伸ばした。
「おぼえて……おくがいい。このままでは、『十兵衛』は……」
「十兵衛……あの、十兵衛のこと、ですか。妹の」
「十兵衛は、いずれ……ぁああああ！」
　そこまでだった。十兵衛は胸を自ら抱いたまま、大きくのけ反ると、床に膝ひざを突く。赤い髪が逆立つように振ふり上がり、一いつ瞬しゆん、龍りゆうの姿にも見えた。刹せつ那な……、
「十兵衛さん！」
　その場に、倒たおれる。駆かけ寄よる宗朗。抱き起こし、その腕に抱く中、
「……お兄、ちゃん？」
　再び戻ってきたのはいつもの、妹の十兵衛だった。
「は、はは。よかった」
「剣姫マスターサムライ」十兵衛の最後の言葉に、言い知れようのない不安と畏おそれを抱いていた宗朗は、安あん堵どのあまり声を漏もらす。
「な、なんですの。脅おどかさないでほしい、ですわ」
　兼続の言葉が、他の全員を代弁していた。
「お兄ちゃん……んっ」
　十兵衛は安心したように、宗朗の胸に顔を埋める。その匂においを大きく吸い込むと、安らかな表情で、唇をほころばせた。
「……『剣姫マスターサムライ』十兵衛。やはり、なんです」
　そんな客間を天てん井じようから見下ろしていたのは義仙だった。ひとり、合点がいった、という顔でつぶやく。
　天井の羽目板を戻すと、義仙の周りを闇やみが包んだ。
「義仙の徴にもキスを、宗朗さま……」
　それだけ言うと、闇の中、義仙の赤い唇が大きく、笑った。
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「『剣姫マスターサムライ』の十兵衛さんがあんなふうになるなんて、やっぱり徴へのキスはかなり危険なのですわ」
　つぶやく兼続の言葉が、湯気の中、浴室に響いた。
　すでに夜の十時を回っている。
　もう全員が入浴を終えたあとの浴室は、兼続ひとりだけだ。
　柳生道場の浴よく槽そうは単純な窯かま焚だき方式で、追おい焚だきなどはよほどでない限りしないから、兼続が入浴するころにはずいぶんぬるくなっている。
　夏などはいいが、寒い季節には少々厳しい。
　しかし基本、柳生道場、柳生宗朗の世話にはならない、という姿勢をいまでもとっている兼続は、食事、入浴なども道場のものは食べない、設備は使わない、としていた。
　しかしそれはあくまで表向き。実際は十兵衛や又兵衛が、食事の残り物を日ごろから与あたえたり、風ふ呂ろもいちばん最後、洗うまえに入れてあげていたのだ。
　それらも、残り物を廊ろう下かに置いておいたら、いつのまにかなくなっていた、とか、風呂を掃そう除じするのがちょっと遅れてしまった（その間に兼続が入る）などとして、兼続のプライドを思いやっていたのだった。
　十兵衛などは、
「野の良ら犬いぬのワンちゃんがご飯を食べたの！」
　と、皿がきれいに空になるたびに言っていた。その言葉を庭に自作した自じし称ようコテージ内で聞きながら、
「『野良犬』と『ワンちゃん』がかぶっていますわ！　『馬から落ちて落馬』とか、『腹痛が痛い』と同じですわ！」
　とツッコんでいた。
　もっとも、これらの建前も最近ではかなり形けい骸がい化かし、今日のように道場の夕食に兼続の席がふつうに用意されたり、入浴後の兼続が廊下で幸村とばったり出会ったりしても、
「いい湯じゃったか」
　などと聞かれ、
「わ、わ、わたくしは、たまたま風ふ呂ろ場ばを通りかかったら、足を滑すべらせて浴槽に落ちてしまっただけですわ！　髪が濡ぬれているのはそういうことで……」
　と弁解するも、
「夜はまだ冷えるからの。髪はちゃんと乾かわかして寝ねるのじゃぞ」
　と幸村に気き遣づかわれる、といったことも。
「まあ、少しはあのオデコチビも人の情というものがあったのですわね」
　最近ではさらに、学生街に出店したメイド喫きつ茶さが引き続き好評で、店の責任者を任されている兼続としては、余った食材は食べ放題、店てん舗ぽに寝ね泊とまりすることもできるようになり、生活水準は劇的に改善されていたのだった。
「賞味期限切れで捨てるなど、もってのほかですわ！　すべての食材に感謝しろ、ですわ！」
　どんどんエスカレートする兼続のつぶやきだが、ふと、また最初の出発点へ戻もどる。
「それにしても、徴にキスされたら、このわたくし、どうなってしまいますの？　あの十兵衛さんのように……」
　けっきょく十兵衛は、もとの妹・十兵衛に戻ったあとはとくに苦しさを訴うつたえることもなく、ふつうにふるまっていた。ただ、やはりかなり疲つかれたのか、そうそうに布ふ団とんに潜もぐり込んで眠ってしまっている。
「それに、半蔵さんは腕、十兵衛は胸。まだキスしやすい……と言えなくもない場所ですけれど、わたくしの徴は……」
　湯の中で兼続がわずかに身じろぎする。その場所に指を這はわせていた。
　兼続の徴。それはお腹なかの下のほう。限りなく股こ間かんにも近い。
　股また上がみの深いショーツなら、布地に隠れてしまう部位でもあった。
「ど、どうしますの！　こんなところ、うっかり、ですとか偶ぐう然ぜんになんて、ぜったいキスできる場所ではございませんわ！　どうしたら……」
　こうなると、悶もん々もんと悩なやむしかない。
「いっそのこと宗朗に打ち明けて……ダメですわ！　みんなで決めたことですのよ。それに、教えてしまってはあの心しん配ぱい性しようで優ゆう柔じゆ不うふ断だんの宗朗がそんなことをするわけがありませんわ！　野獣のくせに優柔不断って、どういうことですの！　野獣、優ゆう柔じゆう……宗朗、あああ、ゴロが合いませんわぁ！」
　ひとりで湯船の中、ぶつぶつ言いながら歩く兼続。
「そもそも『剣妃サムライブライド』になる条件として、『将』の『剣姫マスターサムライ』全員が徴にキスを受けなくてはならないとか、なんの罰ばつゲームですの！　これではひとりだけノーなんて言えませんわ！　全体主義ですわ！　ファシズムですわ！　それに……『剣妃サムライブライド』になるのがいいことだ、なんてどうやら言えなくなって来たような……」
「剣姫マスターサムライ」。十兵衛の言葉は、「剣姫マスターサムライ」たちに物議をかもした。しかし幸村さえもその真意はわからず、義仙はあいかわらずどこにいるかわからないので、これについてはいったん保留、先送りとするほかない状じよう況きよう。
「半蔵さんと十兵衛はもう済ませたとして、あとはわたくしと、オデコチビ、千姫さまに又兵衛さんに、あの眼帯女に、お猿さるさんはまあ、いいとして……」
　兼続が指折り数えているうち、カラッ、と背後にある浴室のドアが開けられる音がした。
「十兵衛ですの？　いまごろ起きてお風呂に……」
　振り返った兼続は、肩かた越ごしの光景に凍こおり付ついた。
　まだこっちを見ていないものの、そこにあったのは間ま違ちがいなく男の裸はだか。裸ら体たい。筋肉質の、しかししなやかさを併あわせ持もった──。
「あれ。この戸、なんだか調子悪いなあ」
　ガタガタ、いましがた自分で開けた風呂場の戸の建て付けを確かめるのは宗朗だ。タオルで前も隠していない。
　そして兼続は。
「モガガボ……ゴボ（な、な、なんでですの！　なんで宗朗が……！）」
　とっさに身を隠そうとして、湯の中に潜ってしまっていた。
「（こ、こんなことがまえにもあったような……。そうですわ、あのとき……！）」
　それはまだ兼続が旗本生徒会から雇やとわれた刺し客かくとして、柳生道場に戦いを挑んだときのこと。
　避ひ暑しよに、徳川家の別べつ荘そうへと移動した道場の面々を追って、その別荘のメイドに化けて潜入した兼続は、仕事のあとの入浴時に、やはり宗朗と鉢はち合あわせしている。
　しかも兼続が入っていた風呂に、あとから宗朗が知らずに入ってくるという同じ状況だ。
「（あ、あのときは……）」
　別荘の浴槽は上から見ると「Ｌ」字型に近い形をしていて、柱に半ばさえぎられた小さなくぼみの部分があった。
　身を隠すには絶好の場所だったものの、熱い風呂にずっと入っていること自体が耐えられなくなった兼続は、少しでも湯から身体を上げようと、両手両りよ脚うあしを突つっ張ぱってくぼみの内側にへばりついていた。
　もちろん全裸で。身を隠すタオルもなく。
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　やがて気づいた宗朗が柱のくぼみを覗き込むと、かなり残念な姿の兼続と相対することに。
　しかも、長時間にわたる両手両脚突つっ張りで身体を支えていた兼続は、疲ひ労ろうと湯気などによる手元、足元の不ふ如によ意いで、ようするに、滑った。
　滑り落おちるところ、とっさに目の前の宗朗の顔に抱きついた。
　例えて言うと、子どもが肩かた車ぐるまされるのに、大人の背中側ではなく正面側に乗ってしまった、というふうで……、
「ガボガボ、ガガガ!!（あああああ！　ダメですわ！　この兼続、一生の恥ちじ辱よく、屈くつ辱じよくですわぁぁあああ!!）」
　たまらず兼続は逃にげ出したのだったが、しかし、
「（は！　いま考えてみれば、あれはまさに千せん載ざい一いち遇ぐうの形、というべきかもしれませんわ！　あのときの……）」
　あの形、ならば、兼続の徴の痣あざに宗朗の唇くちびるが触れることも可能。いや、限りなく可能性は高い。
「（そうですわ！　いまこそあれを……って、再現なんてできませんわぁああ！　場所も違ちがうし、だいいちあんな恥はずかしいこと、二度とできるわけ……！）ガボ！」
　そうする間にも、湯の中に潜った兼続が耐えられる時間は刻々と少なくなって来ている。「剣姫マスターサムライ」といえど息を止めていられる時間は常人と変わりないのだから、せいぜい二分も呼吸をしなければもう限界だった。
「ガボ、ボボ！（は、早く出て行け、ですわ！　だいたい脱だつ衣いカゴを見れば、誰だれか入っていることくらいわかるはずですわ！　そ、そうですわ！　このお湯を全部飲んでしまえば、少なくとも溺おぼれることは……む、無理ですわ！　そんなことできませんわぁあああ！）」
　せっぱ詰つまった混乱から、とうていあり得ない発想までが一瞬いい、と思ってしまう恐おそろしさ。
　ちなみに脱だつ衣いじ場ように兼続の衣類がなかったのは、いつもの「ほんとうはいない」という基本スタンスから、兼続が脱ぬいだ衣類を小さくまとめて隠してしまっていたからで、宗朗が見つけられなかったのも無理はない。
　とうとう我が慢まんしきれなくなった兼続が、
「ぷは！　はぁ、ぁ……！」
　湯の水面に顔を出した。大きく息を吸い込む。
　すぐに宗朗の驚いた声が聞こえてくる、と思った兼続は身をすくめた。が、いつまでもそれがない。
「……？」
　そっと目を開けると、洗い場に腰を下ろして背中を向けた宗朗が、手ぬぐいに石けんをまぶして背中を洗っていた。
「なんですの？　湯船には身体を洗ってから入る派ですの？　どっちにしてもこれはチャンス！　ですわ！」
　宗朗が背を向けている間に、そっと風呂場を抜ぬけ出せばいい。それで脱だつ出しゆつは完かん了りよう。
「完かん璧ぺき、ですわ！　……徴へのキスはまたこんど、作戦を立て直し、ですわね！」
　そっと身体を起こし、湯船から立ち上がる兼続。そのまま音を立てないように、出入り口に向かって歩く。
　チャポ、パシャ……。どうしてもわずかに水音がしてしまう。兼続はようやく浴槽の縁ふちまで歩き、あとは湯船を出て数歩で脱衣場へ、というところ、
「ふは、ぁ」
　寝ぼけた声とともに、再び開く浴室の引き戸。
「な！　こんどはなんですの!?」
　またも、反射的に湯船へ潜ってしまう兼続。が、すぐに、湯の中でも聞こえる大きな声に、もう一度顔を上げた。
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「お兄ちゃん！　入ってたの。十兵衛が背中、ながしてあげる！」
「あああ、十兵衛？　どうしてここに。眠ってたんじゃなかったのか!?」
　とつぜん風呂場に現われた十兵衛。もちろん身になにもまとわない全ぜん裸らだ。タオルは、手に持っているだけ。
「寝てたら目が醒さめて。お風呂入ってないの、思い出したの。だからお風呂場に来たらお兄ちゃんがいて。よかったぁ！」
「よくないよくない！　ぼくがいますぐ出るから、十兵衛は湯船に入ってて。あ、いや、ぼくが湯船に入って、十兵衛が……」
「（湯船には入るな、ですわ！　こっちへ来ないでぇええ！）」
「えー、いっしょに洗いっこするぅ！　最初は十兵衛が洗ってあげるの。次はお兄ちゃんが洗う番、だよ！」
　そう言うと十兵衛は、洗い場の床に膝を突いて宗朗の背中に抱きつく。
「ちょ！　ちょっと、待て、待って！　十兵衛、やめなさい、こ、こら、そこさわらない！　前はいいから、背中だけで……！」
「（な、なにをまたやっているんですの、兄きよ妹うだいでふしだらな！　ですわ！　あ、でもこの隙すきに……）」
　湯の水面すれすれから目だけ出すようあたりをうかがっていた兼続。逃げるならいましかない、と判断する。
　ふたたび浴槽の中、そっと出入り口へ近づく。いよいよ湯船から身体を持ち上げ、というところ、
「あ～ん、石けん、目に入ったよぉ！」
　宗朗とからみ合っていた（宗朗のほうは必死に阻そ止ししようとしていた）十兵衛が、声を上げた。
　石けんの泡あわのせいで塞がった両目を固く閉じ、身を起こす。伸のび上あがってシャワーをつかもうとした。
「そんなので立ったら危ないよ、十兵衛。あ……！」
「平気なの、お兄ちゃん……ぁ!?」
　宗朗の心配はさっそく的中し、バランスを崩くずす十兵衛。しかも自分で床に置いた石けんに足を乗せてしまい、一気に滑った。
「きゃあっ！」
「十兵衛！」
　支えようと宗朗も手を伸ばすが、間に合わない。まるで横飛びのように、十兵衛の身体が仰あお向むけに倒れる。というとき、
「危ない、ですわ！」
　とっさに飛び込んだのは兼続だった。
　十兵衛を抱き留めるというより、その下した敷じきになる角度でほとんど足からのスライディング。しかし、
「ぇぇえええ、ぁああああ!!」
　十兵衛の下には入り込んだものの、こんどは兼続が石けんに足を取られて盛大に滑る。もつれ合ったまま、風呂場の床を滑っていく先は、
「か、兼続!?　十兵衛も、う、うぁぁぁあああ！」
　それはまるで、ホームベースを守るキャッチャーが宗朗だとして、ダブルでスライディングしながら飛び込んでくる十兵衛と兼続、と見えた。
「ぐっちゃん？　お、お兄ちゃぁん！」
「ど、どいてどいてどいて、ですわぁああ!!」
　しかし避よけてしまえばこんどはふたりが壁かべに激げき突とつすることになる。宗朗は身を挺ていして受け止めるしかない。
　結果、
「きゃぁあああ！」
「ひぃぃい！」
「どぁあああ！」
　三つの裸体がぶつかり、からまり、混じり合う。
　そのまましばらく動けない三人。湯気の中、ぶつかった衝しよ撃うげきからようやく全員が立ち直り、顔を上げる。
「ぁ～ん、痛ぁーい」
「どうなってるんですの、い、痛……」
「ぅうう……」
　まだ身を起こすこともできないのは、痛みやダメージのせいばかりではなく、どこがどう？　というほど手て脚あしがからみあってしまっていたからだ。それは、
「ん。ぐっちゃん？　十兵衛のこと助けてくれたんだね、うわぁい、ぐっちゃんっ！」
　上半身が密着しているのは十兵衛と兼続だ。
　とっさに飛び込んで来た兼続を、感謝した十兵衛が抱だきつく。
「むにゅ！　と、当然ですわ！　この兼続、いかなるときも警けい戒かい怠おこたりなく、ですわ。こんな場所でも……」
　言いながら兼続は、妙みような違い和わ感かんに顔を曇くもらせた。
　その兼続はといえば、大きく脚あしを開いた仰向けで寝そべっている。それはいいが、なんだか背中、つまり身体の下がモゾモゾ動く。
「な、なん、ですの？」
　ほとんどＭ字開かい脚きやくに近い状態の腿ももの間、もっと言えば股間の向こう、ヌッと顔を上げる、文字通り顔を出すのは、
「ぷは、ぁ！　どうなってるんだ。みんな、ケガはない？　十兵衛に、それと……ん、兼続……？」
　宗朗も気づいた。兼続を見上げる。限りなく兼続の股間から。
　ようは、仰向けに倒れた宗朗の上に、やはり仰向けの兼続が完全に乗ってしまっている状態。それも、お互たがい頭と脚を反対向きに。
「あ、あ、あ……！」
「か、兼続……」
　視線が交差する。目が合う。見つめ合う。
「ま、待て、兼続、これは……」
　しかし抑おさえようとする宗朗の言葉もむなしく、
「きゃぁぁぁああああ！　ですわぁぁぁああああ!!」
　もがく兼続。身を起こそうと暴れる。
　しかし兼続の上体には十兵衛がのしかかるようにふさいでいるほか、両脚にも宗朗の腕が半ばからんでしまっている。
「わぁ、ぐっちゃんっ！」
　暴れるほど、兼続と十兵衛、宗朗はますます互いにぶつかったり押おし合あったり、密着したりを繰り返すことに。
「きゃああああ！」
「むぐぐ、ぅ！」
　しまいには完全に、兼続の脚に挟はさまれ、股間に押しつけられる宗朗の顔。
　いきおい、密着した宗朗の顔は兼続の下腹部に、
「チュ……」
　触れた。唇がまさに、徴の痣に。
　その瞬間、
「きゃぁぁあああ！　ひぃぃいいいい！　わ、わたくしも、変わって……変わってしまいます、のぉぉおおお!?」
　押し寄せる圧あつ倒とう的てきな感覚に、声を上げ、のけ反る兼続。まだまだ発育途とち中ゆうの裸ら身しんが白く、眩まぶしく輝かがやいた。
　次の瞬間、
「きゅぅぅぅぅぅ……がく」
　目を回し、がっくりと崩れる兼続。
「わ！　わ！　ぐっちゃん？　ぐつぐっちゃん？　ぐっちょりーな？　ぐっちょもらんまで……」
　あわてて抱き起こす十兵衛。ようやく緩んだ腿の間から、宗朗も顔を上げる。
「兼続！　だいじょうぶか、兼続」
　しかし兼続はすっかり意識を失っている。
　意外と幸せそうなその表情は、寝ね顔がおにも似ていた。
「ぐっちゃん、ぐったりーの？」
　この期ごに及およんでまだ十兵衛の追い打ち。
「……な、名前ネタはもう勘かん弁べんなさいませ、ですわ……」
　うわごとのように言うと、再び失神する兼続であった。
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「なんじゃと、兼続までが徴のキスをなした、と」
　道場の離はなれ。幸村と又兵衛の部屋だ。
　又兵衛の報告に、さすがの幸村も驚きを隠かくせない。
「はい。風呂場でもつれ合うように転んだあげく、偶然キスに至った、ということのようです」
「なんと。十兵衛も偶然だったではないか。偶ぐう然ぜん偶ぐう然ぜん偶ぐう然ぜん……なぜ誰もかも偶然でそんなところにキスができるというのじゃ！」
　憮ぶ然ぜんとして不満を吐はき出す幸村。その表情には苛いら立だちと同時に焦あせりもある。
「十兵衛はともかく、兼続ごときに後おくれを取るとは、どういうことじゃ！　あやつにだけは負ける気がこれっぽっちもせんというに、それが、それなのに！」
　小さな身体を怒いかりに震ふるわせ、ギュッと拳こぶしを握にぎりしめる。
　白くなるほど握った拳もまた子どものように小さく、戦いの場においてあれほど自在に大鉄扇を操あやつるとは、信じられないほどだ。
「幸村さま、いかがいたしますか」
「うむ。その策をじっくりと練っておったところじゃが、もはやのんびりとばかりもしておれん」
　幸村はそう言ってひとしきりまた考えていたが、首をひねり、
「ときに、兼続のやつの徴は、どこにあったのじゃ」
　問うと、又兵衛が立ち上がって、
「このあたり、かと」
　自分の下腹を指さす。
　それは、いつも締めている又兵衛の下帯の、ショーツでいえばゴムにあたる部分の、さらに下、というところだった。
「そんなところに、宗朗はキスをしたというのか！」
　見ている幸村が、顔を赤くして言う。
「あくまで偶然、ということのようです」
「そ、それはわかっておるが、しかし……むぅぅ」
　幸村は座すわりながら、自分のお尻しりのあたりがムズムズするのを感じて、また顔を赤らめる。居住まいを正す、と見えて何度も座り直なおし、
「それならばわらわの場所のほうがキス……唇が触れやすいのではないか。い、いや、しかしどうやって自然に……やはり食べ物作戦じゃろうか。いっそのこと、宗朗に正直に打ち明けて……い、いや、それはいかん！」
　どうどう巡めぐりに陥おちいっている幸村に、見かねたように又兵衛が言う。
「幸村さま。よろしければわたしが、先に宗朗さまに試みてみますが」
「なに、おぬしが。しかしそれでは……うむ、あの千も先に半蔵を行かせてようすを見ておったほどじゃ。確かに策として悪くはない。悪くはない、が……」
「いかがでしょう」
「しかし又兵衛、おぬし、勝算はあるのか」
　幸村に言われ、又兵衛はいつものように表情ひとつ変えずに、言った。
「勝算、と言うほどのものではありませんが、ふたりきりになればいろいろなことが起こるもの、と心得ますので」
参◆出会いのテンプレート
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「十じゆ兵うべ衛えといい兼かね続つぐといい、いったいどうなってるんだ……」
　翌日の朝の通学路。
　余よ裕ゆうを持って出てきているせいで、宗むね朗あきらの足取りはゆったりしている。天気も上々。ほんとうなら鼻歌のひとつも出てきそうな気分なのだが、
「十兵衛も兼続も、気持ちよさそうに眠ねむったままだし。いくら春しゆん眠みん暁あかつきを覚えずと言ったって、授業をさぼってちゃ仕方がないよなぁ」
　出てくるのはため息のほうだった。
　十兵衛も兼続も、いくら起こしても起きず、起きたと思って安心するとまたその場に倒れるように眠ってしまう。
　宗朗が幸ゆき村むらに尋たずねても、
『ほおっておけ、知ち恵え熱ねつのようなものじゃ。とくに兼続は、じゃな』
　とにべもない返事。
「ちゃんとお医者さまに診みせなくていいのかな」
　しかし「剣姫マスターサムライ」や「将」の身体のことは、現代医学でも解明できるものではない。
「けっきょく、集団でなるべく行動するっていうのもなんだかあやふやになっちゃってるし」
　果し状の一件で、必ずふたり以上で連れ立って行動する、と決めたはずなのに。
「ウキッ！」
「まあ、ひとりじゃない、か」
　宗朗の頭の上に乗っているのは、佐さ助すけだ。猿形態のほうである。
　十兵衛と兼続はそういう事情で休み。
　幸村は、
『わらわは策を練るので忙いそがしいのじゃ！』
　と言って離れを出ようとせず、たいていいっしょのはずの又また兵べ衛えは姿が見えない。
　千せん姫ひめも、
『今日はダメ！　千せんは作戦を立てるので忙しいんだから。別に授業に出るのがイヤなわけじゃないんだから、ね！』
　と、まるで幸村のデジャヴュを思わせるような言い分でやはり休み。こちらには半はん蔵ぞうが付き従っている。
　義ぎ仙せんはといえば、昨日からずっと見ていない。
「いったいどこに住んでるんだ。ほんとうに屋根裏を住すみ処かにして、あちこちを見張ってるのかな」
　だとしたら、昨日の風呂場でのことも見ていたのだろうか。
　というより、これから道場で起こることはすべて、もしかしたら道場以外でも、義仙の眼がどこからか見ているのだろうか。
「ありえる、気がする」
　まるでストーカー……というよりストーカー以外のなにものでもない。しかし義仙ならそれがおかしくない、と思えてしまう。
「まあきっと、いいふうに見守っていてくれるんだ。そう、思いたいよ。……そう思うことに、しよう」
　ついつい独り言が多くなる宗朗だ。
「ウキ？」
　不思議そうに見下ろす佐助。
「そうだな。今日は早く帰って十兵衛と兼続の具合を確かめないと」
　気を取り直した宗朗が歩調を早める。
　学園の城じよう郭かく構造が見えてくる。天主に当たる生徒会棟とうを仰あおぎ見みながら、いつものように学生街の辻つじを曲がる。と、
「ん!?」
　ただならぬ気配に、宗朗は身構えた。いや、身構えようとしたが、そのときにはすでに遅おそかった。
「すいません、すいません、どいて！　どいてください、すいません……！」
　猛もう然ぜんと走ってきた少女と目があった。と思ったらもう、
「危ない……！」
　避けることもかなわず、思い切りぶつかってしまう。
「きゃぁあっ!!」
「のぁあ！」
「ウキュゥゥ！」
　少女をかばいながら受け身を取るのが精せい一いつ杯ぱいだった。ふたり、もつれるように地面に転がる。
　佐助はすんでで飛とび退のいていた。
「……痛た、た……、き、キミ、だいじょう……ええ!?」
　いち早く身を起こした宗朗が、同じく地面に横になった少女を抱き起おこす。少女もまた、苦痛に顔をしかめていたが、
「ふ、ふいまへん、はりあろうおらいまふ」
　滑かつ舌ぜつがおかしいのは、口に焼いた食パン＝トーストをくわえているからだった。
「え、そのパン、さっきは？」
　ぶつかったときにはトーストなどくわえていなかったように宗朗は思ったが、一瞬だったし見み間ま違ちがいかもしれない。
　中等部の制服を着た少女は小さく、華きや奢しやで、ショートカットの前まえ髪がみの間から、丸っこい瞳ひとみが宗朗を見上げていた。
「あ、あの、すいません！　あの！　……トースト、召めし上がり、ます？」
　口にくわえていたトーストを差し出すから、
「いや……それより、どこもケガしてない？」
　ケガや痛いところをもう一度宗朗が聞こうとすると、
「あ、はい、平気です、すいません……そ、それと！　メガネ！　メガネが……メガネメガネ……」
　急に宗朗の腕うでから離れて、少女は四よつん這ばいになると、地面を探し始めた。
「メガネも掛かけていたっけ？　あ！　あそこにあるよ。落ちて……」
　指さす宗朗が少女を振り返かえると、こっちに向けられた小ぶりな下半身が目に飛び込んでくる。
　ごく短い制服のスカートは、こんなときまるでその中を隠してくれたりはしない。ぴっちりしたショーツに包まれた小ぶりなヒップが、見せつけるように宗朗に突きつけられていた。
　ショーツの柄がらは、水色の横よこ縞じま。
「え、っと……！」
　あわてて横を向く宗朗。そうしてメガネの場所だけを指さす。
「あ、ありました！　すいません、どうも、ありがとうございます、えと……」
　拾い上げたメガネをハンカチで拭ぬぐうと、顔にかける少女。ようやく立ち上がるが、
「いけない。わたし、大事なことを！　すいません！」
「え、まだなにかあったの、か、い……!?」
[image: 画像]
　次の瞬しゆ間んかん、宗朗はまた信じられないものを見ることになった。
　立っていた少女が目の前で消えた。と思ったら、
「す、すいません……！」
　頭上にいた。その場で縦にクルッと一回転し、脚から落ちて来る。そしてその脚は、宗朗の顔をちょうど挟み込んだ。
「うぐ、ぁ!?」
　もちろんそんな技わざを受けて立っていられるわけはない。
　背中から倒れ込む宗朗。その上、というより顔の上に完全に少女のヒップ、股間が乗ってしまう。宗朗の顔を自転車のサドルにしたような、と言えば理解が早い。
「ぁ、痛ぁい……きゃっ！　ご、ごめんない！　すいません、すいませ……！」
　けんめいにあやまりながら、目を開けた少女が自分の短いスカートの裾すそを持ち上げると、
「もが、が！」
　そこには縞しまのショーツにほとんどふさがれた宗朗の顔が。
　見る見る真っ赤に染まる少女の顔。耳たぶまでが色づいた、と思うと、
「きゃぁああああ！　イヤぁぁぁあああ！」
　耳をつんざく悲鳴が迸ほとばしる。
「ぐぐぐ、むむ……！」
　はね除のけたくても完全に顔の上に乗っかられてしまっている。その上、口までもショーツでふさがれているので、宗朗にできるのは呻うめくことだけ。
「きゃぁあ！　す、すいません、すいま……きゃぁあああ！」
　あやまるものの、また下を向くと股間の下の惨さん状じようが目に入って、少女は再び悲鳴を上げてしまう。
　必死でスカートの裾を抑えていた。
　そんなことをしても股間に密着した宗朗には無む駄だだ。宗朗の顔を敷しいているお尻を持ち上げて退くべきなのだが……。
「だ、ダメぇぇえええ!!」
「ウキ!!」
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「……ほんとうにすいません、すいません！　あの、おケガとか、ほんとう、だいじょうぶでしたか」
　数分後。
　上半身を九十度の角度に何度も折り曲げ、必死であやまる女子生徒がいた。その前にはもちろん宗朗が。
「いや、もういいよ。別にケガなんてしてないし。ただ、びっくりしただけで。……それにしても昨日といい今日といい、なんだか顔を女のコの胸や股またに挟まれたり下敷きにされたり、続くよなぁ」
「え？」
「あ、いや！　なんでもないんだ。なんでも」
「あの……すいません、見えました、か？」
　恥ずかしそうに、上目で見あげる少女。下がった眉まゆと染まった頬が彼かの女じよの羞しゆ恥うちを物語っている。
「見えたって、下着のこと？　うん……い、いや、見えなかったよ。というより、顔中ふさがれてて、目も開けられなかったから、見えてない」
　じつはそれ以前に、四つん這いでメガネを捜さがしている少女のヒップはすっかり見えていたのだが、それは言わないことにする。
「ほんとうですか！　あの、すいません、よかった……ありがとう、ございます！」
「でも……一度起き上がってから、自分で宙返りして、ぼくに脚……股からぶつかってきたような……」
「はい？」
「う、うん、いや！　いいんだ。とくにケガがなければもう、それで」
　始業時間もそろそろ迫せまってきている。
「じゃあ。あと、気をつけて」
　それだけ言って背を向ける宗朗を、少女が呼び止めた。
「あ、あの！　柳やぎ生ゆう、宗朗さん、です、よね。すいません、すいません！」
「そう、だけど。なんでぼくの名前を」
　振り返る宗朗。無意識に、わずかに足を送って身体を開いた。いつでも刀を抜ける姿勢がとっさに出てしまう。
「す、すいません、ぶしつけなことで、すいません！　まず、あたしから名乗らないといけないのに、すいません……中等部三年、薊あざみ……あ、浅あさ見み！　浅見、ゆう、です。すいません……！」
「浅見さん、だね。うん、わかった」
「は、はい。すいません、その……お名前を存じ上げていたのは、柳生先せん輩ぱいが、あの、そ、その、すごく……有名で」
「有名、だって？」
　天あま草くさとの戦いはもちろん、生徒会との対立も、一いつ般ぱんの生徒にはそう知れていることではない。
　なのにどうして、と宗朗が思う、その気持ちが伝わったのか、
「あ！　え、と……その、柳生先輩が、す、ステキだって、あたしたちの間で言われてて、評判に……」
「ステキ……ぼくが？」
　こんどは宗朗が赤面する番だった。あわててゆうが言う。
「すいません！　すごく、ステキ、です。カッコイイ、です。その……あの、あ、あたし……先せん輩ぱいのことが……！」
　そこまで言うと、思おもい詰めたように宗朗を見つめるゆう。黒目がちの瞳が潤うるんで、頬ほおが桜色に色づいている。
「あの、浅見、さん？」
「ゆう、って、言ってください、すいません、先輩」
「それはいいけど、ゆう……」
「はい。すいません、すいません、先輩、あたし……あた、し……！」
　そこまで言うと、堪たえきれないというふうに、顔を両手で覆おおってしまうゆう。そのまま、わっ、と駆かけだした。
「あ！　ゆう！　ゆう……」
　意外なほど速く、あっと言う間に見えなくなるゆうの後ろ姿を見ながら、宗朗がつぶやいた。
「どうしたんだ……ぁ」
　地面に鞄かばんが落ちている。ゆうの鞄だ。
「こんなもの忘れていくなんて。……と、中等部三年、Ｃ組、浅見ゆう、か。これ、ないと授業が受けられないぞ」
　鞄に張り付けられたネームプレートを見る宗朗。
　届けないわけにはいかない。しかしいまから中等部を回っていては、宗朗の授業のほうが遅ち刻こくだ。
「いったん教室へ行って、二時間目のまえに……いや、ダメだ。しかたない、こうなったら……！」
　鞄を抱かかえると、こんどは宗朗が走り出す。
「ぬぁあああ！」
　ゆうに追いつくつもりで中等部の校舎へ向かって全力疾しつ走そうの宗朗。
　その姿を、はるか給きゆ水うす塔いとうの上から眺ながめていた者。
「……薊、よくやったですよ。あれだけフラグを立てて印象づければ、柳生宗朗、もはや我らの手に落ちたも同じ、です」
　長い黒くろ髪かみが風になびく。そう語るのは天あま海み笙しよ子うこだ。
「ほんとうにあれでよかったのでありましょうか」
　笙子のかたわら、八はつ哥かし衆ゆうの少女がひとり、片かた膝ひざを突いて控ひかえている。身体にぴったりしたくノ一装束にマスクで、その顔は見えない。
　笙子が見下ろして、
「石ざく榴ろ、なにが言いたいのです。古来、学園ではあのようにして男女が知り合うもの。資料にそうありましたし、そのとおりの効果を生んでいるようです。間違いはなかったと思っていいのですよ」
「しかし、少々不自然な感じがしたのでありますが」
「自然にことを運んでも、印象に残らなければなにもなりません。現に柳生宗朗の心には、しっかりと薊の印象が刻まれたです。やはり古来からの方法は正しかったのです。おまえたち、幼いころから甲こう賀がの里で育った者は、どうしても男女のキビに疎うとくなりがちです。しかしあの柳生宗朗、道場に八人もの『剣姫マスターサムライ』をはべらせ、ふだんから女漬づけの生活を送っていると聞くです。となれば、なまじの方法では振ふり向むかせることもできないはず。しかるに、一度の出会いにあれだけのイベントを詰め込むことで見事、宗朗の心に確たるフラグを立てることに成功したのですよ」
　長い説明に、石榴と呼ばれたくノ一がさらなる疑問を発した。
「その、イベント、とかフラグ、とはなんなのでありますか」
「恋れん愛あい用語、と呼んでもいいです。昨今、ちまたには恋愛、性愛をテーマにした電脳ゲーム、漫まん画が本ぼんが多く販はん売ばいされています。幕府の禁制品にもなるほどですが、手を替え品を替えなくならないのは、多くの殿との方がたが欲ほつしている証しよ拠うこ。となれば、殿方の恋れん愛あい傾けい向こうはすべてそこに詰まっている、と言ってもいいのですよ。今回とくに、もっとも有望な行動様式を組み合わせて、薊に授さずけたのです。男性の顔を股こ間かんで敷く、という、最初の行動が達成されなかったのでやや心配しましたが、なんとかリカバーできたようです」
「はあ、電脳ゲームと漫まん画が、でありますか」
　こころなしか、石榴がため息をついて肩かたを落としたように見えた。
「いずれにしろ、これは入り口。柳生宗朗自体も、いっしゅのエサでしかないです。これをきっかけに柳生道場の『剣姫マスターサムライ』八人、すべて討うち果はたすです。手脚をもいでしまえば柳生宗朗、ひとりではなにもできず、簡単に我わが手に入るです。そのために甲賀くノ一八哥衆の力、存分に見せてもらうですよ」
　笙子の言葉に、石榴が身を低くして答えた。
「は、であります！　あります、が……」
　その最後のつぶやきは仮面の中で消える。
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「教室へ行ったんじゃなかったのかな、ゆう。どこに……」
　ゆうを追って宗朗は中等部まで行ったのに、Ｃ組の教室に本人はいなかった。しかたなく、鞄だけを預けて自分の教室へ向かったものの、やはり遅刻。
「今日も罰ばつ則そくの補習かぁ。はー、ついてない」
　肩を落とす宗朗。
「ウキュ」
　午前中の授業が終わり、昼休みで外へ出た宗朗に、佐助がまた肩に飛び乗ってくる。授業中は教室に入れないため、外で待っていたのだ。
「今日は弁当もないんだよな。十兵衛や兼続は寝ねてるし、千姫さまは休みでなにかしてるし、半蔵さんはその手伝い。幸村はいつもあんなだし、又兵衛さんの姿が見えなくて……」
　けっきょく朝食も宗朗が自分で用意しなくてはならなかった。又兵衛がいないと、道場の家事全ぜん般ぱんがうまく機能しないことになる。
「今日は学食でなにか食べるか……」
　あきらめて、中等部・高等部兼けん用ようの学内食堂へ向かって歩き出す宗朗。その背中に、
「あ、あの、すいません……先輩！」
　聞き覚えのある声。振り返るとそこにはやはり、
「ゆう！」
　ゆうが、立っていた。
「すいません、先輩、その……よかったらお昼、ごいっしょしたり、ダメですか、あの……」
　あいかわらず、モジモジと自信のなさそうなふうで、顔を赤らめ、視線を泳がせている。
　こうしてふつうにしていると、ショートカット、メガネ、小こ柄がらなゆうの顔や体型がよくわかる。
　そして両手に抱えた大きなものが目を惹ひいた。
「それ？」
「は、はい、これ、お弁当、作って来たんです。すいません、どうかな、って、思って、その……」
　弁当、と言ってもゆうの持っているのは弁当箱などではなく、
「重箱……お重だよね」
　フルサイズの重箱が四段重ねだ。
「だ、ダメでしょうか。すいません、こんなの、なんですけれど」
　そう言ってゆうが重箱を開けてみせる。
　きちんと仕切りで小分けにされた、色とりどりの肉、魚、野菜料理。目にも鮮あざやかで、なにより美お味いしそうな香かおりが鼻を直ちよ撃くげきする。
　いちばん下の段は、きれいな俵たわら結びにされたご飯が、整然と詰まっていた。
「ウキュゥ!?」
「いや、ダメだなんて。すごく美味しそうだよ！」
　これから学食の味気ない食事で空腹を満たそうとしていた宗朗には、ひどく魅みり力よく的てきに見えた。
「ほ、ほんとうですか！　わたし、料理研究会で、お料理は好きなんです！　それで、ぁ、すいません、先輩にほめてもらってうれしく……すいません」
　重箱を持ったまま、何度も頭を下げるゆう。直角に近いほど上体を傾かたむけるので、重箱の蓋ふたに頭がぶつかりそうだ。
「わ、わかった！　わかったよ。そうか、料理研究会ね。ただ……いつもこんなすごいお弁当、食べてるのかい」
「……い、いつもじゃないんです、あの！　先輩のために、って……作って……すいません、すいませ……！」
「わ、待って」
　また激しく頭を下げるゆうを抑えて、宗朗は言う。
「でも、ゆうとぼくが会ったのは朝で、それが初めてだったのに、どうしてこんな豪ごう華かなお弁当を」
「それは！　その、先輩と会って、うれしくて……それで、急いで街へ行って、食材を仕入れて、作って来ました、すいません……」
「え！　じゃあ、あれから……授業は？」
「出て、ません、すいません……！」
　どうやら宗朗とぶつかったあと、その足で学生街まで行き、買い物をしてそれをさらに調理する、ということまでゆうはして来たらしい。
「どうりで、いないわけか」
　鞄を届けに宗朗が中等部の教室へ行っても、ゆうがいないわけがこれだったのだ。
「すいません……」
　申し訳なさそうに肩を落とすゆう。
「……わかった。もらうよ」
「すいませ……ほんとう、ですか？」
　宗朗の言葉に、ゆうがパァ、っと明るくなった顔を上げた。
「ああ。でももう授業を休むのはナシだ。いいね」
「は、はい、すいません、先輩……！」


「で、ここ、なんだけど……」
　強い風が吹ふき抜ける。コンクリートの上の土つち埃ぼこりを巻き上げていた。
「キュゥゥ」
　佐助も目をしばたかせる。
「は、はい。屋上です。すいません。先輩とふたりきりでお弁当を食べるには、ここがいいかな、って、すいません、すいません、思って……」
　ここは高等部校舎の屋上。
　たしかに、ふたりきりで昼食を取るのにはいいかもしれない。なにしろ誰もいない。
「ここって、入っちゃいけないんじゃないのか。鍵かぎ、かかってたよね」
「は、はい。すいません、でも開きました」
「いや、開いたっていうか、さっきすごい器具使って開けてなかった？　両手持ちの、こう、剪せん定ていバサミみたいな……」
　宗朗が言うのは、ケーブルカッターのことだった。
　屋上に通じるドアには南なん京きん錠じようがつけられており、基本、入れないようになっているうえ、その錠じようももう何年も開けられたことのないことを現わすように錆さびていた。
　ゆうはいきなり制服の上着の中からケーブルカッターを取り出すと、南京錠の掛け金部分を切断して破は壊かい、ドアを開けたのだ。
　ケーブルカッターといっても両手で操作する大型のもので、当然ながらふだん持ち歩いたりする類たぐいのものではない。
「すいません、すいません……！　どうしても先輩と屋上でお弁当が食べたくて、すいません、こうするよりほかにしようがなくて……すいません」
　そうして入った屋上は、ふだん使用不可のせいでベンチなどもなく、長いこと誰も足を踏ふみ入いれていないため土埃でうっすら覆われており、枯かれ葉はやゴミなどはまだいいほうで、ほぼミイラ化した鳩はとの死し骸がいなども見受けられた。
「ここでお昼……広くていいけど」
　とりあえず、鳩の死骸からは離れようと思う宗朗だった。
「すいません、ありがとうございます。じゃあ、こっちで……これ、敷きます、すいません」
　いったん重箱を宗朗にあずけて、ゆうは上着からピクニックシートを取りだした。
　とくに上着のポケットが膨ふくらんでいるというわけでもないのに、さっきのケーブルカッターといい、どれだけ物が入っているのだろうと宗朗は思う。
「まあ、ちょっと問題はあったけど、でもお弁当が美味しければね……あ、いや、なんでも！　じゃあ、いただこうか」
　並んでシートの上に腰こしを下ろす。
「は、はい、すいません」
　ゆうは使い捨てのウェットティッシュを宗朗に手て渡わたし、自分も手を拭った。そのうえで、水すい筒とうから暖かいお茶を注いで手渡してくれる。すべて、ゆうの上着の中から出てきたものだ。
「えと、手品が得意なの、かな」
「い、いえ、手品ではなくて、忍にんじゅ……す、すいません、いえ、あの！　ど、どうぞ……！」
　箸はしと取り皿も出てきて、とにかくも昼食が始まった。


「……いい首しゆ尾びです、薊。出会いフラグの次はお弁当フラグ。それも手作りで、ふたりきりの屋上で食べるのですよ」
　と言うのはまたも天てん海かい、つまりは笙子だ。
　相変わらず給水塔の上から遠とお眼め鏡がねで宗朗とゆうを監かん視ししている。かたわらは石榴がかしずいていた。
「食事で男を釣つる、たしかに王道でありますね」
「ええ。柳生宗朗の胸の内、もうすっかり薊の虜とりこ、といってもいいです。薊に料理をひととおり習わせておいたのが功を奏したようですね」
「でもいつのまに料理研究会なんて、作ったのでありますか」
「昨日ですよ」
「昨日！」
「ええ。わたしたちサークル評議会が手続きをし、承しよ認うにんすれば生徒会も拒きよ否ひできませんですよ。どんなサークル、部でも作り、生徒を集めることもできますです」
　笙子が胸を張って答える。
「それは、わかっているでありますが、問題は……薊の料理の腕うで前まえのほうなのではありますまいか」
「そうです？　料理なんていくらでも……あ、ら」
「宗朗殿どのの顔色が変わってきたであります。これは……」
　ふたりはますます屋上の宗朗たちを注視した。


４


「……ど、どうでしょうか。あの、すいません、卵焼き、もっと食べます、か、すいません」
　となりでゆうが、空いた取り皿に次々料理を乗せては宗朗に手渡してくれる。
「ああ、うん……なんだか、変な……」
「すいません、喉のどが詰つまりました？　い、いまお茶を……すいません、はい、ど、どうぞ」
「ありがとう……こく、こく」
　お茶を飲んでひと息つく宗朗。しかし、
「これ……全部ゆうが作ったんだよね」
「は、はい。すいません、そうです、すいません。すべて、今日買ったばかりの新しん鮮せんな食材を使っています、すいません」
「そう、だよね。素材はすごくいいと思うんだけど……（なんていうか、味が……ないうえに……）」
　小さく宗朗はつぶやく。
　まずいわけではない。素材の新鮮さがよく出ている。が、それだけ。素材の味しかしない。どうにも味に刺し激げきが少ないというか……、
「あの……もしかして調味料使ったりとか、味見とか、してる？」
　思い切って聞いてみる。
「ぁ、はい……調味料、ですか、すいません。やっぱり入れた方がいいんでしょうか、あの……」
「え、じゃあ、塩とか砂糖とか、醤しよ油うゆとかみりん、とか……」
「入れていません、す、すいません。食材を揃そろえるのでせいいっぱいで……見た目をそっくりに作ろうと、したんですけれど、すい、ません……」
「見た目……」
「は、い、写真と同じに……食紅って赤だけじゃなくって、緑とか黄色とかあるんですね！　それで、けっこう、うまくできたような気がして、それで……す、すいません。やっぱり、美味しくないんです、ね……」
　そう言うゆうの瞳がみるみる潤んで来た。大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ちる。
「食紅……あ！　いや、美味しくない、とかじゃないんだ。よくできてるよ。かなりいいと思う。素材の旨うま味みが出てるしね。（この鮮やかな赤や緑は、食紅……）う、うん。血圧とか、血糖値が気になる人には、最高の料理なんじゃないかって、思うよ。……んぐ、ごく！」
　ゆうに盛りつけられた小皿から、料理を次々と口に運ぶ宗朗。たしかに、甘あまい辛からいなどの刺激は少ないが、これはこれで慣れれば……、
「（いける、かも！）……んっ！」
　決定的にまずいわけではないので、がんばれば食べられる。
　次々と重箱の料理を平らげていく宗朗に、
「す、すいません、あの、無理しないで、ください、先輩」
「無理はしてないよ。ちゃんと美味しい……」
　宗朗の言葉が止とまったのは、ゆうが箸で煮に豆まめをつまんで差し出していたからだ。
「あ、あの……どうぞ」
　このことの意味することはひとつ。限りなく、ひとつだ。
「う、ん……ぱく」
　躊ちゆ躇うちよしたものの、宗朗は箸先の煮豆を口で受け取った。口で直接、ゆうの箸から食べた。この行こう為いの名めい称しようはとくに決まっていないが、俗ぞくに、
「はい、あ～ん……」
　などと呼ばれている。
「ん、もぐ、んく」
　ゆうに差し出されるまま、次々と箸から食べながら宗朗は、
（こんなことしていいのかな。道場のみんなに見つかったら……）
　とりわけ幸村と千姫の顔が浮うかんだが、もう遅い。
　そうするうちにも、重箱の残りはすべてたいらげられていった。
「こく、ん。ごちそうさ、ま……」
　そして最後の最後のひとくちを食べ終えたあと、ゆうを見た宗朗は、また別の意味で衝しよう撃げきを受ける。
「……」
　ゆうが無言で頬を染めながら目を伏ふせている。
　その頬の中心には、ご飯粒つぶがひとつ。いかにもそこに付けた、というように存在感を放っていた。
「え、と……」
　宗朗が退いていると、
「あ、あの……すいません、なにかゆうの顔についていません、か」
「う、うん。ちょっと、待って」
　宗朗が手を伸のばす。顔に触ふれようとする、と、ゆうは首を振って、
「そ、その！　それは食べ物でしょうか。食べられるもの、なら……す、すいません」
「食べられることは食べられるんだけど……（い、いや、まさか）」
「すいません……ど、どうぞ……」
　そう言うと、やはり目を伏せたまま赤い頬を向けるゆう。そのまま固まる。
「え、いや！　それ、は」
　アウトだ。いかにも、これ以上ないほどアウトだ。と宗朗は思う。
　だいいち、ご飯粒を食べるだけなら、手で取ってからでもいい。直接口で、というのは頬にキスすること、それしかない。
（半蔵さんといい、どうして食べ物を直接口で取らないといけないんだ？　でもほっぺたなんてどう考えても無理だけど、ゆうが目をつぶってるなら、ぼくも目をつぶれば……）
　そうすればできるのでは？
　迷ったあげく宗朗は、自身も目を閉じて顔を近づける。ゆうの頬の熱さが伝わる、吐と息いきを感じる近さ。
「キュゥゥ！　キュゥ!!」
　急に、佐助が声を上げ、暴れ出した。宗朗の髪かみを乱暴に引っ張る。
「痛っ！　こ、こら、佐助……」
　思わず目を開けた宗朗は、ゆうとの距きよ離りの近さにドキッ、とする。そのきめ細かな肌はだの頬に、数センチもない。
（そうだ。無理なんてしなくていい。自然に、できることで……）
　そう思うと宗朗は、
「……はい」
　指で、ゆうの顔のご飯粒を取った。
「ぁ、先輩……」
　ゆうが驚おどろいて目を開ける。宗朗は指に残ったご飯粒を口に入れた。
「取れたよ。ごちそうさま。おいしいお弁当だった。調味料を適度に使うことをおぼえれば、すぐに料理が上手になると思う。食紅は……いらないかな。とにかく、そのときはまた、食べさせてよ」
　それだけ言うと、宗朗は立ち上がる。ちょうど、午後の授業のベルが聞こえてきた。
「いけない！　また授業に遅おくれる。ゆうも早く中等部に帰ったほうがいい。ひとりで帰れる？　送って行こうか」
　宗朗が言うと、ゆうは首を振った。
「い、いいえ、すいません。だいじょうぶ、です。すいません」
「そう。じゃあ、ね！」
　宗朗は手を振ると、きびすを返して階下へ降りる出入り口ドアへ向かう。その背中に、
「あ、あの！」
　ゆうが声を掛けて、呼び止めた。
「うん？」
　振り向く宗朗。立ち上がったゆうが、
「あ、ありがとう、ございました。すごく、その……楽しかった、です」
　そう言って、小さく頭を垂れる。
「ありがとうはぼくのほうだよ。お弁当もいただいたしね。ぼくも楽しかった。もう授業が始まる。またね、ゆう」
　こんどこそ、背を向けて走り去る宗朗。
「キュキュゥ！」
　離れたところで見ていた佐助も、その肩に飛び乗って見えなくなる。
　屋上にひとり残されたゆうは、
「……柳生、宗朗先輩」
　ポツッ、と漏もらした。両手を祈いのるような形に、胸の前に組みながら。


「なんです。あと一歩で……！」
　こちら、給水塔の笙子と石榴。
「薊の術が使える、というところでありましたか」
「そう、です。あれはしかし……術を使ってもおかしくない距離でした。なぜ、薊は……」
　笙子の表情が曇くもる。
「薊になにか考えがあったのでは」
　石榴の言葉に、
「ならいいんです。なら……。どちらにしてももう少し見る必要がありそうです」
「心得ているであります」
　そのままふたりは、音もなく給水塔の上から消える。


５


「肝かん心じんなのは、おチビちゃんより早く徴しるしへのキスを済ませることよね！」
　拳こぶしを握にぎって断言するのは千姫だ。
　いつもの柳生道場の客間。下座に控えた半蔵が心配そうに顔を上げる。
「しかし御お姫ひいさま、早い遅おそいは問題ではない、と……」
「建前はそうかもしれないわ。でも、気持ちは別よ。宗朗が千の徴にキスするっていうことは、ただのキスじゃないの」
「と、おっしゃいますと」
「いい？　おまえとか、トンカチの徴に宗朗がキスしたって、それは腕とかお腹なかとかに唇くちびるがたまたま触れただけ。ただの一時的接せつ触しよくに過ぎないの」
「は、はい。そうです、けれど」
「そこへ行くと、千は宗朗の幼なじみでもあるのよね。幸村のおチビちゃんよりもずーっとまえから宗朗を知ってたんだから。そのうえいまはこんな感じでしょう？　つまり、千と宗朗は、結ばれる運命……ん、んん！　だから、そ、そうよ。『剣妃サムライブライド』にいちばん近いのは千に決まってるんだから、ね！　だから千とのキスは、もっとずっとロマンチックな流れの中で起きること、なの。もう、わかる!?」
　なぜか急に顔を赤く染めて、眉を吊つり上あげる千姫。
「は、はあ。わかるような……それはつまり、徴へのキス、ということだけではなくて、宗朗くんと、その、一連の行為として……」
「そう！　そうよ。ようやくわかったのね、おまえも！　そのうえおチビちゃんには先を越こされたくないし、かといって、焦あせって徴にキスだけなんて雰ふん囲い気きぶち壊しだし……ああー！　イライラする！」
　拳をギュッと握ると、キッと半蔵を睨にらむ。
「ひっ！　……あ、あの、御姫さま、どうぞ落ち着かれて。い、いえ、半蔵へのお仕置きならば、存分に……存分に受けます！　けれど」
　こんなとき、とばっちりが来るのは半蔵の役目。いっしゅの仕事だ。
　怯おびえながらも、なぜかポッ、と頬が色づいて、モジモジする半蔵に、千姫は一いつし瞬ゆん惹ひかれたように見えながら、すぐにフン、と顔を背そむける。
「なによ。いまおまえをいじめたって、つまらないわよ」
「は、はい」
「でも、おまえが真っ先に徴のキスを済ませたのはよくやったわ。ちゃんとほめてあげてるんだからね」
「はい！　ありがとう、ございます」
「で、どうなの？　キスされたときのこと、千に詳くわしく話して。聞かせなさいよ」
　一転、目を輝かがやかせて半蔵を覗のぞき込む千姫。
「そのことはもう、何十回もお話しして……は、はい！　それは……身体がうんと熱くて、灼やけてしまうような……内側から熱が噴ふき上げて来て、いてもたってもいられない、そんなふうな……」
「ふんふん、それで？」
「それだけ……あ！　っと、なんと申しますか、奥おくの方が……」
「奥の方……」
「はい。お腹の中の、ずっと奥の方が暖かくなって、そこからなにかがジワッとあふれてくるようで」
「あふれて、来るのね……」
「あふれ出て、そのうえ、もどかしいような、苦しいような、切ない気持ちが込み上げて……」
「切ない、気持ち……」
「いますぐにも、強く抱だきしめられたい、というような……やさしくよりも、強く、痛いくらいにされたい、そんな……ああ、もうこれ以上は……」
　そのとき、を生々しく思い出すのか、半蔵の頬も、肌もすっかり桜色に染まってしまっていた。
　袖そでの中に隠されている徴の痣あざまでが、鮮やかに浮き出だし、熱さえも持って疼うずき始めてくる。
「なによ！　いちばんいいところじゃない。もっと教えなさいよ！　あああ、もどかしいわね！　もう、もう……！」
　気がつくと、半蔵の肩をつかんでグイグイ揺ゆさぶっている千姫。
「あああ、お許しを……、御姫さま！」
　すでに半泣きの半蔵。でも少しうれしそう。千姫は、ハッと手を離はなし、
「なにやっているのよ、わたし。止めなさいよ、おまえも……！　そうよ。そうなのよ。こんなことやっている場合じゃないんだから、もっと真しん剣けんに……」
　そこまで言って、再び半蔵を見る。じっと見つめる目がじょじょに妖あやしい光りを帯びてくる。
「ぁ、あの、またなに、か……」
「いいことを思いついたわ！」
「いいこと……！　ひぃぃ」
　千姫の「いいこと」は、たいてい半蔵にとっての「よくないこと」だ。それが最終的には半蔵にとって「いいこと」だったりもするが。
「なに警けい戒かいしてるのよ！　違ちがうわよ。練習よ、練習！」
「練習、ですか」
　半蔵が顔を上げる。
「そうよ。なにごとも練習、でしょお。ぶっつけ本番で臨んだら、どんな失敗をするかもわからないの。せっかくの、千の初めて……し、徴にキスされるのが初めてっていうことよ！　と、とにかく！　予習復習、練習なんだから！」
「は、はい」
「わかったの？　わかったら……千に、してみなさいよ」
「え……それは」
「千の徴に、キスしてみなさいって、言ってるの！　ほら！」
　そう言うと千姫は、上座にもう一度腰を下ろす。しどけなく膝ひざを崩くずした。
　上着はすっかりはだけられ、制服の超ちようミニもかろうじて下着を隠しているだけ。横よこ座ずわりに開かれた太ふと腿ももは、みずみずしい肌を付け根近くまですっかり見せている。
「お、御姫さま……？」
「だから練習、練習よ……！　半蔵、おまえが宗朗の役になりなさい。でも、練習なんだから、ほんとうにキスしちゃ、ダメなんだからね！」
　徴にキス、の練習。
　それがどれだけ役に立つのか、とか、そもそもそんな練習は必要なのか、ということすらもうよくわからない。
　わかっているのは、頬どころかすっかり身から体だじ中ゆうを桜色に染めた千姫が身を横たえる前で、同じかそれ以上に真っ赤な半蔵が困こん惑わくと混乱の中、身をモジモジさせていることで……。
「は、早く、なさい……！　千だって、ヒマじゃないんだから、ね！」
「は、はい、ただいま！　……で、では、失礼、いたします」
　半蔵がおずおずと進み出る。四よつん這ばいで這はい寄よると、千姫のスカートに手を掛けた。
「失礼、いたしま……」
　ドキドキのあまり、声が途と切ぎれてしまう半蔵。スカートの裾をゆっくり捲まくり上げると、下着に包まれた千姫の形のいいヒップが露あらわになった。
「ぁ……」
　まだ肌には触れられていないのに、意識するあまり、千姫も声を漏らしてしまう。
　しかしこれだけしても、徴の痣が見えない。
「あの、御姫さま、もう少しおみ足を開いていただかないと……」
「わ、わかってるわよ、それくらい……！　それに、ただ徴にキスするだけじゃダメだって、言ったでしょう！」
「え、でも」
「言ったはずよ。そういう、流れの中で、徴へのキスもあるだろうし……く、唇へのキスだって！　だから、それを練習しなきゃいけないって、言ってるのよ。そのためにおまえがいるのでしょう、半蔵！」
「は、は、はい……！　で、では……」
　と返事をしたものの、どうしていいかわからない半蔵。
　横たわった千姫を前に、ますますモジモジ。スカートの上から、ギュッと握った拳を下腹に押おしつけていた。
「（わたしが宗朗くんの代わりに……わたしが宗朗くんになったつもりで、御姫さまに……）」
「早くなさい！　半蔵！」
「は、はいぃ」
　自分に言い聞かせるように何度もつぶやいたあと、とうとう意を決して、
「し、失礼、いたします……」
　千姫の上に身を乗せていく。
　仰あお向むけの千姫の上、四つん這いの半蔵が身体を重ねていた。両手は千姫の顔の横。両りよう脚あしは、下半身を跨またいでいる。
　千姫からすれば、完全に半蔵が覆い被かぶさって来る態勢だ。
「半蔵……」
　千姫にとっても、こんな眺めは意外だった。まるで自分が、これからどんなふうにでも料理されてしまう、そんな形。
　それを相手に……この場合は半蔵に、ゆだね切っている。頼たよりなさと、だけど抑おさえきれない期待。
「……ん」
　それ以上見上げていられなくて、千姫は目を閉じてしまう。顔をわずかに、背けた。
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「御姫さま……いえ、千姫、さま」
　半蔵が言い直したのは、宗朗が千姫を呼ぶ、その言い方を意識したからだ。
　しだいに身を低く、千姫の身体に密着していく。半蔵の吐息が、もう千姫の肌に、うなじや耳にかかる近さに降りてくる。
「ぁ……」
「失礼……ご無礼、いたし、ます」
　きっとそれも、宗朗を意識した言いい換かえ。半蔵が千姫の首筋、襟えり元もとからわずかに覗いた肩かた口ぐちへと顔を埋うずめる。
「ぅぅ、んっ！」
　ビクッ、と震ふるえる千姫。
　半蔵の唇は触れていない。吐息がかすめるだけで、身体がこれほどに反応してしまう。
「千姫さま……ぁぁ、匂においが」
　衣きぬ擦ずれの音が大きく鳴った。密着したふたりの身体が体温を高めて、肌の匂いが強くなる。
　半蔵も、千姫の匂いに酔よったように、動どう悸きを早めていく。
　千姫の肌に触れないギリギリに、半蔵の唇が留とどまっていた。そのため、触れるのは鼻先や頬だけ。
「ああ……ぁ」
「ふぅ、ぅ、ん」
　ふたりの頬が合わさり、こすれ合って、頬ずりだけなのに驚くほど心ここ地ちよい。絹の感かんし触よくと暖かさが、もっともっと深い奥まで触れ合あえば、気の遠くなるほどの快感が、と予感させる。
「千姫、さま」
　上になった半蔵の長い髪がたれ落ちて、肌にさわさわと触れるのだけが、「女」を意識させて千姫の意識を引ひき戻もどす。
「は、半蔵、おまえ……ぁ、ん！」
　千姫の制服の開いた襟元。かきわけるようにして胸むなもとに半蔵が顔を埋めたのだ。
「すぅ……ぁ、ああ」
　半蔵にしても、千姫の肌の匂いをいっぱいに吸い込むだけで、声が漏れた。動悸はもう最高の強さと早さに脈打っている。
　互たがいの胸と胸が押し合うように密着し、混じり合うと、お互いの鼓こ動どうがバストを通じて聞こえて来る。
　身体の中にまで、響ひびいて来て、
「はぁ、ぁ、半蔵……っ」
「御姫さま……千姫、さま……ぁ」
　いつのまにかお互いの脚あしを入れ合って、下半身がからみ合っている。腿ももと腿がこすれ合い、その付け根までが合わさり、押しつけ合う。
「これ、が、徴への……ううん、きっと『剣妃サムライブライド』の……ぁぁあああ、んっ！」
　大きくのけ反る千姫。半蔵に強くしがみつく。
　半蔵はといえば、自分からも千姫を抱きしめたい衝しよ動うどうと戦いながら、じょじょに身体を下へ、千姫の下半身へとずらしていった。
　別れがたい千姫の胸から離れ、素す肌はだを見せているお腹へ。
「ぁ……くぅ！」
　しなやかに鍛きたえ上げながらも、柔やわらかさをたたえた白いお腹に、半蔵の顔が近づく。鼻先が肌をかすり、おへその窪くぼみに一いつし瞬ゆん触ふれる。
「ひっ、ん！」
　ビクン！　と痙けい攣れんする千姫。半蔵の吐息がなおもお腹を這い回まわり、前まえ髪がみがサワサワと肌をくすぐる。
　そしてとうとう、
「ご無礼、を……」
　半蔵の顔が、千姫の下半身に埋まっていく。
　最初はスカートの上から。それから太腿へと半蔵の手と顔がうごめく。吐息がカタツムリのようにゆっくりと這うと、
「ぅぅ……ぁ！　ぁああ！」
　千姫の腿は自然に緩ゆるんで、まるで半蔵を迎むかえ入れるように開いていく。
　もう徴の痣ははっきりと目にも鮮やかなほど輝いて、トク、トク、と脈打つように熱を持っていた。
「御姫さまの痣、すごく、おきれいです」
　目を開いた半蔵が、宗朗の口調ももう忘れて、うっとりと見つめるほどだった。
　もうすっかり開かれた千姫の脚の、付け根に近い内うち股ももにある徴。まくり上がったスカートの中、ショーツが汗あせでぴっちりと張り付く。
「ぁあ、ぁあ、熱い……熱いの！　身体が、熱い。いますぐ、脱ぬぎ捨すてたいの。なにも、かも……！」
「はい……御姫さま、ぅ、く」
　鼻先で触れるすれすれを過ぎながら、半蔵はせめて、と千姫のニーソックスを脱がせようとする。
　それも、手ではない。ときどき千姫に命じられるように、口だけで下ろすのだ。
　腿にぴっちり張り付いた口くちゴムを噛かんでつかむのは難しい。何度も唇と舌で浮かせよう、つまもうとしているうちに、つい歯を立ててしまう。
「きゃぁ、ん！」
「も、申し訳、ありませ……んっ、ぅ！」
　だが千姫は半蔵の頭をギュッと押さえつける。太腿に顔が押しつけられるほどに。
　腿を噛むなど、いつもはそんな失敗をしたら、たちまち別のお仕置きが待っている。なのにいまは、
「痛いの……いぃ、の。もっと噛んでも、いい。痛くても、いい、からぁ！」
「お、御姫さま」
「疼くの、わかった、の……あふれて、来ちゃう！　ひっ、ん！　いますぐ……キス……ほしい、のぉ！」
　甘かん美び過ぎる酔いに身も心もとろけたように、身み悶もだえ、訴うつたえる千姫。
「御姫さま、でも、それでは……わ、わかりました。失礼……ご無礼を、つかまつります」
「無礼、して！　もっと千に、無礼、してぇえ！」
「あのー失礼しま……え？　無礼？」
　新たな声が混じった。新たな空気も。
　本能的に千姫が顔を上げるとそこに……、
「あ、あの……千姫、さま。何度も、声をおかけしたんですけど、返事がなかったので……え、と」
　開けられた襖ふすまに手をかけて立っているのは、
「宗朗くん!?」
　半蔵も顔を上げる。もっともそれは千姫のスカートの中からで、いまふたりの姿は、仰向けに寝そべって両脚を広げた千姫と、その脚の間に顔を埋めていた四つん這いの半蔵という、限りなく……、
「あああ、委員長まで……！　お取り込み中……ご、ごめん！　じゃまして……」
　もはやこっちのほうまで赤面が伝でん染せんして、真っ赤な顔を手で覆おおってしまう宗朗。が、それに負けず、火が出るほど赤い顔の千姫と半蔵は、
「ち、違う！　違うんだから、これは……！」
「違うんです宗朗くん、わたしは御姫さまの……！」
　が、徴の痣にキスする予行練習をしていた、などとは、当の宗朗に言えるはずもない。
　するとふたりの形は、限りなく、怪あやしく、妖しくなっていく。
「と、とにかく！　ごめんなさい、おじゃましましたぁああ！」
　頭を下げると、一転、背中を向けて走り去る宗朗。ものすごい速さで廊ろう下かを、みるみる小さくなっていく。
「あ！　宗朗！　だから違うって……も、もぉぉおお！　バカぁぁぁああああ!!」
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「なんだか帰ってくるなり、すごいもの見ちゃったみたいで……あとで千姫さまや委員長に、ちゃんとあやまらないとな」
　井い戸どをくみ上げながら、桶おけに取った水でざぶざぶと顔を洗う宗朗。
　いつも帰るとすぐにすることなのだが、いましがた見てしまったものの熱を冷まそうとするかのようだ。
「……でも、なにしてたんだろう」
　まだ顔をびしょ濡ぬれにしたまま、宗朗はかたわらに掛けたタオルを取ろうと手を伸ばす。と、
「はい」
　手渡してくれる手が。
「ありがとう……又兵衛、さん？」
　タオルで顔を拭ぬぐってから横を見上げる。そこに、いつものように鑓やりを持った又兵衛が立っていた。
「……」
　その後、無言の又兵衛に、宗朗はつい、はは、とつい笑いかけてしまう。
（そういえば又兵衛さんとふたりきりって、珍めずらしいな）
　いつもは必ず、幸村が側にいたからだ。というより、幸村の側に、つねに又兵衛がいる、というふうだろうか。
「いい天気、だね、又兵衛さん」
「……はい」
「もう、お洗せん濯たくとか、終わった？　いや、又兵衛さん、お洗濯が好きだって聞いたから。あ、いつもぼくの洗せん濯たく物ものまで洗ってもらって、すいません。なんなら、残しておいてくれれば、洗います」
　宗朗が洗濯のことに触れると、
「……いえ、ついでです、から」
　又兵衛の頬に、急に赤みが差した。それ以外、表情は変わらない。
「あれ、幸村は」
「……幸村さまは、お部屋で研究を」
「そっか。あまり根を詰めないように言っておいてよ。じゃあ」
　それだけ言って、宗朗が離れようとする。すると、
「……宗朗さま」
　一拍ぱく遅おくれて又兵衛が呼び止める。宗朗は歩を止めて振ふり返かえった。
「宗朗、でいいよ。又兵衛さんのほうが年上だし」
　一歳さい年上のはずだ。しかしまだ生徒会副会長だったころの千姫の操作で、幸村ともども同じ学年、同じクラスになっている。
「……いえ、我が主人は幸村さま。そして我が『将』は宗朗さま」
「そう。それなら、うん。わかったよ。で、用があるんだよね」
「……」
「え、と……又兵衛、さん？」
　宗朗が再度問うと、又兵衛はわずかに頬を染めた。だがしばらく無言。ようやく発したひと言が、
「……宗朗さま、少しお話ししたいことがあります」
「は、い？」
肆◆秘術！　甲賀忍法究極奥義
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「ちょっと驚いたけど、たまにはいいかも、ね」
　宗むね朗あきらはそう言うと、小さく伸びをした。
「……」
　一歩離れて、鑓を担かついだ又また兵べ衛えが歩いて来る。並んで歩く、というより、後方を警戒する従者の位置だ。
　柳やぎ生ゆう道場から少し離れた川岸の土手。もう暮れかけた陽ひが、川かわ面もに大きく赤く映っていた。
「夕飯の時間には戻らないとね。あ、夕飯の準備とか、だいじょうぶ？」
「……今日は、半はん蔵ぞうさんに献こん立だてを伝えて、代わってもらいました。食材の買い物はもう済ませてあります。十じゆ兵うべ衛えさんや兼かね続つぐさんも手伝ってくれるはず、です」
　又兵衛が答える。
「そっか。いつも又兵衛さんには、家事をきりもりしてもらって済まないと思ってるんだ。あらためて、お礼を言わせてください。ありがとう」
　宗朗がそう言って笑いかける。又兵衛の顔に、サッと朱しゆが走った。
「……いえ。好きでしていること、なので」
　河原に人ひと影かげはない。
　たった数分でも目に見えて長くなっていく木の影かげが、さびしい風景にコントラストをつけている。
「で、話ってなんだろう。そろそろいいんじゃないかな」
　ちょうどベンチほどの高さにふたつ、並んでいる石のひとつに宗朗は腰を下ろした。又兵衛は座すわらず、その隣となりに立っている。
「……あの」
「うん」
　また数分が過ぎた。又兵衛は鑓の柄えを握りしめたまま、立ち続けている。その顔がさっきよりもずっと赤く染まっているのは、地平線にさしかかった落陽のせいばかりではないようだ。
「……ここ、に」
　又兵衛が鑓を持っていないほうの手で、自分の腿を指さす。
　そこに徴の痣があった。右みぎ脚あしの太腿。しかし千せん姫ひめのように内側ではなく外側だ。ふだんは薄うすくて注意しなければ見えない痣が、わずかに色を濃こくしていた。
「そこに、なにが」
　聞き直す、宗朗。
　正直宗朗は、彼かれの「剣姫マスターサムライ」たちの痣の位置を知らない。知る必要もなかったし、あえて見せろということもなかった。
　だから水着になったときなどに見える痣を、そのときはそうかと思っても、とくに気に留めていない。
　十兵衛の胸の痣だけは、最初の印象と、「剣姫マスターサムライ」となるたびに鮮やかに色づくせいで、憶おぼえていたが。
　又兵衛の痣も、言われてようやくというより、言われてもよくわからない、というのに近かった。
「……ここの徴の痣に」
「ああ、又兵衛さんのはそこにあるんだね。ごめん、忘れてたよ」
　済まなそうに笑う宗朗。
「そう、ですか」
　またしばらく沈ちん黙もく。
『よいか。そなたが行って、徴のキスを済ませて来るのじゃ。その首しゆ尾びをわらわに報告するのじゃぞ』
　又兵衛の中で、幸ゆき村むらの声が甦よみがえる。
「幸村さま……」
　策は、ある。だがそれをいま為なすべきか、と又兵衛は迷う。
　そのうえ、宗朗とふたりきりになったときから異常なほどの肌の熱さ、突つき上げるような疼きにずっと襲おそわれているのだ。
　じっとしていても、しっとりと汗が滲にじんでくる。身体の中の炎ほのおに、内側からめらめら炙あぶられているようだ。
　太腿の痣が、小さな心臓のように脈打ち、熱を持って鮮やかに浮かび上がっていた。
「又兵衛さん。それで、話ってもしかして、その痣に関係あることなのかい」
　そんな又兵衛の心中、身体の異変を知らない宗朗が、もう一度問う。
「そうなのです、が……ぅっ」
　又兵衛が急に片かた膝ひざをついた。痣のある太腿をかばうようにうずくまる。
「又兵衛さん！」
　驚いた宗朗が立ち上がる。肩かたを支えようとして、
「だ、だいじょうぶ、です」
　顔を上げた又兵衛と、ごく間近で顔を合わせることになった。
　しっとりと汗ばんで桜色に染まった又兵衛の顔。とりわけ、困ったような下がり眉まゆの表情。わずかに開いた唇が、苦しげにも見える。
　うなじや、大きく空いた襟元から覗く胸の谷間が、火ほ照てったように色づいていた。
　立ちのぼってくるほのかな香かおり。
　いつもは感じない又兵衛の肌の匂いが強くなっていた。
「ま、又兵衛、さん」
　こちらも狼ろう狽ばいする宗朗。
　なぜだろう。たくましく、凛り々りしい、頼りになる、つねに落ち着いて……形容するならそんな印象の又兵衛が、いまはひどく、
（か、かわいい……）
　そう思ってしまって、宗朗は急に赤面する。いったん意識すると、ドキドキ、ドクドク、胸の鼓動までが高鳴って、それがさらに顔の朱に火をそそぐ。
「宗朗、さま？」
　逆に又兵衛に、気き遣づかわれるほど。
「い、いや、ぼくはなんでも。それより又兵衛さんは。ほんとうにだいじょうぶなのかい」
　気を取り直した宗朗が、こんどこそ又兵衛の肩を支える。又兵衛もうなずいて立ち上がろうとする。
「ぅ」
　が、再びの疼きに声を上げた又兵衛がわずかによろけると、宗朗はすかさずその腰を抱きかかえた。
「ひゃぁ、んっ！」
　声が、上がった。発した当の又兵衛も驚くような、愛らしく、悲鳴にも似た声。
　宗朗の手に、素肌に触れられて、つい出てしまったのだ。
「ま、又兵衛さん？」
「……お騒さわがせして申し訳ありません。もうだいじょうぶです、から」
　又兵衛は、まだ顔に朱を掃はいたまま、ぎこちなく視線をわずかに逸そらしていた。手にした鑓もいつも通りなのに、どこか違う。
　宗朗は、あ、と気づく。
　下半身は下帯一枚なのに、いつもなら堂々とした姿勢が、いまはどこか恥はずかしそうにモジモジ、腿をすり合わせんばかりな内股になっている。
　これでは、印象も異なってくるはず。
「よかった」
　よかった、と言われて、又兵衛の顔の朱がますます強くなる。同時に、少しだけ不本意な表情が顔に出た。
「よかった、とは、どういう意味、ですか」
「あ、いや！　怒おこらせたら、ごめん。又兵衛さんも、ちゃんと女のコなんだな、って……あ！　そうじゃなくて、いい意味で、なんだけど。もともときれいで、ステキな又兵衛さんなんだけど……」
　宗朗の言葉は、又兵衛を一いつし瞬ゆん固まらせる。
　ボッ！　と湯気さえ噴き出でそうなほどに、真しん紅くに染まる又兵衛。顔はもちろん、身体のつま先までが朱に塗まみれている。
　ギュッと鑓を握りしめると、クルッと後ろを向いた。
「あ、又兵衛、さん!?」
　呼びかける宗朗に答えず、又兵衛の背中が激しく震えている。肩で息をしているのがわかる。
　宗朗はもう一度声をかけようとして思いとどまった。
　待とうと思う。又兵衛が自分から振り返るまで。
　やがて又兵衛の後ろ姿はじょじょにおさまり、いつもの背筋の伸びた、どうどうとした姿に戻っていくようだった。
「す、ぅ……」
　大きく息を吸い込み、吐はき出す又兵衛。すっかり肌の朱も醒さめている。
　長いポニーテールの髪がなびく。又兵衛はようやく振り向むき、向き直った。
「ご心配を、おかけしました。もう、だいじょうぶ、です」
　まだ少し、頬ほおに朱が残っているのかと宗朗は思った。しかしそうではない。
　太腿の徴はあいかわらず熱を持って疼き、色を強めているものの、又兵衛の脈も、肌も平常に近い。
「又兵衛さん。なんだか……」
「はい。肝心なことはまだ済ませていませんが、この衝動とつき合う術はわかってきたようです」
「肝心なこと？」
　宗朗が問う。又兵衛は、これを機会に、と心を決める。
「少々手て荒あらではありますが、これにてわたしの手段とさせていただきます。ようやくその決心が付きました」
「決心が……それは」
　再び問う宗朗の言葉が終わるのを待たずに、又兵衛は一瞬でその間合いに飛び込む。
「宗朗さま。ごめ……」
　が、ことをなす寸前、
「す、すいません！　あ、あの……！」
　突とつ然ぜん、響く声。
　宗朗が顔を上げ、又兵衛が振り返る。
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　長い影が、伸のびてきていた。ほとんど消えかかった陽光を真後ろから浴びて、暗くなった少女の影。
「ゆう？」
　宗朗が立ち上がった。又兵衛が、牽けん制せいするように鑓を引く。いつでもかまえられる持ち方だ。
　人影はゆうだった。ゆっくり歩いてくる。
「すいません、すいません、お邪じや魔ま、してしまって。あ、あの、わたし、どうしても宗朗先せん輩ぱいに、伝えたくて」
「伝える……ぼくに？」
「は、はい。どうしても、です、すいません」
「宗朗さま」
　ゆうはもう、鑓の間合いに入っている。又兵衛が半身で、ふたりの間に入ろうとした。宗朗を守るためだ。
「大だい丈じよ夫うぶだよ又兵衛さん。ゆうは中等部の生徒で」
「はい、宗朗先輩のお命、いただきに、まいりましたんです。すいません」
　宗朗が取りなそうとする間もなく、ゆうの言葉が、ふたりを凍こおらせる。
　いつもの口調。おどおどと自信なさげな、目を逸らした……なのにいつもとは少しだけ違う、にじみ出る奇きみ妙ような気配。
　言葉とは裏腹に、殺気ともまた違っている。
「なにを言ってるんだ、ゆう。きみは」
「下がってください、宗朗さま。この者、忍しのびです」
　又兵衛が進み出る。
「忍……サムライじゃないのか」
「サムライとは『気』が違います。とらえどころのない、それでいて強い『力』の『気』」
「すいません、よくおわかりになったと、思います。それと、すいません、宗朗先輩のお命じゃなくて、御おん身み、いただきに、まいりました、というか、つまり、じゃまなさるのなら、すいません、予告のとおり、ここで『果し合あい』、申し込みます。すいません、鑓使いの、後ご藤とう又兵衛さんに、です、すいません」
「果し合だって。それじゃあ」
「そうです。これは正式な『果し合』。受けていただくです、柳生宗朗。それに、後藤又兵衛……！」
　土手の上から新たな声が響いた。
　長い髪かみをなびかせた高等部の制服姿の少女。笙しよ子うこだ。かたわらにはやはりくノ一装束の石ざく榴ろ。
「誰だれだ。幕府の手の者なのか！」
　宗朗の問いに、
「それはお答えできませんです。ただし、わたしたち全員に勝てば、そのときはなんなりと望む問いにお答えしますです。申もうし遅おくれましたです。わたしは天あま海み笙子。天てん海かいと呼ばれてもかまいませんです。そしてその者は薊あざみ」
「薊？　それじゃゆうは」
　笙子＝天海が答え、宗朗が振り向く。さっきまでゆうだったその少女、薊が、
「すいません。騙だましていたわけじゃないんです。この学園での名前は、ゆう。でも甲こう賀がの里で生まれ育った名前は薊、です、すいません」
　言った。
「甲賀の里……。甲賀衆くノ一の者か。これでわかってきました」
　又兵衛が漏らした。
「ゆうは……きみは、最初からそのつもりで近づいて来たのかい。あの、ちょっと味付けは間ま違ちがっているけれど、でも手のかかったお弁当も、このためのただの仕し掛かけだったのか」
　宗朗が言葉を向けると、薊は一歩下がった。わずかに顔を伏ふせる。
「最初は……すいません、そのとおり、です。初対面の男子に印象を強くする、っていうことをいっぱいして、それで、先輩におぼえてもらって、気になる女子に、なるのが目的で、した」
「まんまと成功、というわけです」
　天海が自じ慢まんげにうなずくと、
「まあ、あれだけやれば、成功とかいう以前に『つかみ』は十分でありますね。わしづかみ、レベルでありますが」
　石榴がため息混じりに付け加えた。
「でも、お料理、美お味いしそうに食べて……残さず、きれいに食べてくれて、うれしかった、です、すいません。味付けしてなくて変なのに、また、作ってきたら食べてくれるって。わたし、初めてうれしくて、こんなに……誰かのために、ご飯を作って、それが食べてもらえるのがこんなにうれしいのを、初めて、わかって……すいません」
　薊の瞳ひとみは潤うるんでいた。前髪の向こう、こぼれ落ちそうなものを堪たえている。
「ゆう、それじゃ」
「いけません宗朗さま。あれなる者はくノ一、どのような手管を使うのかも」
　又兵衛の警告に、
「いや、ゆうの言葉に偽いつわりはないはずだ。あの目に」
　宗朗は、薊の目を真まっ直すぐに見て言った。
「ならば、その言葉信じましょう。けれどいまは『果し合』の最中。すべては『果し合』が終わってのちに、確かめてもらいます」
　又兵衛は鑓をかまえた。
　これは果し合。名指しで挑ちよ戦うせんされているのは又兵衛なのだ。その思いがある。
「又兵衛さん、でも」
「その通り、です。これは正式な果し合。すでに後藤又兵衛は薊の申し入れを受けたです。となれば尋じん常じようなる勝負、あるのみ。我らが勝ったあかつきには、柳生宗朗の身、もらいうけるです！」
　天海の言葉に、
「バカな。一方的な言い分じゃないか。だいたい、決まり事を満たさない『果し合』はただの私し闘とうだ！　学園の規則にもある。『果し合』を行う者は……」
「さよう。第三者による二名以上の見届け人が必要じゃ。ただし、双そう方ほうから二名以上の立ち会いがある場合は、その限りに非あらず、ともある」
　新たな声が宗朗のあとを引き取った。その声。
「幸村！」
　天海とは、宗朗たちを挟はさんで反対の土手の上。
「お兄ちゃん！　べーたさぁん！」
「ウキュ！」
　幸村。それに十兵衛と、その肩には佐さ助すけの姿もある。
「幸村さま。十兵衛さん……」
　又兵衛もしみじみとその名を呼び、見上げる。
「天海笙子……南なん光こう坊ぼう天てん海かいとはの。小こ洒じや落れた仕掛けをしたものじゃ。加えて配下の忍しのびの「気」。わらわに見み透とおせぬものはない！」
　幸村が胸を張る。張ってもあまりボリューム感とか豊かさとは無む縁えんの胸ではある、が。
「ほよ？」
　それを知ってか、十兵衛がじっと見ると、
「む、胸ばかり見るでないわ！　愚おろか者もの！　自分のと較くらべておるのか！」
　急に恥ずかしくなった幸村が、両手でスク水スーツの胸を覆ってしまった。
　幸村の「剣姫マスターサムライ」の能力が、宗朗や又兵衛の発する危機のシグナルを受信していたのだ。同時に天海や薊らの気も感知している。
　これで薊の側は天海と石榴のふたり。又兵衛側は幸村と十兵衛、それに宗朗もいる。
「ウキュ！」
　佐助もいた。いちおう。
「そこな、真さな田だ幸村ですか。噂うわさに違わぬお子様ぶりですね。どこをどう見ても……」
　と天海。じっと見つめるその視線にまたも幸村が、
「どこを見ておるのじゃ！　おぬしまでも言うか。まったく、勘かん弁べんならぬわ！　又兵衛、さっさとこやつらを片づけてしまうがいい！」
　憤いきどおる。
「そんな理由で『果し合あ』っていいのかな」
　いろいろと複雑な宗朗。
「ともかくこれで『果し合』の成立要件は整ったです。すでに又兵衛さんからは、「果し合」を受けるとの返事。これにて『果し合』の開始として、よろしいですか。異論なくば……」
　天海が迫せまる。
　又兵衛がうなずく。ことここに至って、宗朗も決意した。
「わかった。又兵衛さんを信じる。又兵衛さんが『果し合』を受けるというなら、ぼくの心も同じだ！」
「……宗朗さま」
　又兵衛の顔に一瞬よろこびが浮うかんだ。太腿の徴の痣も鮮あざやかに浮かび上がる。戦いをまえにした痣の作用だ。
「宗朗、先輩」
　薊が小さくつぶやく。しかし宗朗は又兵衛にすべてを委ゆだねた。戦いの成否も。その結果の、薊の生死、も。
　幸村が口を開く。
「ふむ。しょせん相手は忍。サムライですらない忍が『剣姫マスターサムライ』の敵ではないということ、思い切り知らしめてやるがよいぞ、又兵衛！」
　こんどは胸の前で腕うで組ぐみをしていた。
「がんばって！　べーたさん！　お兄ちゃん！」
　十兵衛も手を振る。
　それを見ながら天海が、
「双方、立会人による『助すけ太だ刀ち』は一度まで、です。それでは尋常に、勝負、です！」
　宣言し、ついに薊と又兵衛の果し合が始まった。
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「すいません、負けてください！」
　薊が大きく飛んだ。背中に背せ負おっていた忍にん者じや刀を引き抜ぬいている。両手で振りかぶり、又兵衛目がけて振り下おろす。
「……ふん！」
　が、又兵衛には大きなリーチの鑓がある。小こ太だ刀ち程度の長さの忍者刀など、まったく寄せ付けるものではない。
　そう思われた。が、
「ぷっ！」
　薊がなにか吐き出した。吹ふき矢やか、と一いつし瞬ゆん誰だれもが思う。
「!?」
　又兵衛の表情が変わる。鑓先の動きが鈍にぶった。
「又兵衛！　まさか吹き矢に……！」
　幸村の言葉どおりに、誰もが思った。しかし又兵衛は吹き矢で射い抜ぬかれたわけではなかった。
「べーたさんの手に、なにかついてるよ！」
　気づいたのは十兵衛だ。
「……この！」
　又兵衛が視線を落とす手元。鑓を握にぎった手に、べったりとなにかがまとわりついている。白い、トリモチのように見えた。
「なんじゃ、あれは」
「ホホホホホ！　薊は口から自在に粘ねん液えきを吐くことができるのです！　一度浴びたら数時間は剥はがれませんです！」
「トリモチの粘ねばりと、瞬しゆん間かん接せつ着ちや剤くざいの即そつ効こう性せい、接着性を兼かね備そなえた技わざであります」
　天海が言い、あいかわらず石榴が補足する。
「そうじゃった。あやつらは忍！　まともな剣の技で押してくるわけがない。すべては忍にん術じゆつ、奇道にて、鑓では不利やもしれぬ！」
　幸村が言う。
　鑓はリーチのある直線的な攻こう撃げきを得意とするだけに、敵の小細工を受けたりいなしたりするのは難しい。
　ましていま、又兵衛の両手ともに、薊の粘液トリモチが鑓の柄ごと張り付いていた。
「でも、べーたさん、鑓は握ったままだし、ダメなの？」
　十兵衛が聞く。幸村は、
「考えても見よ。鑓さばきには、柄の握り、握った手の返しや、握ったまま滑すべらせる送り、もちろん鑓の動きによって持もち替かえる、といった動作が欠かせぬ。突く、引く、払はらう、叩たたく、振る。鑓のすべての動きが、握りから発しているといってもいいほどじゃ」
「ほぁ、なるほど」
「いまその握りを封ふうじられた又兵衛は、単に鑓を持っているだけに等しい。効果的に振るって敵を攻撃することも、敵の攻撃を防ぎ、身を守ることも難しいのじゃ。あのような術、あの者が使うとは……！」
　ギュッと自分の大鉄扇を握った。
　果し合では両陣営とも、ただ一度だけ助太刀が許される。それをいま為すべきか、と迷った。
「すいません、すいません！　負けてください。ここで降参してくれれば、これ以上やらなくて済みます。ケガをさせたくないんです。すいません！」
　薊が背後に回り込む。又兵衛は足さばきで対たい抗こうするが、どうしても鑓が思うように動かせない。一いつし瞬ゆん遅おくれる。
「又兵衛さん、危ない！」
　宗朗が叫さけんだ。
「っ！」
　飛び込んでくる薊の忍者刀を、又兵衛はかろうじて柄を引きつけて受け流す。
「……ぬ、ぅ！」
　宗朗もまた、いつでも鯉こい口くちを切れるよう刀を握ったまま、じりじりと待つ。ふたりを目で追う。
「すいません、ダメなんですね。すいません、なら……これしか……すいません！」
　薊が又兵衛の左から迫る、と見せて大きく跳とび、右側へ回り込んだ。そこから一気に迫る。
「そこ、は……！」
　薊の動きを、又兵衛は予想していなかったわけではない。
　鑓は通常、左前半身でかまえる。このかまえでは、まっすぐ前と左へは、足のかまえをそのままに鑓を用いることができる。
　が、背後はもちろん、右からの敵には鑓をそのまま向けることができない。足さばきで身体ごとを向けるか、鑓の握りを逆に持ち直すしかない。
　どちらにしても、動きは一瞬遅れる。
　そのうえ又兵衛はいま、鑓を持ち替えることも持ち直すこともできない。圧あつ倒とう的てきに不利な構図だった。
「又兵衛！　避さけよ！　いまわらわの……！」
　幸村が大鉄扇を振りかぶっていた。又兵衛の救きゆ援うえんに飛ばすつもりなのだ。
　だがそれよりも薊の刀のほうが早い。
「『剣姫マスターサムライ』といえど、この近さでは……すいません！　やられて、ください！」
　薊が又兵衛の右脇わき腹ばらへ向けて、刀を袈け裟さに振り下ろす。すでに忍者刀の間合い。又兵衛の鑓は間に合わない。
「おおお！」
　気合いとともに、又兵衛は思いきり上体を右へひねり、鑓を突き出だした。かろうじて石いし突づき近くで刃を受ける。
　が、あまりに無理な体勢での手打ちになってしまっている。完全に型は崩れ、力のいれどころもない。
　この打ち込みは受けられても、二の大た刀ちには抗こうすべくもない、と思われた。
　その上、
「すいません、これで……終わりにしてください！」
　薊は飛とび退のきざま、口から粘液を放つ。それも二弾だん。体勢を崩くずした又兵衛には避けようもなく、粘ねん液えき弾だんは又兵衛の、
「ぅ！」
　顔の、それも目に直ちよ撃くげきする。かろうじて目ま蓋ぶたは閉じたものの、その上からべっとりと付着して、目を開けることを不可能にした。
「あーっ、べーたさんの目が、見えないよ！」
「ウキ、ウキュー！」
　十兵衛が叫び、
「いかん、あれではもう、又兵衛は！」
「又兵衛さん、いま！」
　幸村と宗朗は、ついに助太刀に飛び込もうとする。
　助太刀は、斬撃でいえばただ一度の打ち込みのみ。果し合をしている当人に代わって戦い続けることはできない。
　それゆえの一度きりのタイミング。このときしかないと思われた。
「助太刀無用！　です。幸村さま、宗朗さま……！」
　が、又兵衛の言葉で、思いとどまる。
「やれると言うのじゃな、又兵衛……しかし」
　幸村は大鉄扇を、指が白くなるほど握りしめた。宗朗もまた、刀の柄に添そえた手をけんめいに堪える。
「ホホホホホ！　薊の粘液に目を潰つぶされては、いかな鑓使いといえどもう勝機はありませんです。勝ったです！　この勝負、我らの勝ちです！」
　天海が勝かち誇ほこって宣言した。
「うーん、鑓使いにはまだ策がある、ということでありますかねえ。自や棄けになっての言動とは思われないでありますし」
　と石榴が言い、そして薊。
　いったん下がって距きよ離りを置き、
「どうしても、負けてはいただけないですね。すいません。では、しかたありません。命は取りませんが、おとなしく従っていただけるだけの処置を、すいません、こうじさせてもらいます」
　最後の一いち撃げきを浴びせるかまえを取る。
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「待て！　待ってくれ、ゆう！　これ以上の戦いは……！」
　そんな、宗朗の言葉にも、目を伏せて首を振る薊。
「すいません、もう、遅おそいんです。手て遅おくれ、です。すいません、わたしはもう『ゆう』ではなく、薊です。薊は主命を遂すい行こうするだけのくノ一です。天海さまのご命令がいまはなによりも絶対」
「なら、ゆうに戻ればいい！　また料理をつくってくれればいいじゃないか。料理の上手な又兵衛さんに、教わったらいい。そうやって」
「すいません。ありがとう、ございます。宗朗先輩のやさしさ、よく、わかりました。すいません、そういうの、初めてだったから、最初は変だって思ってたけれどいまは……いまは、宗朗先輩が多くの『剣姫マスターサムライ』さんたちとともにいる理由が、わかったような気がします」
「だったら！」
「いいえ。この果し合に勝ったあとで、まだ宗朗先輩が同じことを薊に言えるなら、そのときは」
「それはこちらも同じこと！」
　又兵衛だった。両方の目をふさがれながらも、鑓のかまえに隙すきはない。
「又兵衛さん、でもその目じゃ……！」
　止めようとする宗朗に、
「宗朗さま。又兵衛はまだ負けたわけでも、負けを認めたわけでもありません。我わが『将』ならば、ご自分の『剣姫マスターサムライ』を信じてくださるはず。宗朗さまならば。そしてわたしも、必ず『将』の期待に応こたえる『剣姫マスターサムライ』ですから。そうあるのが又兵衛ですから」
　その表情には笑えみさえ浮かんでいる。
「又兵衛さん。そうか、ぼくは又兵衛さんを信じると言っておきながら……。わかった！　ぼくはここで果し合を見届ける。勝負が……どんな形でついても！」
　宗朗の言葉に、
「宗朗さま」
　又兵衛がうなずく。
「宗朗、先輩……」
　薊も、小さくつぶやいた。
　ふたりのそれが合図だったかのように、果し合の場が動いた。
「行きます。これがほんとうの最後です。すいません……！」
　薊が又兵衛目がけて突とつ進しんする。
「来るよ、べーたさん！」
　が、一直線ではない。同心円を描えがくように又兵衛の鑓の間合いの外を回る。
　目を塞ふさぎ、手の自由も奪うばったとはいえ、又兵衛にはまだ鑓の突きがある。うかつに飛び込んでは万一の一撃を食くらわないとも限らない。
　薊は又兵衛の背後に回りながら、隙をうかがう。しかし又兵衛は鑓を向けることも、足のさばきで身体を回すこともしない。
「すいません、もらいました……！」
　勝負をもらった、と確信した薊が大きく跳ちよ躍うやくする。間に合わないながらも、又兵衛の振り返りざまの鑓を避けるためだ。
「避けよ、又兵衛！」
　幸村が叫ぶ。宗朗も同じことを口走っていた。
「勝ちましたです。これで柳生道場の『剣姫マスターサムライ』をひとり！」
「で、ありますか」
　天海と石榴も、もはや勝負の行方ゆくえは動かない、と見る。
　が、又兵衛のとった行動は、そんな全員を驚おどろかせるものだった。
「はぁ！」
　鑓を握ったまま、その場に伏せる。いや、仰あお向むけになる。
　そうして地面にぴったりと張り付いた。
「なに、を……！」
　薊は一いつし瞬ゆん虚きよを衝つかれた。が、襲しゆ撃うげきの軌き道どう、タイミング、斬撃の方向ともに勝っている。このまま打ち込めば勝利は間違いない。
　まして地面に仰ぎよ臥うがしたままの又兵衛に反はん撃げきの機会などはない。
　そう思われた。
「ぬっ！」
　が、又兵衛の鑓は突とつ如じよ佇ちよ立りつし、天を向いた。
　まるで一本の旗がそこに、誇らしげに立つように。
「又兵衛さん……そうか！」
　宗朗が感づいた。それは幸村も、
「又兵衛め、やりおる！」
「え、どうなるの？」
　声を上げる。まだ首をかしげる十兵衛に、
「考えてもみよ。地面にぴったり張り付いた又兵衛は、いわば高さや厚みのない二次元の物と同じ。そこへ打ち込もうとすれば上から振り下ろすしかない」
「ほあ。そうなんだ」
「さすれば又兵衛は、鑓を上にだけ向ければよい。前後左右、上段、中段、といった方向や高さはもうないのじゃからな。持ち手を変えずともそれは可能」
「ぁぁあああ！」
　すでに薊は地面を蹴けって跳躍している。いちど跳び上あがってしまった以上、途とち中ゆうで軌道を変えることはできない。
「でもべーたさん、目が」
「鑓使いはふだんから空気について知っておる。どの得物よりも長いその鑓ゆえ、振るえば必ず空気をかき乱し、鳴らせる。その音、感かん触しよくを誰よりもわかっておるからのぉ」
　幸村は自分のことのように、得意げに言った。胸は、張らなかった。
　そして幸村の言葉どおり、大きく空気を揺ゆらし、かきわけて跳び来る薊の身体は、又兵衛の五感と、肌はだを通じてさえも感じられ、その場所へ正確に鑓先を繰くり出して行く目安になる。
[image: 画像]
「ふんっ！」
　もはや避けられない薊の身体へ、五ごじ丈よう鑓やりの穂ほ先さきが吸い込まれる。
「又兵衛さん……！」
　その瞬しゆ間んかん、宗朗は思わず目をつぶっていた。が、再び開けたときに見たもの。
「きゃぁああっ！」
　薊の身体がほうり投げられ土手の斜しや面めんに叩きつけられていた。鑓の穂先に切きり裂さかれたのか、制服が大きく破けて肌が覗のぞいている。
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「ゆう！」
　思わず叫ぶ宗朗。だが、
「よく見よ！　又兵衛の鑓はあれを貫つらぬいてはおらぬ！」
　幸村の指し摘てきどおり、薊の肌に傷はない。
　完全に薊を刺さし貫く勢いの又兵衛の突きだったが、すんでのところで穂先を回し、薊の身体を巻くようにはね除のけている。
　その際、穂先が衣服をかすって切り裂いたのだろう。
「うぅ……」
　薊は身を起こそうとするが、すぐには立ち上がれないようだった。
「まだ、まだです！　向こうはまだ目が見えないままです！　薊、もう一度かかってとどめを！　刺すのです！」
　天海が叫んで指示を出した。
「やめい！　もう勝負はついておる！　又兵衛が鑓を回したのは明らかな手心によるもの。そうでなければ確実に急所を突いて絶命しておるはず。『果し合』規則にもあろう。第三者の立会人ならば、すでにおぬしらの負けを宣言しておるわ！」
　幸村が言いはなった。
　果し合は必ずしもどちらかの命を取るまで行うものではなく、絶対有利な攻撃をあえて外すなどの行こう為いが立会人、見届け人の目に明らかな場合、そうした側の者を勝ちとする。
「そんなことはありませんです！　薊はまだ負けては……！」
　天海はそう言うと、制服の懐ふところからある物を取りだした。
「それを使うでありますか！　それは……」
　石榴の言葉が終わらないうちに、
「薊！　受け取るです！」
　薊に向かって天海がそれを投げた。
　まだよろけながら、薊がなんとか受け取る。
「あれは……!?」
「なーに？　ゆっきー」
「一瞬じゃが、薬やく籠ろうのようじゃった。じゃがそれより重要なのは、薬籠に書かれた紋もん印。あれは……三つ葉葵あおい、徳とく川がわ将軍家の家か紋もんじゃぞ！」
「将軍家の……じゃあやっぱり彼かの女じよたちは幕府の！」
　宗朗も声を上げる。
「それより、見るのじゃ、あれを！」
　薊が薬籠をかざすとその蓋ふたを取る。中身を大きく振りまいた。
　金色の粉が広がる。薊を取り巻くように輝かがやくと地上に落ちる。と、地面があっと言う間に盛り上がり、あるものの形を作っていく。
「あー、あれ！」
「ウキ！　ウキャー！」
　十兵衛が指さし、佐助が興奮か恐きよ怖うふか、歯を剥むいて叫ぶと盛んに跳び上がった。
「ホホホホホ！　ご覧なさいです！　甲賀忍にん法ぽう究極奥おう義ぎ！　変化召しよ喚うかんの術、です！」
　天海が叫んだ。
「しかしあれは、忍の命をもって為なす術じゆつ。下手をすれば薊は……」
　石榴の言葉どおりなのか、大きく盛り上がった地面はたちまち数メートルもの高さの小山になる。さらに、
「カエル？　おっきなゲコゲコだよ！」
　ヌラヌラ濡ぬれ光る深緑の舌と土色の肌。半ば飛び出した大きな両眼。なによりも、
「グギィェエエエエ！」
　耳をふさぎたくなる奇き怪かいな吠ほえ声ごえ。
「蛙かえるというより、蝦が蟇まじゃな。大蝦蟇じゃ！」
　幸村が顔をしかめ、
「薬籠から飛び散った金の粉が、あのくノ一の身体ごと地面に振りまかれると、土ど塊かいが大蝦蟇になりおった。甲賀忍法、奇怪な術よ」
「でもゆっきー、これって」
「そうじゃ。助太刀じゃ。確かに一度の助太刀は許されておる。じゃがまさかこれほどの……」
　焦しよ燥うそうを募つのらせる。
　大蝦蟇は見下ろすほどの大きさで又兵衛と相対していた。そして又兵衛の両眼はいまだ粘液のトリモチによってふさがれたまま。
「又兵衛さん！」
　又兵衛のかたわらに駆かけ寄よる宗朗。すでに腰こしの大刀を抜いている。
「宗朗、さま」
「ぼくが又兵衛さんの目になる！　向こうはもう助太刀を使っているんだ。こっちだって！」
　そう言って大蝦蟇を見上げた。
「……ゆう!?」
　大蝦蟇の背中、半ば埋うまるように薊の身体があった。
　それが術によるものなのか、薊は一糸まとわぬ裸ら身しんで瞳を閉じ、仰向けに、大蝦蟇の背に張り付いていた。
「ギィェェエエエエ！」
　大蝦蟇が吠えた。と、その大きく開いた口から、塊かたまりが飛び出す。又兵衛に向かって飛んできた。
「危ない、又兵衛さん！」
　宗朗が手を差さし伸べる。が、宗朗と又兵衛を分かつように飛んできたそれは、すんでのところで宗朗の救援をはね除ける形になった。
「ぅっ！」
　又兵衛も、かろうじて飛び退いていた。
　いままで又兵衛がいた地面に大穴が開く。飛び散り、舞まい上がった土塊や石がバラバラと降り注いで、又兵衛と宗朗に当たった。
「い、いまのは……！」
　地面に片膝をついた宗朗が見上げる。たったいま飛んできたものが、また大蝦蟇の口の中に戻もどっていくところだった。
「ギィィ……」
「ゆ、ゆっきー！　見た、あれ、あれ！」
「うむ。大蝦蟇の舌じゃ。昆こん虫ちゆうを捕とらえる舌が、攻撃の道具になっておる」
　幸村の言うとおり、宗朗たちを襲ったのは大蝦蟇の口から伸びる舌だった。ただの舌、とあなどることはできない。
　一ひと抱かかえもある鉄球ほどの大きさと、一度ぶち当たれば地面に大穴を開けるほどの威いり力よくを持つ。
　おまけに、十メートル近い射程距離があるようだ。
「お兄ちゃん！　べーたさん、逃にげてー！」
　再び襲おそう大蝦蟇の舌。
「うぁ！」
「っ！」
　宗朗はまだしも、視界を失った又兵衛がかろうじて避けるのは、もう限界に近い。
　そのうえ舌は、ただ真っ直ぐ叩きつけるのではなく、地面を横よこ殴なぐりにさらうような動きも見せてくる。
　一刻の猶ゆう予よもならない。宗朗は転げるようにして又兵衛のもとへ近づく。
「又兵衛さん、ぼくに助太刀させてくれ！　もうひとりで戦うとか、そういう場合じゃない。又兵衛さんを信じるからこそ、ぼくも戦いたいんだ！」
　そう訴うつたえて又兵衛の手を握る宗朗。
　又兵衛は一いつし瞬ゆん頬ほおに朱しゆを走らせると、しかしすぐに表情を引ひき締しめ、うなずいた。
「わたしもです。宗朗さまの助太刀がほしいと思っていました」
「なら！」
「はい」
　もういちどうなずく。ふたりともに。
「いつまでグズグズしておるのじゃ！　向こうはもうあの怪かい物ぶつを呼び出しておる。こっちも又兵衛を助けるために」
「あ！　べーたさんとお兄ちゃんが！」
「うむ？　なにを……まさか!?」
「ウキュー！」
　幸村、十兵衛、それに佐助が見守る中で、又兵衛が宗朗に手を引かれたまま歩み寄る。
「なにをすればいい、又兵衛さん」
　聞く宗朗に、
「お願いがあります。目を、閉じていてほしい」
「目を……わかったよ」
　又兵衛が言い、宗朗は言われたとおりに目を閉じた。
　目の見えない又兵衛が鑓やりを握ったままの手の甲こうで、宗朗の胸に触ふれる。顔へと這はい上がり、確かめるように頬や唇くちびるをなぞった。
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「又兵衛さ……」
「宗朗さま、御ご免めん！」
　が、次の瞬間、又兵衛は鑓を引くと、石いし突づきで宗朗の鳩尾みぞおちを鋭するどく突いた。
「ぐっ、は!!」
　急所を一いつ閃せんされ、宗朗の意識が断たち切られる。がっくりと膝ひざを突いて倒たおれそうになる。又兵衛が支えて、
「申し訳ありません、宗朗さま」
　鑓を持った手で宗朗を抱だきかかえるように支えると、自らも片膝を突いた。気絶したままの宗朗の顔をそのままに、
「御免……！」
　もう一度そう言うと、太ふと腿ももの痣あざを押おし当あてる。
　宗朗の唇が、徴しるしの痣に触れた。その瞬間、
「ぁぁぁああああっ！」
　ほとばしる声を押し止とどめることもせず、又兵衛が崩れるように両りよ膝うひざを地面に突いた。鑓と、それに宗朗を抱かかえたまま、大きくのけ反る。
　顔を天に向け、天に向かって吠えるような姿。
　太腿の痣はこれまでになく鮮やかに輝き、そこから発する光が全身を内側から輝かせる。
「おお、あれが！」
「べーたさん、すごーい！」
　幸村も十兵衛も、目を見張った。
「ウキュ！」
　ポニーテールに結んだ又兵衛の髪が逆立ち、結び目が千切れて波打った。
「ギィェ！　ギュェェエエ!!」
　三度、又兵衛に迫ろうと狙ねらっていた大蝦蟇も、その光にたじろいで後ずさる。大きな目がまぶしさのあまり苦しげにしばたく。
「……んっ、ぅ」
　やがて光が収まると、
「なんです、あれは……！」
　天海が驚きの声を上げた。
　片かた膝ひざを持ち上げた又兵衛が顔を上げる。その顔に、もう双そう眸ぼうをふさぐ粘液の塊はなかった。両手も自由になっている。
「薊の粘液を、蒸発させてしまったのでありますか。また一段と能力を増しているようであります。もはや『剣姫マスターサムライ』よりもさらに上の者のような……」
　そんな石榴の「解説」を払ふつ拭しよくするかのごとく、
「見かけだけです！　鑓ごときで薊の大蝦蟇は倒せるものではありませんです。ひと呑のみにしてやるですよ。大舌鋒！」
　天海が叫ぶ。
　呼応するように大蝦蟇が口を大きく開いた。
「グゥェェエエ！」
　同時に、口の中から鉄球か砲ほう弾だんと見み間ま違ちがえるような舌の塊が飛んでくる。又兵衛の鑓でも防げない、そんな勢いだ。
「宗朗さま、しばしここでお待ちください」
　又兵衛はまだ気絶したままの宗朗をそっと横たえると、鑓を握り直し、下段から鑓をすくい上げると、舌の塊を跳はね返かえした。大きく跳ぶ。
「ギィィ!?」
　大蝦蟇は舌を戻してまた新たに発射しようとした。が、舌は一度伸ばしたものを鑓で弾はじかれ、中ちゆ途うと半はん端ぱなテンションでぶら下がっている。
　巻まき戻すのが一瞬遅れた。
　そこを又兵衛は逃のがさなかった。
「とぁぁぁあああっ！」
　舌の途中を鑓の穂先が貫く。
「鑓で突いたくらいでは無む駄だです！　鑓ごと折って、引き戻してしまうです！」
　天海が叫ぶ。が、
「ギュェ、ア！」
　刺さった部分が突とつ然ぜん爆ばく発はつするように飛散した。大蝦蟇の舌がまっぷたつになる。ボトッ！　先せん端たんが地面に落ちて鈍い音を立てた。
「おお、やったか！」
「すごおい！　べーたさんすごおおおい！」
　いったん着地した又兵衛を、意外に素す早ばやい大蝦蟇の手が払う。が、これもやすやすとかわすと、
「ふんっ！」
　再び大きく跳ぶ又兵衛。その跳躍は、一気に大蝦蟇の背せ丈たけをも超こえる。そのまま大蝦蟇の背中へ、鑓を振ふり下ろす、というところ、
「ギュゥェエァ！」
　大蝦蟇が一瞬小さく、ひとまわり縮んだ。
　と見えたと思うと、ビュッ、ビュビュ、ビュシャッ！　背中の体たい腔こうからいっせいに体液を発射する。
「蝦蟇の油あぶらじゃ！　あれを浴びてはいかん。避けよ、又兵衛！」
　幸村の言葉に指示されたように、シャワーのように噴ふき出す大蝦蟇の体液を、又兵衛は巧たくみに鑓でかわしていく。
　ただ跳ぶというより、軌道まで変える、「飛ぶ」に近い自在な動き。
　そしてついに、
「たぁあああ！」
　鑓先を大蝦蟇の脳天に叩きつける。
　グニョ……。硬かたいのに柔やわらかい、そんな感触を伝えてくる大蝦蟇の頭の肉をかきわけ、鑓の穂先が深く食い込んだ。
「ギニュェェエエ！」
　驚き、暴れる大蝦蟇。前足を持ち上げ、立ち上がって身を激しく揺らす。又兵衛をふるい落とそうとする。が、
「ぬ、ん！」
　気合いとともに、ブォッ、ン！　鑓先がまたも爆ばく発はつした。鑓先が貫いている肉が弾け、大穴が空くほどに吹き飛ぶ。
「ギェヒ!!」
　大蝦蟇がひと声大きく吠えると、そのまま動かなくなった。
　半分ほどもなくなった頭から、ヌメヌメした皮ひ膚ふの質感が乾かわいた石のように、さらに脆もろい土塊に変わって、ボロボロと崩ほう壊かいしていく。
「大蝦蟇が！　甲賀忍にん法ぽう奥おう義ぎが……なんということです」
「やはり負けでありましたか。ふむ……」
　天海と石榴が見つめるなか、大蝦蟇は全身が土塊に戻り、完全に崩れ落おちた。
「ぅう、ん……ぁあ!?」
　空からパラパラと降り注ぐ小さな土の塊に身体を叩かれ、意識を取とり戻す宗朗。
　その目に、ちょうど大蝦蟇の背中に埋まっていた薊が、解き放たれ、落ちてくるのが見えた。
「ゆう！　ぅぁああ！」
　あわてて起き上がると、けんめいに走る。まだ術の一部が効いているのか、ゆっくりと落ちてくる薊の身体をなんとか受け止めた。
「ゆう、しっかりするんだ、ゆう！」
　抱きかかえて何度も呼ぶと、薊がようやく目を開ける。
「……す、すいません、先せん輩ぱい、です、か」
「ああ。そうだ。無事だったんだな。よかった！」
　宗朗の顔が安あん堵どの表情になる。瞳が潤む。
「すいませ、ん、大蝦蟇の術は……」
　どうやら術が発動して取り込まれたところから、薊には記き憶おくがないらしい。薊の生体エネルギーを利用する独立した召喚術式のようだ。
「術は又兵衛さんが破ったよ。又兵衛さんは……」
　宗朗が顔を巡めぐらす。又兵衛はやや離はなれたところに無事着地し、まだ警けい戒かいのかまえを解いていなかった。
「すいません。ご迷めい惑わくをおかけして……おかけ、したのに、勝てなくて、先輩を……ものに、できなくて……」
　わずかに聞き取れない部分にも、宗朗はうなずいて応える。
「ああ。うん。……ゆうはもう負けたんだ。もう戦わなくていい」
「負けた……すいません、戦わなくて、いい……」
「そうだ」
　宗朗は自分の上着を脱ぬぐと、薊の裸身にかけてやる。薊はいまさらのように気づくと、頬を染めて宗朗の上着をかき合わせた。
「すいません、先輩……は、恥はずかしい、って、その……」
「いいよ。泣いても、怒ってもいい。笑っても、もっといい」
　宗朗の言葉に、薊はさらに赤くなると、上着の襟えりもとまで顔を潜もぐり込ませた。
「……先輩の、匂においがします。ぁ、すいませ、ん」
「薊！　なにをしているです。戻るですよ！」
　不意に、天海の声が降ふってきた。
　見ると、天海と石榴が身を翻ひるがえし、土手の向こうへ消えていくところだった。
「今回は負けかもしれないです。しかし薊は八はつ哥かし衆ゆうの中でも最弱、です。これでわたしたちに勝った気にはならないことです」
「定番ではありますが、そういうことでありますね」
　天海の言葉に、薊が身を起こす。何度もよろけながら立ち上がると、宗朗の上着が滑り落ちた。
「ゆう、行くな！　ここにいるんだ。また同じことになる。利用されて……」
「いえ。すいません、行かないと……。薊は、甲賀忍しのびです。負けても、役に立たなくても、くノ一をやめることは、できないですから」
　薊はそう言って振り返ると笑った。
「ゆう。行くところがないなら……」
　宗朗は言いかけて止め、地面に落ちた上着を拾い上げるともう一度肩かたにかけてやる。そうして、
「わかった。なら、ゆうでも薊でもどっちでもいい。それならまた会える」
　言うと、薊は一いつ瞬しゆん、驚いた顔になって、
「すいません。上着は、お借りします。……あとで、返しに来ないと、ダメですね」
　それから小さくうなずいた。
「なにをしているです。薊！」
「は、はい！　すいません」
　薊の姿が遠くなって、土手の向こうに消えてしまうと、宗朗は又兵衛に歩み寄った。
「ごめん、又兵衛さん。すぐ又兵衛さんのところへ来ないといけなかったのに」
　あやまる宗朗に、
「いえ。そういう宗朗さまが、わたしは好きですから」
「そう。……え？」
　納なつ得とくしてから、急に思う。いまのは聞きき間違いだったのでは、と。宗朗が見ると、又兵衛はみるみる顔を赤くして、
「い、いえ、そういう意味では」
「そういう意味」
「そういう……意味もあるかも、しれませんが」
　わずかに目を逸そらす。
「は、あ。よくわからないんだけど……そうだ。わからないと言えば、あの大蝦蟇をどうやって倒したんだ？　急に気が遠くなって、ふがいないことに憶おぼえていないんだよ」
　気絶して見ていないのだから、憶えていないのも当然なのだが。宗朗の問いに、又兵衛は、
「それは、宗朗さまの助すけ太だ刀ちにて、難なく倒すことができました」
　胸を張って答える。
「助太刀……ぼくはなにもしていないんだけど。どういう意味の」
「いえ、正まさしく、そういう意味です」
　又兵衛が笑った。
伍◆デートバトルはランジェリーショップで！
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「……で、どうだったのじゃ」
　柳やぎ生ゆう道場の離れ。幸ゆき村むらと又また兵べ衛えが正座して向かい合っている。
「はい。その瞬間はとても」
「ま、待て！　待つのじゃ。順を追ってじゃ。宗むね朗あきらの……く、唇を意識してからは、どうだったのかというところから……」
　幸村が尋たずねる。怒おこったように顔をしかめているが、その頬はさっきから朱に染まっていた。
「……宗朗さまの唇が、そこに、触れると思うだけで、身体がひどく熱くなりました」
　答える又兵衛も顔を赤らめている。
　もうわかるとおり、すでに徴へのキスを済ませた又兵衛の、体験レクチャーなのだ。むろん、幸村が求めてのことだった。
「ふ、ふむ。しかし、熱くなるといっても、インフルエンザで熱が出たときの熱さと、思いきり運動をしたときの熱さは異なるであろう。熱さの感じというのは」
「その、どちらとも違ちがう熱さ、でした。例えて言えば……身体の奥おく深ぶかいところに火だねを入れられて」
「奥深い……火だねを、入れられる、のかや」
「切なく疼うずく、ような……その炎ほのおにずっと炙あぶられているようで、じっとしていても汗あせが滲にじんでくるような。それでいて、どこか心ここ地ちよく」
「心地よい、とな」
「身体がだるいのに、感覚はますます冴さえていく、そんなふうで……吹ふく風にも、肌が感じてしまうような」
「風に嬲なぶられても感じる、と……！」
　自分で言って、幸村も又兵衛も、ますます顔の火ほ照てりを強めていく。
　どちらともなくモジモジとその場の座すわりを変えたり、膝の間に入れた両手をギュッと挟み込んだりと、落ち着かない。
「して、その瞬間は、どうじゃ」
「はい。太腿の徴に宗朗さまの唇が触れたとき」
「触れた、とき」
「まるで全身が鑓にでも刺し貫かれたような、衝しよ撃うげきが」
「そ、それは激しい苦痛ということか。鑓で突つかれるほどの苦しさと痛みなのか」
「それが、痛いというよりも、味わったことのない感覚というほうが……気持ちいい、というふうでも」
「気持ちいい、じゃと。いまおぬしは、鑓で貫かれたような、と言ったではないか。それが心地よい、とは矛むじ盾ゆんではないか」
「いえ、心地よい、とは違います。ぁ、いえ、心地よい、のかも」
「どっちじゃ！」
「心地よい、を一とすれば、それを一万倍すれば、それは心地よいものでしょうか」
「は？　なんじゃ。……ふむ、たしかに、どんなに心地よいものでも強すぎる感覚は苦しさを伴ともなうかもしれんのお」
「まさに、そのとおりかと」
　又兵衛がそのときを思い出し、幸村は我が身みに置おき換かえて想像し、またふたりで顔をあからめる。膝の上に置いた拳こぶしをギュッ、と握り締める。
「では、その後はどうじゃ。キスのあと、じゃぞ」
「はい。驚くほど身体が軽く、力は泉のようにこんこんと湧わき出して不足なく、むしろ持てあましてしまうほど、と感じられました」
　これには、又兵衛もすらすらと答える。幸村の顔が、パッと明るくなった。
「そうであったか！　それはじつに、よい。ここな道場の大きな戦力増強になる、ということじゃからのお。あやつら八はつ哥かし衆ゆうなる幕府の犬どもを含め、まだまだ我らには敵が大勢おる。敵につねに囲まれておる、と言ってもよい。となれば、わらわも早さつ急きゆうに対応しなくてはのお。ん、んん！」
　急に我が意を得た、とばかり立て板に水の弁べん舌ぜつを繰り広ひろげる。
「では、幸村さまも徴へのキスを」
「せねばなるまいのお。まあ、わらわの頭脳に不足はなく、これ以上どうこうという気もないが……『剣妃サムライブライド』とやらにも、研究以外の興味はないが、いちおう全員が済ませねばならぬという条件、それにいまの、なにより戦力アップになるというのであれば、拒こばむ道理もない、というものじゃ！」
「そういうことであればなんなりと、お申し付けくだされば、わたしにできることは」
「うむ。そうとなったら急がねばならぬ。おそらくは向こう……千せんのほうもなにか考えておるに違いないからの。出し抜かれぬよう、十二分に仕し掛かけるのじゃ！」


　こちらはやはり柳生道場。本来は客間であるはずの、千せん姫ひめと半はん蔵ぞうの部屋だ。
「そうなの。又兵衛が」
「はい。徴へのキスを済ませたようです」
　その場には居合わせなかったふたりだが、半蔵率いる服はつ部とり忍にん軍ぐんのくノ一隊から逐ちく一いち正確な情報は届いていた。それを千姫に報告していたのだ。
「そのうえ、八哥衆のひとりと戦い、これを破ったとのこと。その際、徴の痣へ宗朗くんのキスが……」
「聞いたわ。やっぱり、ただ『剣妃サムライブライド』になるための条件っていうだけじゃなくて、『剣姫マスターサムライ』の力を増ぞう幅ふくするスイッチだったんじゃない！」
　半蔵の言葉に、千姫が興奮した面おも持もちで言う。さらに、
「半蔵、策を出しなさい！　宗朗が好きそうなことを考えるの！　千の徴にキスしたくなるような、そういう作戦をよ！」
　と半蔵に強制。
「わたしが、考えるのですか？」
「当たり前じゃない！　なんのために練習したと思っているの！　グズグズしてたらおチビちゃんに出し抜かれちゃう。ぜったい千が先に徴のキス、受けるんだから！　ほら、早く考える！」
「ひぃぃ、は、はぃぃ……！」
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「こんなところへ呼び出して、幸村も、千姫さまも、いったいどうするつもりなんだ」
　とひとりつぶやくのは宗朗。こんなところ、とは学生街でいちばんの大型ショッピングモール、その入り口だった。
　学生が思い思いに店を出し、それが年月を経へて高度に発達したのが武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくの学生街なのだが、ここは少々趣おもむきが異なっていた。
　学生向けの総合ショッピングセンターとして、もともと学園に併へい設せつされていた店てん舗ぽなのだ。運営もだから学園側。もっといえば、学園の指定業者が管理運営し、旗本生徒会が監かん督とくする。
　なんでも揃そろうのが建前だったが、年月を経ていまひとつおしゃれじゃないのと、ディープさにも欠けることから、近年はさびれていた。
　それが今期から、全面改装のうえリニューアルオープンされ、いまふうの大型ショッピングモールに生まれ変わった。
　そんなわけで、学生たちで連日賑にぎわう、ちょっとした学生街の流行スポットとなっている。
「急にやって来て、今日って、強ごう引いん過ぎると思う」
　じつは昨晩。自室で勉強していた宗朗のもとに、襖ふすまをノックする音があった。誰かと思って返事をすると、突とつ然ぜん二方向の襖が開いた。
『うわ！　……半蔵さん、又兵衛、さん？』
　古い日本家屋の道場なので、部屋といっても壁かべはなく、襖で囲まれている部屋も多い。宗朗の部屋もそうで、そのため別々の襖からふたりが一度にやって来る、ということも可能ではあった。
　可能ではあったが、もちろんそうとうな偶ぐう然ぜんで、半蔵と又兵衛もお互たがいに驚いた。宗朗が驚くのも無理はなかった。
　そうしてふたりが同時に訪おとずれた理由とは、
『明日、御お姫ひいさまとごいっしょしていただきたいんです』
『明日なのですが、幸村さまが同行をご所しよ望もうです』
　ようはデート。限りなく、デート。
『ちょ、ちょっと待ってよ。同時にふたりとなんて、無理だよ！　無理、ですよね？』
　宗朗は抗こう議ぎするが聞き入れられるはずもなく、半蔵と又兵衛はお互い一歩も退かず、
『場所はここ、です』
『場所はこちらで』
　と差し出すのも、同じチラシ。もちろんこのショッピングモールだった。そして宗朗に、断る、という選せん択たく肢しはどうやらなく……。
「……あー、どうなるんだよ、いったい」
　人ひと混ごみの中で天を仰あおぎ、ため息がひとつ。
「宗朗！　遅おそくなってごめんなさい！」
「そこにおったか、宗朗！」
　これもまた、同時に二方向から声がかかる。
　当然、千姫、それに幸村だ。
「来たわね、おチビちゃん。千のじゃまをしようたって、そうはさせないんだから！」
「ふん！　なにをたくらんでおるか知らぬが、わらわにはお見通しじゃ。色ボケ姫ひめが！」
「なんですって！」
「なんじゃと！」
　とたん、始まるふたりの鍔つば迫ぜり合あい。もとい、三十センチ近い身長差での、顔と顔、胸と胸を合わせての張り合い。
　幸村は厚底靴ぐつのうえ、思い切り爪つま先さき立だち＆背せ伸のびをしている。
「ま、まあまあ、ケンカしないで、さ」
　と宗朗。とたん、
「行くわよ、宗朗！」
「こっちじゃ、宗朗！」
　ふたりに、またも同時に言われる。しかもなぜか睨にらまれる。
「ほら、宗朗！」
「まいれ、宗朗！」
　左右の手がまたまた同時に握にぎられ、
「わああ、待てよ、待って！　別々に歩き出さない……走らない！　身体はひとつしかないんだよ、二箇か所しよには行けないんだってばあああ！」
　右へ左へ、強引に引っ張られながら、よたよた歩き出す宗朗。
　そんな三人の姿を後ろから眺ながめる、
「御姫さま」
「幸村さま」
　半蔵と又兵衛。こうなるとお伴とものふたりは張り合うというよりもう、
「ふぅ……」
　大きなため息をつくしかないようだった。


「薊あざみの失敗は、柳生宗朗とよしみを通じ過ぎたところにあったのです」
　笙しよ子うこ＝天てん海かいの声がそうさせるかのように、ろうそくの灯あかりが揺らめく。
　全学サークル評議会議長室。そこに揃った天海と甲こう賀がくノ一八哥衆。しかし下座に控ひかえるのは七人だ。
　欠けた薊の場所には、形見のように忍にん者じや刀だけが置かれていた。
「宗朗に近づいて、フラグを立てまくって取り入る作戦だったような気がするでありますが」
　石ざく榴ろが意見するが、天海の「きっ！」というひとにらみで沈ちん黙もくする。
　場の空気が固まり、停てい滞たいしそうになったところへ、
「それならば……」
　別の声が切り出した。
　七人になったくノ一たちは、全員がすっぽりと顔を覆おおう仮面をつけているため、誰が発言したのかすぐにはわかりにくい。
「蔦つたなのです？　言ってごらんなさい」
　天海がうながすと、後列右みぎ端はしのくノ一少女が畳たたみの上に手を突いて発した。
「あたいがひと当てしてくるッス。なぁに、男のほうはほうっておいてもいいッスよ。『剣姫マスターサムライ』がひとりもいなくなったら、どうせなにもできないッス」
「ぼくも行くよ！」
　蔦と呼ばれるくノ一の隣となり、やや小こ柄がらな仮面が身を乗り出した。
「蔓かずらも。勝算はあるのですか」
　天海が呼ぶ、その名は蔓だった。
「勝算ていうか、ようするにブッ倒せばいいんだよね？　ぼくと蔦が組めば、そのへんはバッチリだから。あ、だいじょうぶ。殺さない程度にやればいいんだよね。ま、どっちだっていいけどさ」
　不敵に仮面の下で笑う。
　蔦と蔓はお互い顔を見合わせると、仮面の留とめ具に手を掛かけて外し、ゆっくりと頭から抜ぬいていく。
　きゅうくつな仮面から解き放たれると、蔦の硬い髪かみがいっきに広がって逆立った。蔓は逆に、内撥はねの髪がまとわりつく。
「そこまで言うのなら、おまえたちに今回はまかせるとしましょうです。蔦、蔓」
　天海の言葉に、どこか不ふ遜そんな態度で平へい伏ふくするふたりのくノ一。そして顔を上げると、
「はいッス。女子サッカー部、蔦つた谷や碧みど子りこッス」
「はーい！　ラクロス部、蔓かずら紅べに丸まるだよ」
　立ち上がる。
「ぞんぶんに、おやりなさいです。蔦、蔓……！」
　天海の声が少々ヒステリックに響ひびいた。
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「こっち、こっちよ！　宗朗！」
「ううぁ、待ってください千姫さま、もっとゆっくり！」
「待たぬか、どこへ連れて行くつもりじゃ、千！」
　けっきょく、千姫が強引に宗朗の手を引いてショッピングモールの中を走はしり抜けていく。幸村は完全に引っ張られている状態、だ。
　そうして着いた先は、
「はい、ここよ！」
「女性下着専門店……ええ！　下着？」
　ファンシーでドリーミーな内装と店構えのランジェリーショップだった。
「こ、こら！　どういうことじゃ、いきなり下着じゃと！」
　宗朗はもちろん、幸村までが顔を赤くして抗議する。
「あら。下着はおしゃれの基本、ファウンデーションよ。どんなにきれいな上辺をしていたって、中身が冴えない下着じゃ台無しなの。そのうえ……」
　そこまで自信たっぷりだった千姫が、サッと顔を赤らめる。わずかに視線を逸らして、
「いざ、というときの勝負服。これで勝敗が決まると言っても大げさじゃない、サムライの鎧よろい兜かぶとにも等しい、大事なものなんだから、ね！」
「勝負服……」
「まあ、わからぬでもないが……それよりもっと大事なのはここの中身のほうじゃろうて。まったく」
　扇せん子すでぽんぽん、と自分の額を叩たたいて見せるのは幸村だ。
「御姫さま、がんばってください……！」
　やや遠巻きに見つめる半蔵。拳をギュッと握る。
　そもそもこの、下着売り場で勝負をかけるという案を考えたのは半蔵だった。
『殿との方がたがいちばんお好きなもの。それは見えそうで見えない光景、シチュエーション、と聞いたことがあります』
『見えちゃ、いけないの？　そ、それは、タダで見せるなんて、千はしないわよ、もちろん！』
　前日のふたりの会話だ。
『はい。直接的なエロ、丸出し、などより、間接的、周辺的、一部的、なものがより好まれる、と。とくに相手は宗朗くんです。度を超した鈍どん感かん、やせ我が慢まん、やさしすぎてもはやヘタレの域。どれをとっても、ムッツリ助スケ平ベの典型と言っていい、と思います』
『宗朗がムッツリ……そう、そうよね！　ちゃんと千に興味は持っているのよね。でもヘタレだから言い出せないのよね！』
『であればなおのこと。下着の、見えそうで見えない、でも刺し激げきは水着の比ではない、これぞチラリズムの極ごく意いです、御姫さま！』
　といった会話が昨夜交かわされ、
「（よくやったわ、半蔵！　宗朗がすっかりドキドキしてるじゃないの。この勝負、千の勝ち……）」
「ならばせんないこと。この勝負、わらわも受けて立とうではないか！」
　千姫がすっかり勝ちを確信したところ、幸村が宣言して進み出る。
「幸村さま」
　又兵衛が笑みを浮うかべた。
　こちらも昨晩の会話。
『わらわの武器は頭脳じゃ。しかし徴の痣にキスされるようなことには、どうにも結びつきそうにない。かといって千や義ぎ仙せんのように、これみよがしな乳でもって宗朗めの目を引くこともできず……』
　肩を落とす幸村に、
『幸村さま。殿方はなにも、大きな胸ばかりがお好きなわけではないと思います』
　又兵衛が意見した。
『やめい、根こん拠きよのないなぐさめなど聞きたくもないわ』
『いいえ、根拠はございます。なにより、宗朗さま自身が胸の大きな女子になびいていないという事実』
『うん？』
『この柳生道場には、千姫さまを初め、十じゆ兵うべ衛えさん、半蔵さん、義仙さん、それに、不ふし肖ようこのわたし……胸の大きな女子が多くおります。また、兼かね続つぐさんも、年ねん齢れいのわりには発育しているご様子』
『うむむ……わ、わかっておるわ！　なにが言いたいのじゃ』
　いちおう佐さ助すけは除外した又兵衛だが、人間体の佐助もまた、幸村よりはバストが大きいという現実。
『しかるに、宗朗さまはそのどなたかに特別惹かれておいででしょうか。胸の大きさが決め手ならば、とうに千姫さまや十兵衛さんを「剣妃サムライブライド」にされているはず』
『まあ、そうなるかの』
『となれば、答えはひとつしかありません。宗朗さまは、胸の大きな女子がお嫌きらい……とまではいかなくとも、苦手なのではないかと』
『おお！　確かに、そう考えれば合が点てんがいくというものじゃ！　であれば、わらわが絶対の有利！　この勝負、わらわがもらったぞ、又兵衛！』
『はい、幸村さま』
　盛り上がる主従。しかしややあって、
『もしや……そのような性せい癖へき、宗朗はロリコン、というのではないじゃろうな？　い、いや、この際かまわぬ！　ロリコン上等じゃ！　思えば最初から乳女であふれておったこの道場にあって、わらわのロリコ……もとい、奥おくゆかしい体型は貴重！　需じゆ要ようと供給の関係からも希少価値だったのじゃ！　これで勝算は成った！　あとはいかに、徴の痣へ宗朗の唇を誘ゆう導どうするか、じゃ！』
　巨乳、貧乳、分わけ隔へだて無く平等に宗朗が接している、とは、明めい晰せきな頭脳にもなぜか浮かばない幸村だった。
「（嫌いや々いやついてきたのも芝しば居いのうち。相手の土俵に乗ったと見せて、その実こちらの得意分野に引っ張り込む。これぞ我が真さな田だ流軍学じゃ！）で、どうするのじゃ。下着を選ぶのじゃろう」
　千姫を牽けん制せいしつつ、不本意そうに言う幸村。
「そ、そうね。（ほんとうに対たい抗こうしてくるとは思わなかったけれど、まあいいわ。ここは千の見せ場。宗朗、しっかり見てなさいよ！）まずは、シンプルなブラとショーツの組み合わせ、なんてどうかしら。宗朗、好きなのを選んでちょうだい」
「わらわにも選んでもらおう、宗朗！」
　ふたりの視線が宗朗を突き刺す。
「あああ、無理だよ、無理！　こんなところにいるのだって限界なのに、下着を選ぶなんて、絶対無理です！」
　なにしろランジェリーショップには女子しかいない。店員も当然女子。その中でひとり男性の宗朗はそれでなくともひどく目立って、さっきからジロジロと一いつ般ぱん客きやくに見られている。その意味するところは限りなく「このヘンタイなに見てんのよ、スケベ、さっさとどっか行かないと風紀委員を呼ぶわよ！」である。
「しかたないわねえ。いいわ。試着するから、いいかどうかだけ見てもらうんだからね！　千は……初めはこのオフホワイトのブラと、おそろいのショーツを選ぶわ！」
「わ、わらわも同じブランドで勝負じゃ！　店員！　サイズを持ってまいれ！」
　が、
「な、なんじゃと……サイズがない、じゃと……」
「申し訳ございません。お客さまにはこちらの、『初めてのブラ』シリーズのビギナータイプがよろしいかと。ワイヤーも入っていない、なだらかなお胸にはとってもやさしいタイプになっております」
　店員にあやまられ、諭さとされる始末。
「こ、これはお子様コーナー。わらわをバカにして……！」
「幸村さま……希少価値、ですよ」
　憤いきどおる幸村に、サッと耳打ちする又兵衛。
「う、うむ。そうじゃった。わらわの価値はこんなことでは……よい！　その下着、借り受けるぞ！」
　店員からビギナータイプ、ＡＡＡカップブラを受け取ると、試着室へ向かう幸村。ちなみにＡＡＡカップとは、限りなく平面に近い……。
「バカねえ。これはインポートもののブランドなんだから。そんな小さなサイズなんてないに決まってるじゃない。千はふだん、九十のトップＦなんだけれど、最近きつくなって来て……。でもこれ以上大きくなったら、かわいいデザインがなくなっちゃうって、心配なのよねぇ」
　しなを作りながら、千姫のその視線はチラッ、宗朗へ向かう。
「え、Ｆの次は……Ｇ！　Ｇって、え、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ……Ｇ！」
　指折り数え、気が遠くなる宗朗だ。
　それはともかく、
「どうかしら、宗朗！」
「どうじゃ、宗朗！」
　隣り合った試着室のカーテンが同時に開く。
　そこには、身体をきれいに見せるＳ字ラインを意識して身をくねらせた千姫と、仁に王おう立ちの幸村がいた。
「ど、どう、って……！」
　どちらも純白のブラとショーツを身につけている。
　しかしあまりに違うその凹おう凸とつ。
　千姫の、意図的に寄せても上げてもいないのに深く刻まれた胸の谷間は、見ているだけで吸い込まれそうだ。
　そうでなくとも白磁の肌のなめらかさ、きめ細かさは、生まれながらの姫ひめ君ぎみであることを誇ほこっているかのようだし、ウエストのくびれからボリュームたっぷりの腰こし回まわり、ヒップへのラインは、奔ほん放ぽうすぎるとのそしりまでも受けそうなある意味安産型。
　対する幸村の、どこまでも凹凸の乏とぼしい身体もまた別の意味で目を引く。
　とにかくすべてがツルッ、とペタンと、スポン、という擬ぎ音おんが相応ふさわしい、軽く、小さく、薄うすく、空気抵てい抗こうの少なそうな、こちらもある意味理想的な地球に優やさしいフォルム。
「とても！　よく似合ってる、と思う、よ」
　力なく答えるしかない宗朗、であった。
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「ここッスか」
「うん。このショッピングモールに宗朗と彼かれの『剣姫マスターサムライ』が何人も来ているって、いうことらしいよ」
　蔦と蔓。
　ショッピングモールの入り口にたたずむその姿は、大おお柄がらの蔦がサッカーユニフォーム。水色と白のボーダーのシャツに、ストライプ入の短パンだ。
　蔓のほうは、ポロシャツにチェック柄がらのキュロットスカートというラクロスのユニフォーム姿だ。
　蔦はサッカーボール、蔓はラクロスのスティックを持っている。
「薊は宗朗に深入りし過ぎて失敗したッス。あたいたちはそんな面めん倒どう臭くさいことしないッス。サクッと『剣姫マスターサムライ』の連中だけ倒しちまえば、あとは天海さまがなんとかしてくれるッスよ」
「ぼくもそう思う。難しいことは、ぼくたちは考えなくていいんだ。理由とかもどうでもいいしね。それじゃ、行こう」
　この姿なら、ふたりを甲賀くノ一の八哥衆と気づく者はいない。部活の途とち中ゆうかあとで、ユニフォーム姿のまま街を歩いている女子生徒、としか思われない。
　たちまちショッピングモールを歩く学生たちの中に紛まぎれていく。


「早く早く！　ぐつぐつぐっちゃん、こっちこっち！」
「ちょ！　ぐっちゃんかぐつぐつか、どっちかにしろですわ！　なにをそんなに急いでいますの！」
　十兵衛に手を引っ張られ、つまずきそうになりながら走る兼続。
「だって、千姫さまとゆっきーとお兄ちゃんがデートなんだって！　デートだよ、ぐっちょりん！」
「ぐっちょりん、誰だれだっぺよ！　じゃなくて！　そんな、デートなんてあの甲か斐いし性ようなしの宗朗がですの？」
　ちょっとだけ複雑そうな顔になる兼続。が、そんなのはおかまいなしの十兵衛。
「ねー、楽しそうだよね、デート！　だから、十兵衛もデートに入れてもらうの！　ぐっちゃんもいっしょに、ね！」
「はぁ!?　あなた、デートの意味、わかってますの？　それじゃ三人のデートの邪じや魔ま……ハッ！　考えてみれば、三人でデートというところからしてもう邪じや悪あくな臭いがぷんぷんしてますわ！　初デートで３Ｐですの？　へ！　さ、３Ｐってなんですの？　わたくしとしたことが……と、とにかく！」
「知ってるよぉ、デートって、みんなで楽しくなることだよね！　だから十兵衛もぐっちゃんも、みーんなでデートだよ！」
「みんなでって、それ、何Ｐですの！　ああ、もう！　どうにでもなれ、ですわ！」
　連れだったまま、ショッピングモールの中へ吸い込まれていく。


「これでどうなの！」
「こっちで、どうじゃ！」
　えんえんと続いている千姫と幸村の下着試着勝負。ランジェリーショップの下着のあらかたを着尽つくす勢いだ。
　パステルカラー、ビビッドな原色、ブラ、ショーツ、ビスチェ、キャミソール、ボディースーツ、コルセット、ベビードール、テディ、スリップ、ペティコート、ドロワーズ……。
　ブラひとつにしても、肩かた紐ひもあり、なし、フルカップ、ハーフカップ、素材もコットン、シルク、レザー……部分レース、総レース、シースルー、ハーフスルー……。
　ボーダー柄、ドット柄、アニマルプリント、キャラクタープリント、メタル、メッシュ、ファー……。
「はぁ、はぁ、はぁ」
「ふぅ、ふぅ、ふぅぅ」
　もはや、徴のキスという大目的もどこかへ忘れかけていた。
「御姫さま、あの……」
「なによ！　いま大事なところなんだから！」
「幸村さま」
「ベビードールとは、ちっともベビー用ではないではないか！　この！」
　ジュニア用ランジェリーはほぼ制せい覇はしている幸村。
「あ、あのぉ、もういいんじゃないかな。ほら、店員さんも睨んでるような……買うならそろそろ……」
　宗朗がなだめようとすると、
「宗朗はちゃんと見なさい！　気に入ったのを選んでもらうんだからね！」
「乳ばかりに気を取られるでないわ！　愚おろか者ものが。もっと貴重なものが目の前にあるじゃろうが！」
　たちまちふたりから罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられる始末。
「次よ次！　次は……そう、これなら……」
　千姫は半蔵がかき集めてきたランジェリーのひとつをハンガーごと受け取ると、表情を変える。更こう衣い室しつのカーテンを勢いよく閉めた。
「又兵衛、わらわにも次じゃ！」
「はい、幸村さま」
「ん、これは……。でかしたぞ！　これで勝機はわらわのものじゃ！」
　同じように目を輝かがやかせ、更衣室の中に消える幸村。
　しばらくして、同時にカーテンが開いた。
「宗朗！　ちょっと、手伝ってほしいのよ。これ……」
「こっちじゃ、宗朗！　ここが難しいのじゃ」
　千姫は、レース使いが大だい胆たんなブラとショーツ。足元はガーターベルトにストッキングというスタイル。
　幸村のほうは、かわいいオレンジや白にフリルのついた、やわらかい素材でできたプレオールというかサロペットというか、セパレートの……と説明は難しいがようは限りなく、オムツ。
　千姫のガーターベルトのストラップ、幸村のプレオールのお尻しり部分のスナップがまだ留まっていない。
「えええ、ど、どうするんだ？　ぅあ！」
「ごめんなさい、宗朗くん！」
　躊ちゆ躇うちよしているうち半蔵に背中を押され、千姫の着き替がえボックスに押し込められる宗朗。
　ドアなどはないものの、ボックス内はそれだけでいっぱいになってしまう。身体が触れ合い、押し合い、密着する。
「ちょ、っと！　どこさわってるのよ、そこ……じゃないんだから！　太腿の、ストラップを……！」
「そ、そんなこと言われても……ぅぅ！」
　その場に膝を突いて宗朗が屈かがみ込む。少しは狭せまさが緩かん和わされたが、
「（おおお！）！」
　目の前には千姫の太腿。それに黒ストッキングに包まれたみずみずしい脚あし。さらには、太腿の付け根のビキニショーツまでも。
「な、なに見てるのよ。そうじゃないでしょう、早くそこ、留めて！」
　自分から言い出しながら、この状じよう況きように耳まで真っ赤になる千姫。首から下も桜色に染まっていた。
　内うち股ももの徴の痣はより強く、はっきりと浮き出だした花びらの形が輝いている。
「は、はいぃ……ええ、と」
　宗朗もまた、赤い顔をしかめながらガーターベルトに手を伸のばした。
「ぁ……んっ！　ぅ！」
　宗朗が不器用にストラップに触れ、つまむだけで、何度も腿ももや腰に手が触れる。
　剥むき出しの肌を宗朗の手がかするたび、千姫の身体に何度も、電流にも似た刺激が走った。
「（こ、これが、半蔵の言っていた、感覚なのね。すごく、疼いて……なんなの、これだけで立っていられないくらい……このまま、ほんとうにキスされたら、千の身体、どうなってしまうの!?）」
　期待と畏おそれに押しつぶされそうになる。なのに身体は正反対に熱く火照って、ひどく敏びん感かんになっていく。
「どうなってるんだ、これ」
　戸と惑まどっているのは宗朗のほうでもそうで、ストラップを手に途と方ほうに暮れていた。
　なにしろ複雑である。
（これがガーターベルト……このストラップでストッキングが落ちないように留めるんだな。でも、ストッキングのほうにはホックやスナップがないぞ。ストラップの途中に……うわ！　なんでパンツの下を通ってるんだ……！）
　真っ赤な顔で、懸けん命めいにガーターベルトと格かく闘とうする宗朗。
「な、なにをしているのよ、早く……！」
「はい、でも……！（そうだ。こうなったら覚かく悟ごを決めて……）」
　千姫の太腿を、両手でしっかりつかんだ。
「ひぃ、ん！　そんな、さわれだなんて……」
「申し訳ありません、千姫さま。でもしばらく動かないで。いま……」
　もはや触れるどころではない。宗朗に直に太腿をつかまれている。
「あ、ぁ……む、宗朗、まだ、なの……もぅ、もぅ……千の（あふれて来ちゃうぅ……！）」
　目を硬く閉じて、ギュッと固めた拳で自らの胸を押しつける千姫。そうしないと倒れてしまう、崩くずれてしまう、というようだ。
「わかった！　このスナップだ。……ここに、よし！」
　いっぽうの宗朗。ようやくストラップ先せん端たんの金具でガーターリングを挟はさむことを理解した。
「ボタンや穴があるのかと思ったら、ただ挟むだけなんだ……これで、ええと四つ、全部です、千姫さま？」
　お尻の側も留め終えた宗朗。これで終わり、と立ち上がろうとする。ふと、内股の痣に目が止とまった。
「これ……この痣、こんなにきれいで鮮あざやかに」
　それまで作業に集中して気づかなかったのだ。
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「そう、そうよ。そこに……キス……」
「ええ？」
　宗朗が仰ぎ見みる。千姫は目を閉じたまま、なにかに耐たえるように小さく震ふるえていた。
　そういえば、千姫の肌の匂いがずっと強くなっている。
　かすかに甘あまくて、どこか刺し激げき的てきな匂い。宗朗の鼻び孔こうをくすぐると、
「あ（……ぅぅ！）」
　宗朗までもが、ドキドキと脈動が早くなり、急に全身が火照ってくる。それまでの、顔を赤くしていたのとはレベルの違う昂たかぶり。
「千姫さ、ま……」
　気がつくと、千姫の股こ間かん、内股に吸い寄せられるように顔を近づけていた。妖あやしいほどに輝く痣に魅み入いられたのか……。
「ぁあ、宗朗の息まで感じる……このまま……！」
「なにをやっておるのじゃ！　こ、この愚か者どもぉ！」
　突然の怒ど声せい。もちろん、
「ゆ、幸村！」
　ハッ、と気づいた宗朗が顔を上げる。着替えボックスの向こうから、幸村が憤ふん然ぜんと顔を出していた。
「いつまでもわらわをほうっておいて、なにごとじゃ！　このうえは我慢ならぬわ！　又兵衛！」
「は、幸村さま」
　又兵衛が命じられるままに鑓をかまえる。
「わ！　待て、待って！　又兵衛さん、ちょ……ぅあああ！」
「そうよ！　せっかくあと少しだったのに、もぉぉおお！」
　そんなふたりの言葉も、又兵衛には届かない。
「御ご免めん！」
　五ごじ丈よう鑓やりが一いつ閃せんした。しかし吹き飛とんだのは、
「のぅあああ！」
　着替えボックスの壁だった。
　ふたつ並んだボックス、と見えて、じつはひとつが中で仕切られていただけの構造。その仕切り板が又兵衛の鑓で粉々になくなっていた。
「こっちじゃ、愚か者！　さっさとわらわの、お、お尻の……！」
　幸村が宗朗の手を引く。ひと続きになったとはいえ、こんどは三人が入っている着替えボックスはまたも狭い。
「待ってよ幸村！　まだ千姫さまの……うぐっ！」
「そっちはもうよいと申しておるのじゃ！　わらわのほうを見よ。このボタンが……」
　怒いかりにまかせての行動が、肝かん心じんのところになると急に勢いを失い、真っ赤な顔で目を逸らす幸村。
　その幸村の下半身、というよりお尻。
　ふかふかの素材でちょうちんブルマーのようなフォルムのショーツ。
　その股間がボタンで開くようになっている。前、後ろ、どちらからも開き、完全に取り去ることも。やはり、限りなくオムツだ。
　いま、お尻側のボタンが留まっていなくて、幸村が手で押さえている。ペロッ、と開いた隙すき間まから、幸村の小さなお尻が覗のぞいていた。
「え、それをぼくが!?」
「当たり前じゃ！　は、早うせんか！」
「なんでそんな……ええい、わかった。待っていろよ！」
　もはや自や棄け気味の宗朗。こんどは幸村のお尻に向かい合う。
「うん、と（さっきの金具と違ってボタンだから、簡単だ）」
　だがその目にごく至し近きん距きよ離りで飛び込んでくる幸村のお尻。
　桃もも、の実が真っ先に連想された。真っ白く、ほんのりピンクに染まって、みずみずしい絹肌はだの果肉をたたえている。
　大きくはない。まだ青さを残した形。なのにやわらかくはちきれそうな丸みも併あわせ持もっている。
　つい顔が赤くなる宗朗。
「（ボタンを留めるだけだ。早く終わらせて……）うん？」
　お尻の上じよ端うたん、うっすらと透すけるように青いのは蒙もう古こ斑はん。が、その横。きれいな桜色を強めた花びらの形の痣あざが、さらに強く、輝いている。
　くゆってくるのは、ミルクを温めたような匂い。千姫とはまた違う、
「（幸村の、匂いなのか……）」
　すぅ、と吸い込むと、宗朗の頭の中までがミルク色に温かく、染まっていくようだ。徴の痣に引き寄せられる。
　当の幸村はといえば。
「はきゅ……ぅぅ、ぅ（な、なんじゃこの……これが又兵衛の言っておった、感覚。身体が熱くてたまらぬ。この身の奥の……芯しんの部分が剥き出しになって、どんどん刺激が注ぎ込んでくるのじゃ……こ、壊こわれて、しまうぅぅ……！）」
　ギュッと目をつぶり拳を握って、小さな身体をせいいっぱい震わせる幸村。背中が反り返って……、
「こらぁ！　なにやってんのよチビ助すけはぁ！」
　ぐいっ、と強引に押し退のけられる。もちろん千姫だ。
「なにをするのじゃ！　あと一歩というところぉぉを！」
「それは千のセリフなんだから！　宗朗を勝手に取らないでよね！　宗朗！　さっきの続きよ、さあ！」
「えええ、もうストラップは留めましたよぉ」
「わらわのお尻のボタンはまだじゃぞ！　さ、早う、宗朗！」
「で、でも」
　千姫の形相にひるみ、幸村の迫はく力りよくに押される宗朗。
「だから千が最初に！」
「わらわの続きを！」
　宗朗を挟み、狭い着替えボックスの中でがっぷりと角突き合わせる千姫と幸村。
「ぁああ、だからなんでそう……ん、ぁああ!!」
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　突然、衝撃が襲おそった。
　どこからともなく飛んできたサッカーボールとラクロスのボール。
「きゃぁあああっ！」
「きゃぁっ、ん！」
　三人を入れたまま、吹ふき飛ばされる着替えボックス。すっかりひっくり返り、おまけに別の陳ちん列れつ棚だなにぶつかって挟まれ、出られなくなってしまう。
「何者です！」
「……！」
　すばやく半蔵と又兵衛が得物をかまえる。まだ三人を閉じこめたままの着替えボックスをかばい、襲しゆ撃うげ者きしやを捜さがした。
「なんッスか。『剣姫マスターサムライ』が雁がん首くびそろえて、油断しまくりッスか」
「みたいだね。ぼくたちだけでサクッとやっちゃおうよ」
　やや離れた、バルコニー状の廊ろう下かから見下ろす少女ふたりは、蔦と蔓だ。
　さっき放って、戻もどってきたサッカーボールを膝ひざで弄もてあそんでいる蔦。鮮やかなオレンジのボールをスティックで放ったり受けたりしている蔓。
「あそこに！　又兵衛さん。例の甲賀くノ一、八哥衆でしょうか」
　半蔵が、大手しゆ裏り剣けんを早くもかまえる。そのとなり、又兵衛も五丈鑓の覆いを取り捨てていた。
「一いつ般ぱんの生徒たちが……。しかし、生徒会の者も、来ない」
　こんなとき、真っ先に飛んでくる旗本生徒会の警けい邏ら隊たいなどがまったく現われない。生徒たちは、潮を引くように売り場から逃にげ出していた。
「やはり八哥衆と生徒会、裏で通じているということですね」
「見て見ぬふり、かもしれない」
　それだけで言葉を終えると、半蔵と又兵衛は散開した。蔦と蔓に向かう。


「あー！　あそこあそこ！　でもなんか、変……」
　逃げる一般生徒の波に逆らうように、衣料品売り場までやって来た十兵衛、それに兼続だ。
「変どころじゃございませんわ！　あれ！　敵ですわ、あそこに！　……半蔵さんと又兵衛さんが戦ってますわ！」
　ちょうどそこへ、
「名を名乗りなさい！」
　半蔵の声が響き、
「あたいは八哥衆のひとり、蔦ッス」
「ぼくは蔓だよ」
「ふたりで、蔦と蔓のコンビ。おぼえておいてもらうッス」「もらうよ」
　最後は語ご尾びだけ異なる、ふたりのユニゾンが聞こえてきた。
「蔦と蔓、ですわ！」
「チュパカブラ？」
　兼続の言葉に、十兵衛が返す。
「違いますわ！　チュパカブラってなんですの？　なんでそんなことを知ってますの！　蔦！　蔓！　蔦と蔓、ですわ！」
　チュパカブラは中南米にいるとされる、家か畜ちくの血を吸う怪かい物ぶつである。人間の子どもほどの大きさ、ときには大人ほどの者もいる、という。
「とにかく！　チュパカブラはどうでもいいですわ！　半蔵さんたちに加勢いたしますわよ！」
　背せ負おっていた大鎚づちをかまえる兼続。しかし十兵衛は、
「だいじょうぶ、心配ないの」
　と刀を抜きもしない。
「なんですの？　万が一ということが……」
「平気だよ。ぐっちゃんも見てるといいの。千姫さまもゆっきーも、負けたりしないもん」
「千姫さま？　あそこにいるのは半蔵さんと又兵衛さんで……わかりましたわ。なにか感じるんですのね。でも、いざというときは、すぐに割って入りますわよ！」
　兼続は十兵衛の言葉にいちおう納なつ得とくしながらも、大鎚のかまえは解かない。
「うん！」


「そら、行くッスよ！」
　蔦がリフティングしていたボールに強きよ烈うれつな蹴けりをくれる。ボールは凄すさまじい勢いで飛び、又兵衛と半蔵を襲った。
「来ます！」
「ふん！」
　いっせいに飛び退くふたり。
　が、ボールは軌き道どうを変えて半蔵に迫せまって来る。
「な、んです？」
　複数の棒手裏剣を一度に放ち、ボールを撃うち落おとそうとする半蔵。が、それもすり抜けてボールが来る。
「えい！」
　ついに忍者刀で受けるが、ボールを断たち切きるには至らない。
　弾はじかれたボールは、壁に当たって、大だい音おん響きようとともに鋭するどいヒビを作った。天てん井じようからパラパラと破は片へんが崩れ落ちる。
　しかもそれだけではなかった。
「ぼくのも、受けてよね！」
　蔓のスティックからもボールが放たれていた。こっちは又兵衛を狙ねらう。
「！」
　向かって来るボールに、一秒間に数百回、ひとりで鑓やり衾ぶすまを作ることのできる鋭く激しい突きで、対抗する又兵衛。
　これなら、多少ボールの軌道が変わっても打ち落とせる。
　が、
「ぅん!?」
　ボールが細長く変型した。それはもうボールというより尖とがった錐きりのようで、又兵衛の鑓先をかすりながらも突とつ破ぱしていく。
　まるで錐が突き刺ささるという寸前、又兵衛は鑓の柄を合わせて、なんとか弾き返かえした。
　その瞬しゆ間んかん、また錐はボールに戻る。が、コースを逸それ、天井にぶち当たると、深い穴を穿うがった。
「ふたりともボールが武器、というわけですか」
「サッカーボールは面への打だげ撃きり力よく、ラクロスボールは点の突破力……」
「それだけじゃないッスよ！」
　半蔵と又兵衛が顔を向けると、戻ってきたボールを再び蔦が蹴り出すところだった。
「こっちも！　ぼくもいるからね！」
　蔓は別のボールを手にすると、スティックのネットで受け、振ふりかぶる。
「とぁあっ！」
「ていっ！」
　再び飛び来るサッカーボールとラクロスボール。こんどは、サッカーボールは又兵衛に、ラクロスボールは半蔵に向かってくる。
　ふたりの対応はしかし早かった。
　ボールに向かって跳とぶ。逃げればきっとボールが追いかけてくる。となれば向かうほうがいい。
「ボールさえ避よけてしまえば……！」
　最小限の見切りで、錐のように尖るラクロスボールを避けた半蔵は、しかし、
「なんです!?」
　目の前にスティックが迫ってきているのを見て声を上げた。
「ボールだけじゃないよ。ぼく自身だって武器さ！」
　スティックが横よこ殴なぐりに襲う。
「きゃぁああ！」
　大手裏剣でかろうじて受けた。が、勢いを失って落ちる半蔵に、空中からさらに蔓のボール、そして本人のスティック打だ撃げき。
「りゅ、流星小破斬！」
　装そう甲こうスカートの内張手裏剣をいっきに飛ばす半蔵。
「ち！　そんなものがあったんだね」
　こんどは蔓がすんでで避ける。
　そして又兵衛には、蔦のサッカーボールが。これをかわした又兵衛に、
「甘いッスよ！　とりゃぁあ！」
　蔦自身の蹴りが。すでに鑓の間合いを破っていた。
「くっ！」
　又兵衛は両りよ腕ううでを交差させて受けるが、相当な打撃力だ。しかも、
「まだあるッス！」
　右みぎ脚あしをガードされても、左ひだ脚りあしの蹴りがまた来る。空中でそれだけの技わざを連続して来る素す早ばやさ。
　蔦の左脚の蹴りが又兵衛の脇わき腹ばらに食い込む。
「！」
　衝しよ撃うげきをこらえて、逆手にした鑓の石いし突づきを蔦の胸へ打ち込んだ。しかし、
「おっ、と……うぉ！」
　すんでで避けたように見えて、ごく間近をすり抜ける石突の衝しよ撃うげ波きはだけで、蔦は声を上げていた。
「うんっ！」
「とぁ！」
　四人がそれぞれ着地する。
　半蔵と蔓はどちらも有効打なし。しかし青ざめている。
　又兵衛と蔦はお互いに食くらった一いち撃げきを堪たえていた。
「こんなもんじゃないッスよぉ！」
「ぼくを甘く見ないことだよ。怒らせたら……！」
　蔦と蔓が三度ボールを放つ。
　半蔵と又兵衛は反はん撃げきの隙すきをうかがい、身構えた。
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　こっちはというと、
「ちょ、ちょっと！　どこに顔突っ込んでるのよ、宗朗！　そこは千の……ぁ、んっ！」
「ち、違いますよ。それはぼくの顔じゃなくて！」
「わらわの股またにも当たっておるのじゃ。ひっ、ん！　こら、動かすでない！」
　吹き飛び、ひっくり返り、半ば潰つぶれた着替えボックス、それもふたつが合体したもの、の中に閉じこめられた千姫、宗朗、幸村の三人だ。
　押しつぶされて容積が減ったおかげで、それでなくとも狭い内部に三人が押し合い、からみ合うように詰つめ込まれている。
　脱だつ出しゆつしようにも、着替え中だったおかげで得物はすべてボックスの外。宗朗でさえ、いったん刀を腰から抜いて預けていた。
「こんなことしてる場合じゃないわ！　半蔵が敵と戦ってるんだから！」
「そうじゃ、又兵衛もがんばっておるはず。一刻も早くここを出るのじゃ！」
「わかってます。わかってるけど……これじゃあ」
　意外に頑がん丈じような着替えボックスは、内側から叩いたくらいでは破れそうにない。
「……もう、あれしかないわね」
「そうじゃな、うむ」
「あれ、って？」
　開口部がない暗くら闇やみの中、千姫が手て探さぐりで宗朗の顔に触ふれる。幸村も手を伸ばした。
「ちょっと待って……う、ぅ、んっ！　ここ……ここに、もっと顔を近づけて、宗朗！」
「わらわは……ここじゃ！　宗朗、こっちへ」
「ちょっと待ってよ。そこ、って、ここって、なんなんだ？　どこなんだよ」
　宗朗が疑問を口にする。と、
「いまそんなこと言ってる場合じゃないの！」
「詮せん索さくしているヒマなどないわ！　非常時じゃぞ！」
　いっせいに怒声が飛んで来る。
「わ、わかったよ。よくわからないけど……こう、あれ？　これって、あの金具の……」
「もおお！　グズグズするなぁあ！」
　業ごうを煮にやした千姫が宗朗の髪をつかむ。暗闇の中、強引に自分の内股に……ほとんど股間へ押おしつけた。
「わぁあ……うぐ、ぐ……！」
「ぁぁぁああああ、ん！」
　ビク、ビクンッ！　千姫の身体が大きく痙けい攣れんする。徴しるしの痣が強く輝き、暗がりの中を一いつ瞬しゆん照らした。
「なんだ、この光……うぁ!?」
「わらわの番じゃ！　心せよ、宗朗！」
　再び戻った闇やみをかきわけるように、こんどは幸村の手が伸びて宗朗の襟えり首くびをつかんだ。と思ったら……プリュン！　丸く、柔やわらかく、あたたかいものに顔から押しつけられる。
「ゆきむ……んん！」
「ひゃぁぁ、ぅぅんっ！」
　虹にじ色いろの光が暗がりを貫つらぬいて迸ほとばしった。


「早い!?」
　ラクロスのスティックを半蔵がかわした、と見えた瞬間、オレンジ色のボールが飛んできた。
「ほらほら、ありえないでしょ！　ボールが先でスティックはあとって、決まってないんだよ！」
　蔓が使った一種のトリックだ。
　スイングの最後でスティックを裏返す。こうするとボールは慣性が付いているので本来の軌道のとおりに飛んでいこうとするが、スティックより前には飛ばない。
　ボールが来る、と身構えるとスティックの攻こう撃げきが先に襲い、それを防いだと思うとボールが飛んでくる。
「ぼくの勝ち、だよね！」
　いっぽう、又兵衛が弾き返した、と見えたサッカーボールは、蔦の、
「シュートぉおお！　ッス！」
　オーバーヘッドキックで再び向かってくる。
「ぅん！」
　又兵衛の鑓が追従しきれない、と見えた。その刹せつ那な、
「油断じゃぞ、又兵衛！」
　突とつ如じよ、強烈な突とつ風ぷうが吹きつけた。
　ボールの勢いが止まる。人も吹き飛ばされそうな勢いに、空中の蔦と蔓は体勢を崩す。なんとか着地して、
「なんッスか！」
「誰だ!?　ぼくを飛ばしたなぁ！」
　色めき立つ。
「そんな、へなへなボール、いつまでも通じると思ってんの。補欠からやりなおしなさいよね」
「補欠どころか、準備運動からやりおなせ、というところじゃな」
　千姫と幸村だ。着替えボックスはすっかり内側から破られていた。
「わぁああ！　千姫さん、ゆっきー!!　やったぁあ！」
「どういうことですの？　徴へのキスが成功したのですの？」
　十兵衛が跳び上あがって手を振る。兼続も驚おどろきを隠かくせない。
　千姫も幸村も、下着姿のはずだったのが、制服に上うわ掛がけやスク水スーツといういつもの出いで立たちに戻っている。
　得物の薙なぎ刀なた、大鉄扇までも手にしていた。
　その姿には、内側から湧わき出でるような輝きが増している。
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「御姫さま！　ご無事で！」
「幸村さま」
　半蔵、又兵衛も笑えみを浮かべる。瞳ひとみを潤うるませる。
「あたりまえでしょう。まったく、あんなサンピン相手に、なに手こずってるのよ。半蔵！　帰ったらお仕置きよ！」
「は、はい！　ご存分に！　……でも、じつは御姫さまをお待ちしていたんです」
「幸村さまの分を、残しておこうと」
　半蔵が、又兵衛がそう言って笑うと、
「気を利きかせたつもりとな。よい。ちょうどこっちも身体を動かしたいと思っていたところじゃ！」
[image: 画像]
　幸村が言い放つ。どうどうと胸を張った。
「あああ。出られたのはいいけど、千姫さま？　幸村！」
　こっちはいまごろ着替えボックスからごそごそと這はいだしてきた宗朗だ。千姫と幸村の姿に、目を見張る。
「は！　なんだ、出て来ちゃったッスか」
「言ってくれちゃってるね。ぼくたちをガン無視とか、後こう悔かいすると思うよ」
　蔦と蔓だ。
　いまいましげに千姫と幸村をにらむと、ユニフォームのポケットから何かを取りだした。
「あれ、は。……まずい！　千姫さま、幸村！」
　宗朗が叫さけぶ。
　ふたりが取りだしたのは、葵あおいの御ご紋もん入りの薬やく籠ろうだった。薊が奥おう義ぎの秘術を使ったときと同じ物だ。
「気づいても遅おそいッスよ！」
「よく見ておくんだね。ぼくたちに負ける自分をさ！」
　薬籠を開ける。中の秘薬を振りまき、浴びる。
「なにが、出てくるんだ!?」
　薊のような大蝦が蟇まか。それとも……。
「待ってても試合は始まらないッスよぉ！」
「このぼくのボールを受けてからだよ。プレイボールはね！」
　秘薬がそうさせるのか、蔦と蔓はりんかくがぼやけたように、黒い霧きりのようなものをまとっていた。
　サッカーボールをトゥで上げ、思い切り、蹴り出す。スティックを大きく振りかぶり、ボールを打ち出していく。
「御姫さま、避けてください！　そのあとに直接攻撃が来ます！」
　半蔵がとっさに叫ぶ。だが、
「なにそれ、ハエでも留まってるの、その球？　遅すぎて、アクビが出ちゃうんだから、ね！」
　千姫が薙刀を手に突とつ進しんする。ふたつとものボールを薙刀の刃はが両断する、というところ、
「ええ!?」
　ボールがひとりでに弾けた。
　弾けたボールは黒い塵ちりを撒まき散ちらす。いや、ボール自体が一瞬黒い塊かたまりに変化し、それが粉々に砕くだけたのか。
「なんですの、あれは！」
　兼続も口走る。
　黒い塵が動いていた。サッカーボールが変わった塵は、床ゆかにぶちまけられたように広がると、いっせいに動き出す。
　ラクロスボールのほうは、黒というよりはオレンジ色に近い塵に変化した。これも瞬しゆ時んじに広がると、
「飛んだ……？」
　羽音も高く、群れを成して飛び回る。
「見たかッスよ。これぞ甲賀忍にん法ぽう究極奥義『蟻あり絨じゆ毯うたん』ッス！」
「ぼくの甲賀忍法究極奥義『蜂はち雲うん霞か』もよろしくね」
　蔦と蔓が口上を述べる。
　これがふたりの、薬籠によって増ぞう幅ふくされた力、召しよう喚かん術だった。
「うわぁ、蟻ありさんと蜂はちさんいっぱい！」
「気持ち悪い、ですわ。殺さつ虫ちゆ剤うざい、効きますの？」
　もちろん、蟻も蜂も召喚術によってサッカーボールやラクロスボールが変化したものなので、殺虫剤は効かない。
「ただのボールが変わったっていうには、数が多すぎるぅう！」
　宗朗がおぞけに襲われるのも無理はない。蟻で床はまさに絨じゆ毯うたんのように真っ黒に、空中には渦うずを巻いて蜂の群れが飛ぶ。
　いずれも隊形を整えると、千姫、幸村たちを目指して、いっせいに襲いかかって来た。
「ボールかと思ったら、蟻ンコに蜂？　ハエじゃなかったみたいだけれど、バカにするにもほどがあるわね」
「負ける気はこれっぽっちもせぬが、確かにいちいち潰すのは面倒じゃのう」
　千姫が言い、幸村が同意する。
「じゃあ、そういうことで、よろしくね！」
「はたらかせよるわ。じゃがよい。暴れたくて……」
　幸村が大鉄扇を両手とも振りかぶる。
「ウズウズしておったところじゃ！　……烈れつ風ぷう旋舞昇！」
　かけ声とともにふたつの大鉄扇を一気に振り抜く。大きな扇から煽あおられた突風が、ショッピングモールの中のものすべてを巻き上げ、吹きつける。
　蟻も蜂も、粉々に四散していく。
「ぅぅぁあああ！」
「……!!」
「きゃぁあっ！」
　宗朗も、半蔵や又兵衛も、十兵衛、兼続も、とっさに伏ふせ、あたりの頑丈なものにつかまった。が、それもまた動くか飛ばされ、さらに別のもので身をかばわなければならない。
「な、な、なんッスか、これはぁあ！」
「よく見ろ！　目をふさぐんじゃない！　危な……!?」
　強風に煽られ、壁かべの手て摺すりにしがみついて身体を支えるしかない蔦と蔓がそれに気づかなかったのは、仕方ないのかもしれない。しかし、
「おあいにくさま。ここ、かわいい下着売り場なのよね。ガサツなおまえたちの来る場所じゃ、ないっつーの！　爆炎閃破!!」
　目の前に千姫がいた。大上段に振りかぶった薙刀を叩たたきつける。爆ばく弾だんが落ちたような轟ごう音おんと稲いな光びかりの一撃が、甲賀くノ一を襲った。
「ぐぁぁぁあああ!!」
「ぎゃひぃぃぃ!!」
　千姫は身体ごと、幸村の起こした突風に乗って飛んできたのだ。
　稲光は蔦と蔓を貫いたあと、床と空中にも拡散してすべての蟻と蜂を蒸発させた。
「すご、い……」
　宗朗も驚くほどの、圧あつ倒とう的てきな強さだった。
「ね！　でしょ、ぐっちゃん！」
　こんなとき、真っ先にはしゃいで歓かん声せいを上げる十兵衛は、なぜかニコッ、と笑っただけで満足そうだ。
「そう、ですわね。……わたくしも徴のキスは済ませたんですから、あんな力が？　ど、どこに……？」
　なぜか大鎚を振っては、なにかこぼれ落ちてくるような錯さつ覚かくに、じっと見つめてしまう兼続だった。
「御姫さまぁ！　とってもステキでしたぁあ！」
「幸村さま、お見事でした」
　興奮する半蔵、微ほほ笑えむ又兵衛が千姫と幸村を出で迎むかえる。
「フフン！　まあ、こんなものかしら。弱すぎて、準備運動にもならなかったけど、ね！」
「わらわの新たな力、しかと見たであろうな！　これも徴へのキスの賜たま物ものじゃ！」
「その、徴のキスって、なんなんだ。まえにも聞いたことあるような……」
　得意げな千姫と幸村に、宗朗が口をはさむ。と、
「そ、それは！　……でもほら、千の必ひつ殺さつ技わざ、見たかしらぁ？　お肌だっていままで以上にツルツルのすべすべの、ピチピチなんだからぁ！」
「さすれば、効果抜ばつ群ぐんというわけじゃ。わらわも身体が軽くて若返った気分で……これ以上若くなどなりとうないわ！　……もういいじゃろう。我らのほとんどが徴へのキスを済ませたのじゃ。この上は宗朗にも……」
「そのことでしたら、わたしからご説明申し上げたい、と思うんです」
　新たな声。そして音もなく背後から現われた、柳生道場八人目の「剣姫マスターサムライ」。
「義仙！」
「おぬし、どこにいたのじゃ！」
「ずっと見てたってこと？　徴のキスは、やっぱり千たちをパワーアップさせるのよね？」
「はい。それらもすべて、お答えするんです」
　宗朗や幸村、千姫に囲まれ、義仙は笑う。
　同じころ、やや離れた場所からショッピングモールをこそこそと出て行くふたつの影かげ。
「お、おぼえておけッス！」
「これで勝ったと思わないでよね！　……定番過ぎるよ。ぼく」
　ボロボロになった蔦と蔓。何度もつまずきながら、転げるように逃げていく。その姿に注目する者はもう誰もいない。


９


「え！　徴にキスしても意味はない……の？」
　道場の稽けい古こ場ばに居並んだ「剣姫マスターサムライ」たちの、誰からともなく声が上がる。
「そうです。身体にある徴の痣に宗朗さまからキスされても、変化はありません」
　答えるのは義仙だ。
「ちょ、っと待ってください！　義仙さんは、言いましたよね。『剣姫マスターサムライ』がその徴の痣に『将』のキスを受けることが、『剣妃サムライブライド』になる必要条件だ、と」
「しかもですわ、その『将』の『剣姫マスターサムライ』全員がキスされなければ、ならない、ともおっしゃいましたわ！」
　半蔵が言い、兼続も続ける。
「えへ、お兄ちゃんがぁ、十兵衛のおっぱいにチュ！　してくれたの！　とーっても気持ちよかったんだぁ！」
「……たしかに、気持ちが高こう揚ようし、生き返ったように身体から力が湧き出して……気持ちもよかったような」
　十兵衛がパッと両手を上げ、又兵衛が頬ほおを染める。
「そうよ！　千だってすっごく気持ちよか……じゃなく！　つまりあれが、新たな『剣姫マスターサムライ』のステップとして、『剣妃サムライブライド』に近づいた証あかしっていうことでしょう!?」
「わらわもそう考えるぞ！　そうでなければあの感覚は……。そ、それに、一瞬で着物を替かえたり、技も！　これまでになかった力じゃ！」
　千姫、幸村が主張する。
「ウキュ！　ウキュー！」
　周りの雰ふん囲い気きに興奮して飛び跳はねる佐助。
　そして宗朗。
「あ、あのさ、そもそもその、徴の痣にぼくが、き、キスするって初耳で……あ！　だからみんな、あんなこと……」
　いまさらに気づき、みんなの頬を朱しゆに染める宗朗。自分もすっかり赤面する。
　これだけのリアクションの中、宗朗までもが詰め寄よる前で義仙は平然と、
「ウソなんです」
　言ってのけた。
「えええええ！」
「なんですってぇ！」
「たばかったか、義仙、この眼帯色気過かじ剰よう女が！」
　とたん、噴ふき出す阿あ鼻びき叫よう喚かんの騒さわぎ、悲鳴。つかみかからんばかりの「剣姫マスターサムライ」たちを押さえるのは、こんどは宗朗だった。
「待ってよ、みんな！　義仙、そもそもどうしてそんなウソを!?」
　全員が注目する中、義仙はポツリと。
「みんなで仲良くなりたかったから、なんです」
「仲良く？」
「みんなで……」
「はい。『剣妃サムライブライド』になれるのはただひとり。これはウソではないんです。しかしそうなってしまえばみんなは平等ではなくなり、この道場の楽しさもなくなってしまうかもしれません。義仙はこんなふうにみんなで毎日いっしょにご飯を食べたり、家事をしたり、お風ふ呂ろに入ったり、そんな生活が初めてで、とってもうれしいんです。これが『しあわせ』というものかもしれない……それに、大好きな『将』の宗朗さまのお側そばにいられることが」
　そこまで言うと、ポッと頬を染める義仙。見つめていた「剣姫マスターサムライ」たちも宗朗も、急に込み上げてきたものに顔を赤くする。
「で、でも、それと徴の痣にキスするっていうこととは、直接関係ないじゃない」
　千姫が言うと、
「はい。ですが、義仙は義仙がしあわせなだけではいけないと思ったんです。みんながみんな、しあわせであってほしい。となれば、いちばんしあわせなことはなんでしょう。それはやはり、『将』宗朗さまとの契ちぎり。でもみなさん、恥はずかしがり屋やだったり意地っ張りだったり、なかなか素す直なおになれない、そう見えたんです。そこで、徴のキスは『剣妃サムライブライド』の条件。それも全員が、という仕組みを考えたんです」
　義仙の答え。
　だまされたことには違ちがいないが、そこには義仙流の、みんながしあわせになってほしいという願いが込められていた。
「じゃ、じゃが！　新たな力はどうじゃ。徴への……んん！　キス以来、わらわも千も、又兵衛も、これまでにない新たな力を得て甲賀くノ一八哥衆の面々を倒たおしたではないか！」
「それは、もうみなさんが持っている力、なんです」
「持っている力……ですの？」
「わたしたち、が」
　驚く「剣姫マスターサムライ」たち。
「義仙を含ふくむみなさんはもう、天あま草くさ＝阿あ弖て流る爲いとの戦いで一度アストラル体となって意識を保つということを経験しているんです。いまは現実世界の肉体を保っていますけれど、戦いの場面で『剣姫マスターサムライ』の能力が発揮されると、身体がアストラル体の記き憶おくを取とり戻すんです」
「なん、じゃと、つまり……われらは生身とアストラル体を行き来できるというわけじゃったか。あの力も……」
　さすがの幸村も半ば呆ぼう然ぜんとなる。義仙がうなずいた。
「で、でも！　あの……すごく、鋭えい敏びんな感覚はなんなの？　あれがアストラル体へのスイッチ、というわけじゃ……」
　思い出したようにまた頬を染める千姫が言う。
「それは事実なんです。もともと『剣姫マスターサムライ』の身体は『将』に触れられることで活性化するんです。まして、肌に直に唇くちびるが触れる、ということであれば、その効果は絶大」
「じゃ、じゃあ、無理に徴の痣でなくとも……」
「そういうことなんです。ですから……」
　義仙の手には、どこからともなくバナナが握にぎられていた。
「ウキュ？」
　釣つられて寄ってくる佐助を、義仙は、ひょいと首根っこをつかんで抱かかえると、
「宗朗さま」
「え？」
　思わず振り向むいた宗朗の顔に向けて、佐助を突つき出した。
「チュ……」
　佐助のお尻の痣に、宗朗の唇が触れる。ちなみに幸村の痣は、お尻の右側で上側、佐助のは、左側下側だ。
「キャヒ！　ウキャァァ、ン！」
　たちまち、甘い悲鳴を発した佐助が人間体化する。赤い顔をしかめて、プルプル震えた。と思うと、義仙が手を離はなしたせいで、ポテッ、と落ちる。
「あら」
「まあ、お猿さるさんまで」
「ほら、やっぱり徴のキスが関係してるんじゃないの!?」
　色めき立つ『剣姫マスターサムライ』たち。そして、
「い、いきなりなんだよ、義仙。やめてくれよ」
　驚き、閉口する宗朗。
　義仙は頭を下げると、
「申し訳ありません、宗朗さま。いまひとつ、証明したかったんです。徴にキスしたから反応したのか、それとも……」
「それ、とも？」
　奇きみ妙ような圧あつ迫ぱく感に宗朗がじりじりと下がる。逆に義仙はわずかに進み出る。眼帯を捲まくって、色の違う右目を見せた。
「義仙の徴は瞳の虹こう彩さいに刻まれているんです。けれど、徴でない場所、たとえば……」
　眼帯を戻した義仙が、スッと間合いを詰める。あっと言う間に、
「チュ♥」
　宗朗の唇に、唇を重ねた。
　正しよう真しん正しよ銘うめいのキス。マウストゥーマウスのキス。そして義仙は、
「はぁぁぁああああん！　燃えちゃぅぅうう、んですぅううう！」
　ほんとうに発火するかのように、義仙の銀色の髪かみが輝き、逆立ち、小麦色の肌も赤く燃え上がる。
　膝立ちのままのけ反った義仙は、天に顔を向けたまま恍こう惚こつの表情を浮うかべていた。
「わぁあ!?」
　驚く、というより狼ろう狽ばいする宗朗。そして、一瞬の、呆あつ気けにとられた間のあと。
「ぇえええええ!?」
「……ぅう！」
「ありえませんわ！　破は廉れん恥ち過ぎますわぁあ！」
「な、な、なにやってるのよぉ！　眼帯ビッチがぁぁああ!!」
「なんじゃとぉおお！　こ、こ、このぉおお、愚か者ぉおおお！」
「ウキュ！　ウキャ、ウキャァ!!」
　沸わき上がる嬌きよ声うせい。渦うず巻まく怒ど号ごう。飛び交かう罵ば声せい。そんな中、
「ああー、ぎったん、いいなぁ～。えへ、十兵衛もチュー、しちゃお、っと！」
　飛び込んできた十兵衛が、宗朗に思い切り抱だきつき、その頬に、
「チュッ！」
「わぁあ、じゅ、十兵衛！　やめなさい、いまはダメだぁあ！」
　義仙と十兵衛に抱きつかれたまま宗朗は逃げることもできない。おそるおそる見る視界には、憤ふん然ぜんとした「剣姫マスターサムライ」たちが。
「徴でなくてもいいなら、千の唇にちゃんとキス、しなさいよね、宗朗！」
「そうじゃ！　わらわなど恥はじをしのんでお尻に……せ、正式なキスを、要求するぞ、宗朗！」
「き、キスなんてそんなに興味はありませんですわ。でも、あんなところにされたままなんて嫌いやですし、この際やり直しくらいさせてあげますわ！」
「……キスはともかく、匂においが、気になる」
「わ、わたしはいいんです。御お姫ひいさまに……！　ああ、でもやっぱり御姫さまが宗朗くんと、なんて……いっそ、ぁあ！」
　たちまち起こる阿鼻叫喚のキス地じ獄ごく。いや、天国……？
「ま、待って！　待つんだみんな、落ち着いて！　落ち着きましょうよ！　そんな一度に……無理、んぷっ！　そ、そこは違う！　違う、と思い……ます……むぐぐ！」


「……柳生宗朗とその『剣姫マスターサムライ』たち。これまでは遊びです。たかが最弱の三人をやられただけです。『果し合』はまだ半分にも満たないです。ここからは、手加減しませんです。目にものを見せるですよ！」
「ふぅー。テンプレ過ぎて、逆に新しん鮮せんな気がしてきたであります」
　全学サークル評議会の議長室に、天海の言葉が響く。
　そして、石榴のため息もまた。








（了りよう）
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　ありがとうございます。『百花繚乱　巻ノ捌』です。「捌」が八です。「大字」と言いますがこのへんになるともうよくわからなくなってきますね。ちなみに「玖」が九。「拾」が十です。どこまで書けるかな～。
　ひとつのシリーズをここまで書くのは初めてです。ありがたいです。内容も、ついに本来の敵、最終的な流れにたどり着きました。ようやくかよ！　という感じですが、自分も最初のうち、おぼろげに考えていたものがどんどん具体的に見えてきて、驚きとワクワク感がかなり増大中です。最後までおつきあいいただければ幸いであります。
　話は変わりますが『百花繚乱』、台湾でも発売されています。もちろん中文版です。中国語はまったく読めませんが、日本語版とつき合わせて見ていると、なんとなく読めて来るのが不思議です。中国語の勉強にいいかも！
　ちなみに宗朗や十兵衛、千姫といった漢字の名前はそのままですが、ダルタニアンは「達担妮雅」と書きます（字体はちょっと違います）。なかなかかっこいいというか勇ましいです。中文版は判型もＢ６版と立派で、Ｎｉ[image: 外字]先生のイラストも1.5倍の大きさで楽しめます。現在『伍』まで出ています。
　去年、ＨＪ文庫のパーティーで、中文版の版元、東立出版の社長さんを紹介されました。社長さんは、「先生の本はうちで一番売れてるんですよ」とおっしゃってくれました。でももしかしたら「よく売れてるんですよ」の聞き違いかも。社交辞令かも？？
　自分もそれに対して「台湾は昔、マンガの取材で行ったことがあります」とか「理髪店が地の果てまで続いていて驚きました」とか「こんど台湾へ招待してください」とか、言おうと思いましたが、「ああ、はあ、どうも。よろしくお願いします」しか言えませんでした。残念。
　と、ここまで書いて気づきましたが、このあとがきも中文版に収録されるんですよね。台湾の読者のみなさん、こんにちは！　いつも読んでいただき、ありがとうございます。アニメも楽しんでいただけたでしょうか。感想や意見をいただけるとうれしいです。翻訳してもらって読みます。
　そうだ。たまに読者の方（日本の）から手紙をもらうんですが、なにかあげられないかな、と思っていたので、この中文版をプレゼントするのはどうでしょ。ね、編集さま！
　そんなこんなで、日本の読者も台湾のかたがたも、今後ともよろしくお願いいたします。
すずきあきら
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
すずきあきら 先生／Ｎｉ[image: 外字] 先生
[image: 画像]
OEBPS/images/P000-00-1-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-2-2.jpg





OEBPS/images/P000-00-3-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-4-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-5-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-6-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-7-1.jpg
BIEfRE B/ H

TFEHXH

HJX
304






OEBPS/images/P000-00-8-1.jpg
O - DT NK L Zom





OEBPS/images/P000-00-10-1.jpg
[VAri Q403 0] (42004 2482] [Mou3ait]

RGN QRN WRAR

BRI ESRI-UREOX Sk LS’
Hgem’ BESHIINY° R K@ s NSmL°
¢ < <

Vi N

[PR32] [20vanRive] [#RN2L0V]

J
T ERa e
HEHIR- RN S i1 O HHEILIHRIO R LRI HEERMD N

EESRNORZ” E G2 RNIm IR-E=CEN"°






OEBPS/nav.xhtml

		
			目次


			
						表紙


						序


						壱◆「剣姫」の徴にときめきキス


						弐◆「剣妃」の条件


						参◆出会いのテンプレート


						肆◆秘術！　甲賀忍法究極奥義


						伍◆デートバトルはランジェリーショップで！


						あとがき


						奥付


			


		
	

OEBPS/images/P000-00-99-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-107-1.jpg
—PROFILE
TIEHES

FYMENTREAA NI AVILEWESRX-78HVF L. BIKFR ILBENME
WEETDHTI L.

FfERIC [REBFR] YU—-X. [EB0x#H] YU—-X (MFXEJ) .

[¥—=IURA—=ILX] ¥U—=X, [Aika R-16 TURNING MISSION] (HJX
) [Fh.

[MC%&< Ug] FHICT HIZDWW | SZ28E] E#iH,

BAS FERISTRE.

Nif .-

ASAN—F—/FTAF—, KRIES ERITEIA(V] [ESER]
&= ROTSR) BE.

i+ SOFRBEATTN, PLTTR, BEATTR, HOTEELIHR OB
EABRFBVDICBE AR BV DIMHE TEAIEL | Z A HE 1
[CRELCESNOHTORETT. IVTT.

100y

%MM HJX E

)AUNp,
Wy,

W
%

""wa /

FAEREl &/

20114ESH1H  MIRRSEAT

FHE—TTEHED

#8=4 5 A b——Nif #T—— WIDE

FATHE TR
FATHT—HASAE AR E— TV v 8 Y T1510053 HHEAREAX M 4 A2-15-8
K OFFEHES - Nif A=y /






OEBPS/gaiji/shita_v.png





OEBPS/images/P000-00-11-1.jpg
[ 42 ] [ Q5 Rmy R]

AN SRR AT

WL SR

HHIRVIDEN VP L0 4 BSRODTIN T RONE’
B EEOMEESHINYLS

~ A

(005, &~ 19 284, 0]

SR

SO
%40

SInH= LA






OEBPS/images/P000-00-13-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-20-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-25-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-33-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-40-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-49-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-53-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-60-1.jpg





OEBPS/images/P000-00-80-1.jpg





